
令 和 ３ 年 度  夏 季 研 修 会  資 料 
 

期 日 ： 令和３年８月６日（金） 

会 場 ： 幸 ⽥ 町 ⺠ 会 館 

 

 
中学校研究主題 
 

よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け、 

自ら工夫し創造する生徒の育成 

～問い直しから新しい視点や発想を取り入れる学習活動を通して～ 

 
 

 
小学校研究主題 
 

豊かな心と実践力を育み、未来を拓く家庭科教育 

 

 

 

主催：三河教育研究会 技術・家庭部会 
後援：公益財団法人 愛知教育文化振興会 
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本日の予定 

12:20～12:50 受付  【さくらホール前】 

13:00～13:15 開会行事  【さくらホール】 

13:15～13:30 研究主題（中学校）について  【さくらホール】 

13:40～16:00 分科会  【技術：あじさいホール、家庭：さくらホール】 

 

 技術分野 家庭分野 

13:40～14:00  実践発表（蒲郡地区）  実践発表（中学校・刈谷地区） 

14:00～14:20  実践発表（豊橋地区）  実践発表（中学校・豊橋地区） 

14:20～14:30  実践発表に関する質疑応答  実践発表に関する質疑応答 

14:30～14:40 休   憩 

14:40～15:00  情報交換会 

 グループに分かれて、授業などで困っ

ていることを話し合う 

 実践発表（小学校・豊橋地区） 

15:00～15:20  実践発表（小学校・幸田地区） 

15:20～15:30  実践発表に関する質疑応答 

15:30～15:40 休   憩 

15:40～16:00  指導・助言（太田弘一先生）  指導・助言（青木香保里先生） 

 

16:00～16:10 閉会行事     【技術：あじさいホール、家庭：さくらホール】 

－1－



令和３年度 中学校技術・家庭科＆小学校家庭科 関係組織図
全日本中学校技術・家庭科研究会 全国小学校家庭科教育研究会

東海・北陸地区中学校技術・家庭科研究会 東海・北陸地区小学校家庭科研究会

愛知県中学校
技術・家庭科研究会 三河教育研究会技術・家庭部会

愛知県中学校 役 員 会
産業教育研究協議会
（愛産協） 愛
（愛産協三河部） 常任委員会 知

県
役員会 家

合同委員会 庭
科

総務部 中学校部会 小学校部会 教
育

研究部４名 専 地 地 地 研
門 区 区 区 究

編集部 班 主 主 常 会
14名 任 任 任

フェア部

三河１６地区 三河１６地区
中学校技術・ 研究班 当年度夏季研発表２地区２名 小学校 研究大会
家庭部会 (前/次)研究大会 次年度夏季研発表４地区４名 家庭部会 開催地区

分科会場地区４名
附属中OB ２名
愛産協・愛家研関係者２名

（２）令和３年度夏季研修会について（小学校と合同開催）

①各地区の研究実践を大切にし、その成果を三河全体で共有する場とする。

ア 発表地区は、技術（蒲郡と豊橋）と家庭（刈谷と豊橋）の各領域で計４地区が担当する。

イ 発表のない地区は地区の取り組みを短時間あるいは紙面で発表する機会をつくる。

ウ 研究実践や発表準備を考慮し、発表地区については２年前に依頼を行う。

②日時：令和３年８月６日（金） 場所：幸田町民会館

（３）令和４年度東海北陸大会について

日時：令和４年１０月２０日（木）全体会 場所：名古屋市教育センター

令和４年１０月２１日（金）公開授業、分科会 場所：豊橋地区

（技術：生物育成、家庭：食生活と自立）

（４）その他

①東海北陸大会関係の協力（三河地区担当）

ア ４年度愛知県大会にて「生物育成」「食生活と自立」分科会場で提案発表を予定。

イ ５年度全国大会静岡大会にて「生物育成」分科会場で提案発表を予定。

ウ ２年度より県研究テーマを受けて実践する。

②協力地区グループの編成

三河地区全体を学校規模や学校数、連携のしやすさを考慮し、５グループに分け、研究大

会の協力地区等の組織づくりの一助とする。

協 力 地 区 グ ル ー プ 表
Ａ 豊橋２２、田原４ ２６校
Ｂ 豊川１０、蒲郡７、新城６、北設４ ２７校
Ｃ 西尾１０、安城８，碧南５、高浜２ ２５校
Ｄ 豊田２８、みよし４ ３２校
Ｅ 岡崎２０、刈谷６，知立３，幸田３ ３２校
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西
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0
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場
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太田　弘一 先生

青木香保里 先生

氏　名 学　校　名 郵便番号 学校所在地 学校TEL 学校FAX

近藤　文彦 岡崎・梅園小 444-0071 岡崎市稲熊町4-68-1 0564-22-3566 0564-22-3567

白井　博成 豊川・平尾小 442-0863 豊川市平尾町上貝津2-5 0533-88-4711 0533-87-6154

向井　義則 安城・安城東部小 446-0017 安城市大岡町前畑72-1 0566-76-2334 0566-76-2478

若月めぐみ 豊田・竜神中 473-0907 豊田市竜神町竜神16-1 0565-28-6600 0565-26-6186

芝田　陽子 安城・明和小 444-1213 安城市東端町明和66 0566-41-1244 0566-41-1274

松井健太郎 附属岡崎中 444-0864 岡崎市明大寺町栗林1 0564-51-3637 0564-54-4518

滝本　純代 附属岡崎小 444-0072 岡崎市六供町八貫15 0564-21-2237 0564-21-2937

安藤　拓磨 附属特別支援 444-0072 岡崎市六供町八貫15 0564-21-7300 0564-22-8723

齋藤　　悟 安城・桜井中 444-1162 安城市小川町的場丘1-1 0566-99-0028 0566-99-0097

杉山　里美 豊田・駒場小 473-0925 豊田市駒場町新生58 0565-57-2507 0565-57-1327

中西　正善 附属岡崎中 444-0864 岡崎市明大寺町栗林1 0564-51-3637 0564-54-4518

武田　雅美 豊橋・向山小 440-0861 豊橋市向山西町5-1 0532-52-0396 0532-57-1970

都筑　邦彦 西尾・西尾中 445-0063 西尾市今川町土井堀1 0563-57-4108 0563-57-4109

武田　雅美 豊橋・向山小 440-0861 豊橋市向山西町5-1 0532-52-0396 0532-57-1970

大屋久美子 豊田・高岡中 473-0917 豊田市若林西町広崎82 0565-52-1830 0565-52-7244

堀井　雅代 蒲郡・蒲郡中 443-0052 蒲郡市新井町13-18 0533-68-6166 0533-67-8467

笠原　美保 西尾・津平小 444-0503 西尾市吉良町津平大入1 0563-35-0056 0563-35-0954

伊奈久美子 岡崎・北中 444-2136 岡崎市上里1-10 0564-22-8740 0564-22-8739

長澤　啓介 安城・安祥中 446-0026 愛知県安城市安城町天草23 0566-76-7811 0566-76-7812

近藤　貴彦 豊橋・豊岡中 440-0832 豊橋市中岩田1-5-2 0532-61-3278 0532-65-1201

武藤　良子 岡崎・竜南中 444-0806 岡崎市緑丘2-17 0564∸54₋4400 0564∸54₋4401

淺川　晶紀 岡崎・城北中 444-0064 岡崎市城北町3-1 0564-21-8103 0564-21-8104

齋藤　　悟 安城・桜井中 444-1162 安城市小川町的場丘1-1 0566-99-0028 0566-99-0097

望月　邦人 豊橋・高師台中 441-8113 豊橋市西幸町浜池328 0532-46-4310 0532-44-1371

岩瀬　一将 西尾・福地中 445-0882 西尾市上道目記町上新田3 0563-56-2466 0563-56-3892

武藤　良子 岡崎・竜南中 444-0806 岡崎市緑丘2-17 0564∸54₋4400 0564∸54₋4401

阿部　祐子 岡崎・六ツ美北中 444-0203 岡崎市井内町六反2 0564-54-2431 0564-54-2432

渡邊　千加 豊橋・豊岡中 440-0832 豊橋市中岩田1-5-2 0532-61-3278 0532-65-1201

佐藤　礼美 西尾・西尾中 445-0063 西尾市今川町土井堀1 0563-57-4108 0563-57-4109

松山　元希 蒲郡・形原中 443-0104 蒲郡市形原町佃20-1 0533-57-5185 0533-57-1147

村瀬　　悟 みよし・三好中 470-0224 みよし市三好町宮ノ越42 0561-32-1043 0561-33-1144

村松庄大朗 碧南・東中 447-0033 碧南市天神町3-88 0566-41-0994 0566-41-7285

稲生あゆみ 刈谷・雁が音中 448-0011 刈谷市築地町3-9-1 0566-24-1038 0566-25-4472

寺野　美紀 みよし・三好中 470-0224 みよし市三好町宮ノ越42 0561-32-1043 0561-33-1144

鈴木　尚美 岡崎・美川中 444-0006 岡崎市丸山町ハサマ4-1 0564-21-1898 0564-21-4688

地

区

選

出

専

門

班

地区庶務

会　計

常　任

研

究

部

常任講師

 愛知教育大学教授

令和３年度　三河教育研究会　技術･家庭部会　役員名簿

役　職

庶　務

大学TEL

0566-26-2111

0566-26-2111

大学住所　　

刈谷市井ヶ谷町広沢1

刈谷市井ヶ谷町広沢1

副部会長

部会長

 愛知教育大学特別教授
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地区名 氏　　名 学校名 郵便番号 学校所在地 学校TEL 学校FAX

豊　橋 望月　邦人 高師台中 441-8113 豊橋市西幸町浜池328 0532-46-4310 0532-44-1371

① 鈴木早都子 高師台中 441-8113 豊橋市西幸町浜池328 0532-46-4310 0532-44-1371

豊　川 関　　真志 一宮中 441-1231 豊川市一宮町上新切33-247 0533-93-2026 0533-93-2475

② 加藤　礼子 南部中 442-0884 豊川市光明町2-42 0533-86-4746 0533-89-5315

蒲　郡 松山　元希 形原中 443-0104 蒲郡市形原町佃20-1 0533-57-5185 0533-57-1147

③

新　城 後藤　靖智 千郷中 441-1341 新城市杉山字道目記24 0536-22-0362 0536-22-0364

④

田　原 渡會　知史 赤羽根中 441-3502 田原市赤羽根町出口107 0531-45-2057 0531-45-3838

⑤ 徳松　若菜 赤羽根中 441-3502 田原市赤羽根町出口107 0531-45-2057 0531-45-3838

北　設 佐々木裕直 東栄中 449-0214 北設楽郡東栄町本郷字宮平1-1 0536-76-0071 0536-76-0917

⑥

岡　崎 水越　裕介 翔南中 444-0827 岡崎市針崎町春咲1-2 0564-71-1122 0564-71-1188

⑦ 刈内　真紀 矢作中 444-0941 岡崎市暮戸町蓮代18 0564-31-3808 0564-31-3809

碧　南 村松庄大朗 東中 447-0033 碧南市天神町3-88 0566-41-0994 0566-41-7285

⑧ 竹内あかね 西端中 447-0016 碧南市神田町3-10 0566-48-0981 0566-41-7286

刈　谷 豊川　俊二 刈谷東中 448-0036 刈谷市山池町1-201 0566-21-0533 0566-25-4471

⑨ 稲生あゆみ 雁が音中 448-0011 刈谷市築地町3-9-1 0566-24-1038 0566-25-4472

豊　田 鈴木　秀基 井郷中 470-0372 豊田市井上町1-10-1 0565-45-8222 0565-46-0399

⑩ 関　　沙織 逢妻中 471-0044 豊田市新町1-46-5 0565-33-7881 0565-35-4159

安　城 西村　允孝 安城南中 446-0043 安城市城南町2-7-2 0566-75-3531 0566-75-3592

⑪ 尾崎　里美 東山中 446-0001 安城市里町東山1 0566-98-1531 0566-98-4686

西　尾 岩瀬　一将 福地中 445-0882 西尾市上道目記町上新田3 0563-56-2466 0563-56-3892

⑫ 藤濤　阿弥 鶴城中 445-0805 西尾市鶴城町上道天1-2 0563-56-2258 0563-56-2259

知　立 水野　将人 竜北中 472-0022 知立市山屋敷町東山2-2 0566-82-8131 0566-82-8132

⑬ 三浦あゆみ 知立南中 472-0017 知立市新林町本林20-1 0566-82-5155 0566-82-5154

高　浜 筧　　崚斗 高浜中 444-1332 高浜市湯山町7-1-1 0566-53-0279 0566-53-1957

⑭ 織田　　楓 南中 444-1322 高浜市二池町3-3-2 0566-52-4831 0566-52-4832

みよし 村瀬　　悟 三好中 470-0224 みよし市三好町宮ノ越42 0561-32-1043 0561-33-1144

⑮ 寺野　美紀 三好中 470-0224 みよし市三好町宮ノ越42 0561-32-1043 0561-33-1144

幸　田 清水　弘人 南部中 444-0124 額田郡幸田町深溝舟山5-5 0564-62-6811 0564-62-6990

⑯

令和３年度　三河教育研究会　技術・家庭部会　地区委員名簿（中学校）
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氏　　名 地区 勤　務　校 〒 学　　校　　所　　在　　地

近藤　文彦 岡崎 梅園小学校 444－0071 　岡崎市稲熊町4－68－1 0564－22－3566 22－3567

白井　博成 豊川 平尾小学校 442－0863 　豊川市平尾町上貝津2－5 0533－88－4711 87－6154

向井　義則 安城 安城東部小学校 446－0017   安城市大岡町前畑72－1 0566－76－2334 76－2478

芝田　陽子 安城 明和小学校 444－1213   安城市東端町明和66 0566－41－1244 41－1274

若月めぐみ 豊田 竜神中学校 473－0907 　豊田市竜神町竜神16－1 0565－28－6600 26－6186

滝本　純代 岡崎 附属岡崎小学校 444－0072 　岡崎市六供町八貫15 0564－21－2237 21－2937

杉山　里美 豊田 駒場小学校 473－0925   豊田市駒場町新生58 0565－57－2507 57－1327

堀井　雅代 蒲郡 蒲郡中学校 443－0052 　蒲郡市新井町13－18 0533－68－6166 67－8467

笠原　美保 西尾 津平小学校 444－0503 　西尾市吉良町津平大入1 0563－35－0056 35－0954

武田　雅美 豊橋 向山小学校 440－0861 　豊橋市向山西町5－1 0532－52－0396 57－1970

市川　玲 蒲郡 三谷東小学校 443－0021   蒲郡市三谷町南山1－7 0533－68－0722 67－8460

石川　操 高浜 高浜小学校 444－1325   高浜市青木町6－1－15 0566－53－0044 53－0104

嶋　璃歩 豊川 御津南部小学校 441－0311   豊川市御津町御馬加美15 0533－75－2003 75－2973

山田　永子 豊橋 牛川小学校 440－0016   豊橋市牛川町字中郷６番地の１0532－52－2616 57－1967

瀬野尾　香 新城 舟着小学校 441－1322 　新城市日吉字小袋13番地 0536－22－0252 22－4266

大岩紫乃 田原 衣笠小学校 441－3421   田原市田原町東栄厳70 0531－23－1818 22－3849

本郷　水紀 岡崎 梅園小学校 444－0071   岡崎市稲熊町4－68－1 0564－22－3566 22－3567

曽我　恵美 刈谷 小垣江東小 448－0813   刈谷市小垣江町白沢36 0566－24－2718 25－4482

浅田　梨花 安城 三河安城小学校 446-0051   安城市箕輪町昭和47番地 0566－71－3250 72－2776

増本　千尋 豊田 駒場小学校 473－0925 　豊田市駒場町新生５８ 0565－57－2507 57－1327

水野　和歌子 碧南 西端小学校 447－0074   碧南市上町3－1 0566－48－1542 41－4927

下野坊　由香里 西尾 一色東部小学校 444－0404   西尾市一色町野田堤外36 0563－72－8167 72－9277

石川　竜馬 知立 知立南小学校 472-0017   知立市新林町新林55-１ 0566－83－0616 83－0625

伊坪　美江子 幸田 豊坂小学校 444－0127 　額田郡幸田町野場鶏島550564－62－1048 62－1807

兼目　由紀 みよし 中部小学校 470－0224   みよし市三好町宮ノ越31 0561－32－1044 34－6121

庶務

(会計)

令和３年度　

学 校 電 話　　 Ｆ Ａ Ｘ

副部会長

常任委員

部会長

三教研小学校家庭科部会名簿

地区常任

地区委員
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１ はじめに 

私たちは今、情報社会の変革期の真っ只中にある。
人工知能やインターネットの発達などと共に、私た
ちの生活様式や社会は大きな変貌を遂げている。生
活を豊かにしている電化製品や自動車などには、AI
が組み込まれたことで、さらなる発展を遂げていく
ことが予想される。しかし、そのような製品は工場
のライン工程で機械的につくられているため、仕組
みを目にする機会がほとんどなく、「ブラックボック
ス化」されている。そのため、生徒たちは様々な製
品や機器を扱うことはできるものの、構造や仕組み
を意識したり、用いられている技術を適切に評価し
たりする機会は少ない。また、持続可能な社会の実
現を目指して、ガソリン自動車から電気自動車へシ
フトチェンジするなど、エネルギーを有効に活用す
る技術の構築が望まれている。そこで、エネルギー
変換を利用した製品の仕組みに視点を当て、製品を
適切に評価し、利用しようとする態度を育てたいと
考え、⼀昨年度から⻭車を使った動⼒伝達の仕組み
に注目して授業を構想してきた。使用する教材「TECH

未来 BASIC」は、エネルギー変換には欠かせない動
⼒伝達の機構について、体験的な活動を通して考え
ることができる。また、オリジナルの電気自動車を
容易に設計・製作することができ、評価や改善を繰
り返しながら個々の追究を深めることができる。製
品の構造だけでなく、環境面や安全性にも視点を当
てさせ、適切に製品を評価し、利用しようとする生
徒の育成を目指して実践を進めたいと考えた。 
２ 主題設定の理由 

本校の２年生は、教師や仲間から教えてもらった
アドバイスを素直に受け入れ、様々な視点から物事

を見ることができる生徒が多い。また、物事に対し 
て多くの疑問をもち、考えることができる。その反
面、単発的な意見が多く、根拠をもって説明したり、
具現化したりすることが難しい。今回の実践をする
にあたり、事前に行ったアンケートで「身近な製品
がどのような仕組みで動作しているか知っています
か」という質問に対して、「あまり知らない」、「全く
知らない」と答えた生徒が半数を占めていた。また、
「作業は得意か」という質問に対しては、苦手、自
信がないと答える生徒が多くいた（資料１）。製品の
内部構造が「ブラックボックス化」されているため、
普段何気なく使っている製品への関心が低いのであ
ろう。そのような生徒たちに、実際に動⼒を用いた
製作物を作ることで、動⼒伝達の仕組みを体験的に
学び、設計・製作・評価・改善といったものづくり
の思考を身に付ける中で、自信をもって作業ができ
るようになってほしいと考えた。 

本校の１年生は、総合の時間で SDGｓについて学
習を行った。SDGｓの取り組み内容や、自分たちがで
きることを考えた。食事は、私たちの生活に欠かせ
ない行為である。しかし、貧困な国や発展途上の国
など食に困っている国があることを知り、自分たち
が作るときや食べるとき無駄を省くことが大切であ
ると考えることができた。また、学校区内の海にご

よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け、 

自ら工夫し創造する生徒の育成 

—大塚町に適応した電気自動車の開発「SDGｓを意識した未来 CAR」の実践を通して— 

蒲郡市教育研究部 

蒲郡市立大塚中学校 黒柳 優太 

 
資料１ 「事前のアンケート結果」 
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みが流れ着くこともあり、環境的な側面にも触れる
ことができた。２年生では、職業講演会で実際に企
業の方を招き SDGｓが深く密接していることを学習
した。そこで、技術分野では⼀人⼀人を企業と見立
てて SDGｓの課題を意識した未来 CAR を製作する中
で環境と社会との関わりに迫りたいと考えた。 

そして、「TECH 未来 BASIC」を用いて電気自動車を
製作する中で、エネルギー変換と化石燃料などにつ
いて触れ、SDGｓの考え方を通して個々の課題につい
て考える。なお、動⼒伝達の仕組みについて興味を
高めるため、身近な機器の分解や製作した電気自動
車を評価する視点を絞り、単元を進めていく。具体
的には、坂道があり、ミカン農家が多い大塚町の地
域特性について考えることで、住⺠の抱える問題の
解決や町の利便性の向上など課題を解決する⼒を身
に付けていく。地域特性から問題を見いだし、SDGｓ
の課題を意識した電気自動車の製作を通し、よりよ
い生活に向けて考えて動くことのよさや社会との関
わりを実感してほしいと願う。 
３ 研究の内容 

(1) 目指す生徒像 

本研究におけるめざす生徒像とは、以下のような
生徒である。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

(2) 研究の仮説 
① 実際に身近な電気機器を分解したり、組み立て・
分解の容易なパーツで構成される「TECH 未来 BASIC」
を教具として使用したりすることで、動⼒伝達の仕
組みやものづくりに対する興味をもつことができ、
主体的に課題を追究できるだろう。 

② 単元構想を工夫したり、SDGｓの視点を取り入れ
た電気自動車の製作をしたりすることで、環境と社
会の関わりやものづくりの思考を深め、学びを普段
の生活に広げることができるだろう。 

(3) 研究の手だて 
①－ア 身近な機器の分解 

<検証方法：活動の様子、振り返りから> 

単元の導入として、扇風機や自転車、缶切り、ア
ナログ時計、鉛筆削りを用意して、実際に生徒たち
に分解させる。普段何気なく使っている「ブラック
ボックス化」されている機器を分解することで、ど
のような仕組みで動いているのか、またその⼀部と
して⻭車が多くの機器に使用されていることを体験
的に認識できるであろう。身近な機器の分解で構造
を視覚化することで、動⼒伝達の仕組み、特に⻭車
に対して関心をもち、意欲的に課題解決に取り組む
ことができるだろう。 

②－ア 問題解決的な単元構想 

<検証方法：活動の様子、振り返りから> 

生徒が自ら学びを追究していくために、問題解決
的な単元を構想していく。単元前半で⻭車の基礎基
本の知識を学習し、それを生かして単元後半で電気
自動車を製作して、課題の解決を目指すようにする。
そして、全体の流れを「出会う」「向き合う」「ひた
る」「つなげる」として学びがつながるように意識し
て構想する。「出会う」では、今まで気づかなかった
り、既習の考えとのずれを意識したりすることで、
生徒たちは学習課題をとらえ、意欲をもって追究の
時間に進むことができるだろう。「向き合う」では、
追究に必要な基礎的な考えや技能を習得したり、
個々に追究をすすめたりすることで、個の思いや考
えなどを構築することができるだろう。「ひたる」で

【このような生徒たちを】 
・多くの疑問をもち、生活を振り返り、自分の目

標に向け努⼒できる生徒 
・目標達成を終着点と考え、現状よりも少しの成

⻑で満⾜する生徒 
・普段当たり前に使っているものの仕組みを知

らない生徒 

【このような生徒たちに】 
・体験的・実践的な学習を通して、主体的に課題

を追究し、環境と社会の関わりやものづくり
の思考を深めるとともに、学びを生活に広げ
られる生徒 

・目標達成を終着点とせず、よりよい生活・製品
づくりにするため、問い直しを続けることの
できる生徒 
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は、仲間と⼀緒に追究したり、個の考えを再構築し
たりすることで、自分の思いや考えなどをさらに深
めることができるだろう。「つなげる」では、自分の
追究を振り返ることで、これからの自分の学び方に
いかそうとすることができるだろう。また、各単元
で課題をそれぞれ設定することで、環境と社会の関
わりやものづくりの見方・考え方を深め、学びを生
活に広げられるようになるだろう。 

②－イ 問い直し場面の設定 

<検証方法：活動の様子、振り返りから> 

 課題である電気自動車製作の際、進行状況や困り
感などを共有する時間を設定する。それぞれ課題が
違う仲間同士での話し合いを行うことで、多くの視
点から情報を得ることができるだろう。また、自分
が製作した電気自動車について説明を行うことで、
構造上の工夫や動⼒伝達の仕組みについてより深い
理解につながるだろう。 

 教師からの資料提示として、昔の自動車と現在の
自動車の写真を見せ、比較させる。自動車産業の発
展について考えることで、SDGｓに関連した安全面、
経済面、環境面などについて考え、製作に生かすこ
とができるだろう。また、振り返りの場面でも SDG

ｓに視点を向け、製作した電気自動車を評価するこ
とができるだろう。 

②－ウ タブレットを用いた分析表の活用 

<検証方法：活動の様子、振り返りから> 

電気自動車製作の際、タブレットを用いた分析表
を活用する。紙媒体ではなく、コンピュータ上に記
録を累積していくことで、記録の上書きや変更が容
易にできるだろう。また、写真や動画も製作ごとに
残すことができると考えた。試作した電気自動車を
データ化することで、電気自動車の問題点や次の製
作への改善点が明確になるだろう。タブレットを活
用し製作した電気自動車の分析結果を記録していく
ことで、前時までの製作物の写真や動画を見返した
り、改善点をすぐに振り返ったりすることができ、
問い直しが容易にできるようになるだろう。また、
分析・改善・改良といったサイクルの中で製作して

いくことで、ものづくりの思考を深めることができ
るだろうと考えた。 
４ 実践と考察 

(1) 抽出生徒の設定 

抽出生徒 A は、１年時に行った木材加工に関する
分野では、けがきやのこぎりびき、くぎ打ちなど基
本的な作業をていねいに行う姿があった。しかし、
失敗を恐れ、慎重になりすぎる⼀面があった。グル
ープ学習では、仲間から指示された作業を手伝う姿
があったが、自分⼀人ではなく共同で作業をするた
め仲間に頼りすぎてしまう部分もあった。また、本
棚を製作した際には、作業に時間がかかってしまい、
当初自分が構想していたものから少し簡単なものに
構想を変更する形となった。また、単元開始前のア
ンケート調査では身近な機器の動⼒の仕組みを「考
えたことがない」、「ものづくりは好きだが作業に自
信がない」と回答した。 

本単元を通して、体験的・実践的に動⼒伝達の仕
組みを学習し、主体的に課題を追究するとともに、
ものづくりの思考を深め、学びを生活に広げる姿を
期待したい。 

(2) 単元構想 

「大塚町に適応した電気自動車の開発 SDGｓを意
識した未来 CAR」というメインの課題提示に向け、
「電気自動車ってどのような自動車だろう？」や
「SDGｓと自動車作りってどのような関わりがある
のだろう？」、「大塚町ってどんな町？」など多くの
視点を与え、調べ学習や製作計画を進めていく。ま
た、電気自動車の製作は、個人で課題を設定して進
めていき、製作ごとにワークシートに記録（重さ・
重心・⻭車の数・回転比など）していく。記録のポ
イントを指定することで、製作時に注目する部分を
視覚化する。また、⻭車に関するポイントを入れる
ことで自動車の構造の部分だけでなく⻭車の組み合
わせを意識した製作ができるようにする。ある程度、
製作が進んだ段階で、それぞれの電気自動車を紹介
し合い、なぜそのような設計・構造にしたのか話し
合うことで、それぞれで設定した課題を解決する最
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適な電気自動車の考えを深めていく。実際に、大塚
町内にある坂道（傾斜 15 度）を再現し、走らせるこ
とでトルク、軽さなどを考える課題を与える。そこ
からは、個人で課題解決に向けて製作を進めていく。
生徒が導き出した課題に対する解決策を大切にしな
がら、問題解決に向けて追究していく。 

(3) 授業実践 

① 「歯車ってすごいな！」 

(手立て①―ア、②－アの検証） 

⻭車との出会いとして身近な機器の分解をした。
あらかじめ扇風機や自転車、缶切り、アナログ時計、
鉛筆削りを教室に用意し置いておいた。生徒たちは、
教室に入ってくると「今から何するの？」や「何か
つくるの？」、「実験するの？」と反応を示した。そ
こで、「５つの機器に共通している部分は」と投げか
けてみた。生徒たちは、「全部プラスチックでできて
いる」や「木ではできていない」など見た目から分

かることを挙げた。生徒から「先生、分解してみて
もいいですか」と質問があった。そこで、ドライバ
を用意して「好きなように分解していいよ」と言う
とすぐに生徒たちは用意した機器の周りに集まり分
解を始めた（資料２）。⼀つずつねじを外していき、
中身が見えて
くると、「扇風
機の中身なん
て 初 め て 見
た」や「時計っ
てすごく細か
い部品で出来
ているんだ」
など食い入るように分解する姿が見られた。鉛筆削
りの分解をしていた生徒が「鉛筆削りの中身に⻭車
があった」とつぶやいた。すると、その言葉を聞い
た別の生徒が「扇風機の中身にも⻭車があるぞ」と
⻭車の存在に気づいた。「分かった。すべての機器の
共通部分は⻭車が使われていることだ」という生徒
の言葉を受けて、分解した５つの機器の中身を確認
し、共通部分は⻭車が使われていることと全体で確
認をした。生徒 A は、他の生徒が分解するところを
見ているだけだったが、周囲の仲間からの声かけに
より⻭車の存在を確認することができた。また、実
物を用意できなかったカプセルトイやエスカレータ
などの中身にも⻭車が使われていることをテレビに
映し、身近な機器の中身には、⻭車が多く使われて
いることを確認した。 

共通部分に気づいた生徒たちに、「⻭車の役割って
なんだろう」と問いかけた。すると、生徒 A は「回
転する」と予想した。しかし、具体的に⻭車の役割
は知らなかった。生徒 A は振り返りで「分解しない
と中が見れないから、鉛筆削りや時計などに⻭車が
組み込まれていると知り、すごく驚きました。⻭車

 
資料２ 「機器を分解する生徒」 

 
資料３ 「生徒Ａの振り返り①」 
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が使われている物が多く、⻭車ってすごいなと思い
ました。⻭車が使われているものをもっと自分で見
つけたいです。」と記入した（資料３）。 

このことから生徒 A は、⻭車に興味が湧き、エネ
ルギーを変換する技術に関心をもち始めていること
が分かる。また、学校での学びを自身の生活に結び
つけようとしていることが分かる。 
② 「僕は、ミカン畑と坂道が多い大塚町のために

荷物がたくさん運べる電気自動車を開発します」 

(手立て②－アの検証) 

電気自動車を製作するにあたり、個々の課題を明
確にするために SDGｓや大塚町の特色について生
徒と確認した。SDGｓと自動車作りってどのような
関わりがあるのだろうという調べ学習では、CO₂を排
出しないことや安心して生活ができるよう安全性を
高めた自動車の開発が必要だと、環境面と自分たち
の生活に考えを広げることができた。生徒 A は、
「SDGｓは電気自動車とも関係があり、CO₂排出の削
減や自然災害で被害にあった人々に車から電気を
供給することができ、環境面や人々の健康を支えら
れる」（資料４）と考えた。マインドマップを用い

た大塚町の特色を考える場面では、「道がせまい」
「国道に面している」「畑が多い」など様々な視点

から大塚町を見つめることができた（資料５）。生
徒 A は、自分が考えたマインドマップから「畑が多
い」に注目し、電気自動車の製作をすることに決め
た。畑で収穫した農作物や畑で使う農具などが運べ
るよう荷物をたくさん乗せられる電気自動車を構想
した。また、SDGｓの課題として「７エネルギーをみ
んなに、そしてクリーンに」という項目から、製造
時に排出される CO₂を考え、部品数を少なくして極
⼒軽くなる構造で製作した。生徒 A の製作計画（資
料６）から、大塚町の特色をつかみ、ニーズに合っ

た電気自動車の構想をしていることがわかり、環境
と社会との関わりについても意識して製作に取り組
もうという思いが感じられた。 
③ 「課題が解決できた」 

(手立て②－ア、②－イ、②－ウの検証) 

自分が目標とする電気自動車を明確にしたうえ
で、大塚町に必要な電気自動車の製作に取り掛かっ
た。生徒 A は、まず荷物がたくさん乗せられるよう
動⼒部分と荷台部分を分けて製作しようとした。形
になるまではスムーズに製作することができた。し
かし、走行させてみると斜めに進んでしまった（資
料７）。毎時間の評価として、６つの視点（ニーズ、
コスト、デザイン、安全性、スピード、トルク）を
あたえ、分析表をつけた。そこには、斜めに進んで
しまった理由として「⻭車のかみ合わせや、構造の
ゆがみが原因ではないか」と、自分なりに原因を考
えた。次の製作では、前回の課題を踏まえて軸の角

 
資料４ 「生徒Ａの振り返り②」 

 
資料５ 「生徒Ａのマインドマップ」 

 
資料６ 「生徒Ａの製作計画」 
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度や左右のバランスの調整を行った。実際に荷物（さ
いころ）を乗せて走行させてみると、直進性は改善
されていたが荷物の重みに動⼒が耐えられず途中で
止まってしまった。前時までの学習プリントを見返
し、⼒が出るギアの組み合わせを確認した。多くの
荷物を運ぶためには４WD のギアが最適ではないか
と考え、動⼒部分の改善にあたった（資料８）。課題
の解決に向け、何度も作り直す姿があった（資料９）。
製作を終え、生徒 A は「自分が課題で考えた、荷物
をたくさん運ぶことについては荷台をつけ課題を解

決できたと思う。し
かし、⼒を重視した
⻭車の組み合わせに
した分スピードが出
な く な っ て し ま っ
た。SDGｓの課題でも
ある部品数のことを考えると、スピードと⼒強さの
両方を取り入れた電気自動車を製作するのは難しい
と思った。」（資料 10）と自分なりに製作を振り返っ
た。個人追究から、大塚町に必要な、荷物をたくさ

ん運ぶという視点から、車のデザインを工夫し荷台
をつけたり、新たな問題を見いだしたりしているこ
とが分かる。また、部品数を減らして CO₂を削減しよ
うとする視点（環境面の視点）を持ち続けているこ
とから、資源やコストを減らすことにつなげようと
していることが分かる。製作を通して、課題追究の
ために主体的にものづくりに取り組み、環境と社会
のつながりを考えて製作できたことが分かる。 
④ 「製造や廃棄時にも環境を守る工夫が必要」 

 (手立て①―ア、②－ア、②－ウの検証) 

製作したペアごとに電気自動車の発表をし、未来

の自動車産業について話し合った。生徒 A はペア
の代表者として、実際に製作した電気自動車や分析

  
資料７ 生徒Ａの電気自動車① 

  
資料８ 生徒Ａの電気自動車② 

 
資料９ 試行錯誤する生徒Ａ 

 
資料 10 「生徒Ａの振り返り③」 

 

 

資料 11 生徒Ａの分析表（上 1 回目・下最終） 
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表を見せながら自分たちの考えを説明した（資料
11）。資料 11 から、ただ荷台をつけただけでなく、
荷物を運ぶ馬⼒が出るように、トルクを工夫すると
ともに、坂道を考えて重心を後ろに工夫しているこ
とが分かる。また、新たな課題を解決するために、
最適なギア比を見つけ出そうとしていることが分か
る（資料 12）。 

課題解決のために６つの視点について考え、タブ

レットに累積された分析のデータや写真を活用し、
何度も製作を繰り返した。製作を繰り返す中で、問
題点を改善し、また分析を行うといった、ものづく
りに対する PDCA サイクルの思考も深まったことが
分かった。自分の発表が終わると、他のペアの発表
を真剣に聞き、工夫点などをメモする様子が見られ
た。環境と社会の関わりについての発表では、製作
するにあたってあらかじめたてた SDGｓに関する目
標に対し、「SDGｓの課題に対して意識したことは、
部品数を少なくしたことです」と話した。その理由
として、電気自動車の組み立ての時だけでなく、部
品の製造時や自動車の廃棄時に多くの二酸化炭素が
排出されることで環境に影響を与えると考えた。生
徒 A は、実際の授業で行ったことだけでなく、それ
までの過程にも目を向けることができた。目の前に
ある情報だけでなく、様々な視点から自分なりの答
えを導いたことがわかった。全体の話し合いの最後
に、未来の自動車産業について話し合った。生徒Ａ
は、これまでの製作を振り返り、他の人の意見を聞
いた。世界が、すでにガソリン車の廃止に動き出し
ていることを知ったときには、驚いた表情をしてい
た。そして、多くの生徒が「社会と環境との関わり
を考えたことで電気自動車の重要性が分かった」や
「日本の電気自動車の普及は自分たちにとっても

関係のあることだから考えていきたい」と振り返り
に書いていた。生徒Ａの振り返り「課題を見つけ、

改善して最適なものを作っていくのは難しかった」
（資料 13）から、よりよい社会の実現に向けて、地
域や SDGｓの視点をもって、自作電気自動車の製作
を行ったことが分かる。さらに、製作の中から生ま
れた問題を解決するために追究を続け、自分なりに
最適な答えを出すことができたことが分かった。ま
た、「今、電気自動車は誰かが作ってくれるものだけ
ど、SDGｓの課題には生活の中でほかに自分たちに
もできることがあるのではないか」から、電気自動
車の製作が、社会と環境との関わりについて考える
きっかけになり、学びを生活に広げることができた
ことがわかった。 
５ 研究の成果と課題 

手だて①―ア 身近な機器の分解 

資料３にあるように、生徒 A の振り返りには⻭車
について知りたいという思いが書かれていた。生徒
たちにとって身近な機器を分解して、普段目にしな
い動⼒部分を実際に見たことが、⻭車への関心や以
後の課題に対して意欲的に取り組めたことにつな
がったと言える。また、何人もの生徒が機器の中身
を初めて見た、驚きや発見が振り返りに書かれてい
た。中には、ミシンやエレベータなど⻭車の役割を
予測し、ブラックボックス化された機器について生
活に視野を広げて考えていた生徒もいた。 

手だて②－ア 問題解決的な単元構想  

単元を貫く課題を軸に、大塚町に必要な電気自動
車の製作をしたことで、生徒たちは課題の解決を図
るために、電気自動車の分析・改善・改良を繰り返
し行い、ものづくりの思考を深めることができた。
また、安全性や SDGｓなどの視点を与えたことで、
実際の車との比較や環境と社会の関わりについて
考えることができ、学びを生活に広げることができ

 
資料 13 「生徒Ａの振り返り④」 

 1 回目 2 回目 3 回目 
4 回目 

（最終） 

ギア比 1：2.25 1：4.5 1：６ 1：９ 

資料 12 生徒Ａの製作した電気自動車のギア比

の変化 
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たと感じる。このことは、生徒Ａが製作した電気自
動車の変化やワークシートからも読み取ることが
できる。 

手だて②―イ 問い直し場面の設定 

問い直しの場面として、仲間同士で進行状況や困
り感などを共有する時間を設けたことで、新たな発
見や製作に向かう意欲を高めることができた。また、
単元最後の発表では、「なぜ４WD にしたのか」「安全
性を高めるためには」と動⼒伝達の仕組みや構造上
の工夫など根拠をもって話すことができた。 

昔と現在の自動車を比較し、自動車産業の発展に
ついて考えたことで、実際の自動車の工夫を製作に
つなげることができた。また、部品数が少なく軽か
った昔の自動車に比べ、より快適さや安全性を高め
るために、部品数を増やした車が製作されたことも
学ぶことができた。さらには、排気ガスを削減する
ために開発の進む電気自動車や水素自動車などを提
示し、環境面についても考えることができた。資料
10 にもあるように SDGｓの課題を意識して、製作を
続けることができたと考えられる。 

手だて②－ウ タブレットを用いた分析表の活用 

資料 11 にあるように、生徒Ａは製作した電気自
動車を分析することで課題を見つけ、次回への見通
しをもつことができた。また、写真や動画を活用し、
前時の製作を振り返って行う姿も見られた。分析表
を使ったことで分析・改善・改良といったものづく
りのサイクルを必然的に実行することができた。今
回はタブレットを製作後の記録用として活用した
が、製作物の設計や計画の段階で活用することで、
製作に対する問い直しの機会を増やすことができる
と考える。また、今年度タブレットに蓄積されたデ
ータが来年度の実践にいきると考える。 

生徒たちの生活に密着した教材・授業計画。また、
個の追究がより深まる課題の提示について考え、こ
れからも授業研究に取り組んでいきたい。 

 

 

 

教具名 TECH 未来 BASIC 

単元名 大塚町に適応した電気自動車の開発
「SDGｓを意識した未来 CAR」 

（７/10 時間） 

（1）教具のねらい 

 「TECH 未来 BASIC」は、工具を必要とせず、⻭
車のかみ合わせやワンタッチで接合・分解ができ、
比較的短時間で何度も改善・改良ができることと、
様々なパーツを組み合わすことができ、生徒の自
由な発想を実現することが可能だと考えた。また、
やり直しが容易なことから、考えや思いに対して
不安や心配を抱える生徒でも、自信をもって何度
も製作にチャレンジするきっかけとなってほし
い。 

（2）掲示の工夫 

 購入した⼀人分のセットの部品数では、製作す
る電気自動車の構造や⻭車の組み合わせが限られ
てしまう。製作の条件として「使用できる電池は
２つ」の⼀つだけとして、広い視点で工夫ができ
るよう学年分のセットを集め、それぞれの部品を
自由に使用できるよう提示した。 

（3）考察 

単元の始めた頃には、自分のアイデアが心配で
実行に移せなかった生徒でも、自信をもって製作
に取り組むことができた。また、組み立て、分解
が容易という「TECH 未来 BASIC」の特徴を生かし、
課題の追究に何度も挑戦する姿も見られた。製作
を繰り返す中で、ものづくりの PDCA サイクルにも
ふれるきっかけとなった。 

各パーツの使用数を制限なく使用したことで、
課題解決に向け、工夫するポイントを広げること
ができた。「TECH 未来 BASIC」を使用したことで、
体験的に⻭車について学習し、自らの課題に向き
合うことができたといえる。 

 

 
TECH 未来 BASIC の使用風景 

 
TECH 未来 BASIC(一人分のセット) 
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自ら工夫し創造する生徒の育成」 

‐ミニトマトの栽培を通して‐ 

　　　　　　　　　　　　　　　豊橋市中学校技術・家庭科研究部 

「よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け， 

１ はじめに 

 令和３年度より全面実施となった学習指導要領で

は，技術・家庭科の目標とする資質・能力について

「実践的・体験的な活動を通して，よりよい生活の

実現や持続可能な社会の構築に向け，課題を解決す

る力や生活や技術を工夫し創造しようとする態度を

育成すること」と示されている。 

また，「B 生物育成の技術」では，生物育成の技術

による問題の解決や，適切な評価をするにとどまらず，

その後の適切な選択と管理・運用，新たな発想に基づ

く改良と応用について考えることの内容が加わった。 

これらのことから，「B 生物育成の技術」の授業に

おいて，目的をもって作物を育て，評価し，さらによ

りよい作物をつくりたいという意欲を持ち続けるこ

とのできる生徒を育くみたいと考えた。 

 

２ 研究のねらい 

(1)  めざす生徒の姿 

研究対象は中学２年生である。研究校の周辺は東

三河最大の農作地域であり，電照菊，メロンをはじ

めとする施設栽培やキャベツの露地栽培が盛んに行

われ，農家を営む家庭もあり生活と農業が身近な関

係にある。１年生のときに総合的な学習の時間で地

域の農家を訪ね，仕事の内容や大変さについて触れ

ていることもあり，農作物に対して関心をもってい

る生徒が多い。理科の時間では，植物が光合成をし

て生長することを知り，植物の生長には二酸化炭素，

酸素，日光が必要であることを学んで理解している。

生徒は作物の栽培において水やりと日当たりが大切

であることは既存の知識として身についている。 

そこで，農作物に対して関心意欲のある生徒のめ

ざす姿を以下のように設定した。 

・目的意識をもって作物づくりを行うことで，その

目的にあった栽培方法を調べたり，問題が起きた

時の解決方法を探ったりすることができる生徒。 

・収穫したものの評価をし，安全性や経済面につい

ての考えを取り入れながら栽培計画を振り返り，

今後もよりよい作物を育てていきたいという意欲

をもつことができる生徒。 

 

(2)研究の仮説 

グループで作物の栽培を行い，他者との対話に重

点を置いて授業を展開していくことで 適切な管理

の選択や，問題が起きた時のよりよい解決方法を考

えることができるであろう。そして収穫後に，行っ

てきた栽培方法が安全性，経済面の視点では正しか

ったかどうか（問い直し）と考えたときに，さらに

栽培方法についての考え方が深まるであろう。 

 

(3)研究の手だて 

手だて① 豊橋の名産であるミニトマトの栽培を

することで，比較しやすいことや，葉物栽培よりも

数や糖度，見た目など視覚的にわかりやすいこと

で，生徒の栽培意欲を高めたり，どんなトマトを育

てたいかという目的が立てやすくしたりする。 

手だて② 生育途中でも自分たちの管理が適切で

あるか，振り返る場面を設ける。観察や記録をもと

に自分たちの行った管理がよいものであったかど

うかを問い直したり，教師からの問いかけを考えた

りして，よりよい管理について考えを構築できるよ

う導く。 

手だて③ ワークシートを工夫し，単に栽培するだ

けではなく，経済面や安全面について考えることが

できるようにする。 
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３ 研究の内容 

(1) 単元名 自分たちのトマミちゃん栽培～最適な栽培方法を導きだそう～ 

(2) 単元目標 

・生物育成の基礎的な管理や栽培方法を理解して，ミニトマトの栽培ができる。   

・生育における問題や課題を見つけ，学んだ知識をいかしてよりよい生育の工夫を見つることができる。     
・すすんで生物育成の技術と関わり，適切にその技術を実践にいかそうとする。 

(3) 単元構想 
豊橋ではどんな農業をしているのかな① 

・豊橋や東三河は全国的に見ても農業でがんばっているんだね  ・名産品を作り出しているんだね 
・豊川用水のおかげで農業がさかんになったね   ・自分たちで何か栽培はできないかな 

ミニトマトを栽培してみたいな② 

・定植作業はできたね   ・このあとどうやって手入れをするのかな 
ミニトマトの管理について知りたいな③ 

・どんなトマミちゃんにするか目標が決まったよ ・わき芽の区別がわかったよ 
  ・摘芽と誘引の繰り返しでいいのかな  ・わき芽を伸ばしてここからも収穫したらどうだろう 

・悪くなった葉をとったけど，何枚とっていいのかな。このあと元気に育つかな 
ミニトマトのいろいろな栽培方法について調べたいな④ 

・トマミちゃんの好きな環境がわかったよ ・葉かきの方法を知ったよ ・水やりの目安がわかったよ 
・誘引にもいくつか方法があるね ・実を多くつける肥料がわかったよ 

・調べたことをみんなで共有したいな 
調べた栽培方法を生かして，班で協力して育てるぞ⑤ 

・手入れが楽な方法がいいね  ・害虫や病気の予防に薬品を使っても安全に食べられるかな 
・収穫量を増やしたいからわき芽を育ててみよう  ・日当たりのいいところに鉢を置こう 

自分たちの考えをもとに生育したけど，これでいいのかな⑥～⑩ 

・ここまでで他の班との違いがある気がするよ ・自分たちの班はうまく栽培できているかな 
  【計画の実践】・枯れた葉や病害虫に被害にあった葉をしっかり取り除こう 
         ・安心して食べられる虫の駆除剤を使いたいな ・安全な酢を害虫予防に使おう 
  【実践の評価・分析】・鉢の置き場所を変えたら大きく育ったように感じるよ 

   ・１回の葉をとるのは５～６枚だけど，たくさん取った班のほうが葉がきれいに育っているよ 
【課題や問題の改善】・梅雨明け後日当たりのいい場所に移したほうがよかったね 

   ・おいしい班と酸っぱい班があるけど，味の違いはなんで生じるのかな 
  【目標の設定と計画】・収穫量を増やしたいから，わき芽を育ててみようよ 

・これから雨が続くようだから雨除けをしよう ・土のためにも肥料は有機質配合のものを使おう 
・ハモグリバエの被害がまだあるから，密集しないように鉢を離してみよう 

【計画の実践】・天候にあわせて鉢の置き場所を変えよう  
・支柱より伸びてきたから誘引方法を変えよう・甘くしたいから水やりをひかえてみよう 
・いろいろ考えて実践したけど，最も良い管理の方法はどれだろう 

よりよい栽培方法・計画について考えたいな⑪本時⑫ 

【実践の評価・分析】・定植から収穫まで先を見通して手入れできていたのかな 
【課題や問題の改善】・農薬や殺虫剤も種類を選べば安心・安全と両立できるね 

       ・目標に応じた手入について，自分たちなりにまとめることができたよ 
  自分たちの栽培が安全面、経済面での視点で正しかったかを考えてみよう⑬ 

・経済面まで考えて育てていなかったな。商売する視点でのミニトマト栽培を知りたいな 
・農家の人たちと同じ栽培方法はできないから，この学校でできる最高のミニトマトを作ってみたい 
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(4) 公開授業について 

①本時の目標 
 ・これまでのミニトマトの生育経験や調べた知識をもとに根拠となるものを具体的に挙げて適切な生育を

考えることができたか。                         （思考・判断・表現） 
②本時の展開 
時間 学 習 の 流 れ                  ●支援  ★評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・これまでいろいろな問題があったね 
・どうしたらトマミちゃんをもっと元気に栽培できたのだろう 
・トマミちゃんの好きな生育環境になっていたのかな 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・問題に対しての対処法を考えることができたよ 
・問題の前や後にきちんと管理をするのが大切だね 
・他の班の考えを聞いてみたいな 

ト マミ ちゃ んの生育でどんなこ と があっ たかな 

・ なかなか毎日様子を 見れなく てし っ かり 手入れができ なかっ た 

・ ７ 月は雨が多く て日照時間が少なかっ た 

・ 定植し てすぐ にハモグリ バエの被害が始まっ た 

・ はじ めは雨も あっ て， 日当たり のいい場所に置けなかっ た 

・ やさ お酢を かけたけど， 害虫の被害を抑えら れなかっ た 

・ 甘いト マト にし たかっ たけど， 自分たちの班はすっ ぱかっ た 

・ 日当たり はよく ないけど， 甘いト マト ができ た 

・ 毎日様子を みたから 他の班と 比べてう まく 育っ たと 思う  

わたしたちにできる最適な容器栽培の方法を考えよう 

より よい管理について話し 合えたぞ（ 振り 返り ）  

●生育過程に応じ

てどのよう な工

夫や管理を する

と よ いか考えや

すいよ う に生育

段階の図と 栽培

に関するキーワ

ード を 各班に配

付する。  

【 班ごと の考え】  

・ 有機肥料にし て微生物も 元気にし よ う  

・ 梅雨明けに鉢を 移動し て大き く 育っ たね 

・ 下葉は８ 月の日よけになっ たかも し れない 

・ 収穫量を 増やし たいから ２ 本立てにし よう  

・ ２ ・ ３ 回は害虫対策を し たほう がいいね 

・ 梅雨明けは猛暑だから 半日陰でも 十分育つと

★よ り よ い栽培方法について， 再

確認し たこ と や， 新たに気づい

たこ と を ま と める こ と ができ た

か。（ 発言・ ワーク シート ）  

【 気象的要因】  

・ 雨除けは大切だね 

・ ８ 月は高温障害に気

を つけたいから 半日

陰でも いいかも ね 

【 生物的要因】  

・ 害虫には殺虫剤を

使おう  

・ 害虫対策と 安心・ 安

全を 両立し たい 

【 生育管理】  

・ 水やり は毎日し よ

う  

・ 悪く な っ た葉を し

っ かり と ろ う  

・ 追肥のタ イ ミ ン グ

を 葉の様子で 決め

よう か 

・ 大き く な る のが早

いから 誘引が大切

だね 
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４ 研究のまとめ 

(1)研究の成果 

公開授業では，図１のような大きな計画表をつか

って，自分たちの班の今までの栽培方法を振り返る

ことからはじまった。生徒は付箋やシールを貼りな

がら，「この時に酢をかけて防虫すればよかったね。」

「鉢を違う場所に変えればよかった」など反省をす

ることができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 栽培計画表】 

授業の後半では，各班での話し合いの内容を全体

に伝えあった（図２）。多くの班が害虫を気にしてい

て，「殺虫剤をもっと使うべきだった」という意見に

対し，「安全なトマトをつくりたいから，その方法は

いいのか」と，問い直される場面がみられた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２ 発表した内容の板書】 

公開授業の後では，

安全面や経済面のこ

とを考えながら，栽

培方法を考えること

ができた（図３，４，

５）。 

【図３ ワークシート】           

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４ 生徒のワークシート】 

 

 

 

 

 

 

【図５ 生徒のワークシート】 

今回の研究を通して，生徒は豊橋の名産であるミ

ニトマトの育成に挑戦し，グループでそれぞれの目

的をたて，意欲的に栽培をすることができた。グル

ープで作物の栽培を行うことで，他者の意見を聞き

ながら自分の意見と比較して，栽培方法を選択する

ことができた。また，ワークシートにこのミニトマ

トの栽培に使った費用を示すことで経済面や安全面

の視点をもち，新たな考えをうみだすこともできた。 

(2)今後の課題 

研究の成果で述べたように，生徒は栽培方法を振

り返り，自分たちの栽培方法について考え直したが，

それが本当に正しい方法なのかの検証はできず，説

得力に欠けるものとなった。 

図６の２つの班の振り返りを見ると，どちらも甘

いトマトをめざしているが，水やりが少なくて良い

と考えた班と，水を多く上げたほうがよいと考えて

いる班があることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

【図６ 生徒のワークシート】 
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また，他の班では，摘芽を見つけ次第とった方が

よいと考える班とあまり摘芽をしすぎない方がよい

と考える班があった（図７）。ただ，この二つの班は

めざすトマトが「皮がやわらかく，安全で甘いトマ

ト」「値段が安く，見た目がきれいで無農薬で安心で

きるトマト」と目的が違ってくるため，もしかした

ら，この考えが最適かもしれないが，実証はできて

いない。 

 

 

 

 

 

 

 

これらのことから，生物育成に関する技術におい

て，問題解決的な学習を行う際に，生徒に根拠のあ

る基礎知識が最も必要であることがわかった。 

５ 研究の現在 

本研究の課題を生かし，今年度から２つの大きな

手だてを加えた。 

・どんなミニトマトをつくりたいかという目的を統

一し，班同士で比較できることで，振り返る際に

学校全体で根拠のある結果をもとに，意見の交換

ができるであろう。 

・調べ学習をしたうえで，実際の農家の方の話を聞

く機会を設定することで確かな知識として定着す

るであろう。 

この手だてで注意しなければいけない点が，実際

の農家の方から聞いた助言が最適解になってしまう

と，生徒自身が考える問題解決学習の流れが崩れて

しまうことである。そこで，この学校でつくること

のできるよりよいミニトマトをつくり続けることを

目的に栽培を行う。この目標を掲げることで，ミニ

トマトがプロの方たちがつくるものではなく，昨年

の先輩方よりもよりよいものをつくろうという意識

が芽生えるであろう。農家の方からいただいた助言

がすべてではなく，このアドバイスの中で自分たち

の学校で生かせることは何だろうという視点に変わ

ると考える。 

これらの手だてを取り入れた単元構想（資料１）

を考え，現在授業を行っている。単元の導入として，

豊橋のブランドである「あまえぎみ」の試食から始

まった。生徒は，この甘さに感動し，この学校でで

きる甘いミニトマトをつくりたいという思いになっ

た。今年度は，どの班も「甘いミニトマトをつくる」

という共通の目的のもと活動をしている。生徒は学

校内のどこに鉢を置くかから考えはじめた。観察で

は，肥料をどのくらい与えたかの記録を残し，タブ

レットを使って撮影している。 

６ 教材・教具の紹介 

豊橋では同じ研究テーマのもと，小松菜で研究を

行っている。ミニトマトと違うところは，短期間で

収穫が複数回できることである。７月までに３回程

度の収穫をしたいと考えている。1 回目の収穫をし

て振り返り，班で話し合った栽培方法が本当に正し

いのかを考え（問い直し）２回目の栽培に生かして

いきたい。現在，生徒たちは各自の目標をもち，そ

の目的の達成に向けて調べ学習を行い，実行してい

る段階である。（図８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８ 生徒のワークシート】 

 

【図７ 生徒のワークシート】 

目的を 達成する

ための栽培方法 

目的を 達成する

ための栽培方法 

栽培し てみ

ての反省点 
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【資料１ 研究の課題をもとに考え直した単元構想図】 

学 習 活 動 
・教師の支援  ◇問い直しの視点 

◎振り返りの視点 

〇先輩が育てたミニトマトについて知る。 

先輩が南稜中で育てたミニトマトの成果を知ろう。２ 

・先輩たちが育てたミニトマトより甘いトマトをつくりたい。 

・ミニトマトって豊橋で名産だったね。 

・肥料の与え方、水の与える量で甘さが変わってくるんだね。 

・より糖度の高いトマトを育てるには何が必要なのかな。 

・先輩たちはプランターで育てたけど、他の方法はないかな。 

・甘く育たなかったミニトマトの原因を詳しく知りたいな。 

○ミニトマトの栽培方法について学習する。 

栽培方法について学習しよう。１ 

・酸度計で様々な場所を調べたい。 

・元肥はどのくらい必要かな。 

・摘芽，摘しんのタイミングはいつなのだろう。 

〇ミニトマトの栽培をする。 

ミニトマトを栽培しよう１ 

・どこにプランターを置こうかな。 

・中庭と運動場側での成長を比べたいな。 

・先輩たちのおすすめの場所を使おう。 

○ミニトマトの糖度を調べよう。 

収穫してミニトマトの糖度を調べよう。２ 

・育てた場所で糖度が違うよ。おもしろいね。 

・肥料の与え方をかえてみる。糖度に変化があるかもしれない。 

〇農家の人から知識を得る。 

実際の農家の人の話を聞いてみよう。２ 

・南稜中でできる栽培でも真似できることはないかな。 

・ビニールハウスのようなものをつくることができないかな。

○ミニトマトの栽培方法について振り返る。 

南稜中でより甘いミニトマトをつくる方法を考えよう３ 

・後輩たちに僕たちの栽培の結果を伝えて引き継いでもらいた

い。・土壌栽培だけでなく，アイメック農法や水耕栽培など，

学校でもできる土壌栽培以外のものはないかな。 

・売ることを考えたときは，糖度をあげることだけでなく，見

た目や大きさ，数も考えなくてはいけないね。 

・昨年の２年生のミニトマトの栽培結果，糖

度の結果を知り，より甘いミニトマトをつ

る意欲を高めさせる。 

・豊橋のミニトマトのブランド「あまえぎみ」

のさまざまな色の種類を実際に食べたり，

糖度計で計測したりすることで，糖度の違

いや味の違いを楽しみ，ミニトマトの栽培

に興味をもたせる。 

◇生育に適する環境条件（日照時間，水はけ，

酸度）について考えさせることでより適し

た場所について考えることができるように

する。 

 

◎追肥の過程とそのときの糖度を記録するこ

とで，より甘いミニトマトになる肥料の分

量を見つけることができるようにする。 

◎他のグループと比較できるワークシートを

利用することで，自分たちの生育状況を確

認できるようにする。 

◇ミニトマトを収穫するたびに糖度計を使っ

て糖度を記録することで，追肥に工夫をし，

今の栽培方法が本当に正しいのかを判断す

ることができるようにする。 

・実際に農家の人の話を聞き，ミニトマトの

栽培技術についての知識を深めることで，

自分たちの栽培に生かせることができるよ

うにする 

◇４月からミニトマトを育ててきたデータを

振り返り，どこでどのような手入れをする

べきなのかを話し合い，より甘いミニトマ

トを育てるために最も適した案を考える。 

◎自分たちの班の意見とよいと思った他の班

の意見をワークシートに書き，自分の考え

の変容がわかるようにする。 
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１ はじめに 

生徒たちの生活経験や育った家庭の状況はさまざ

まである。刈谷市では、これまで多くの学校で、生

徒たちの関わりの場を大切に実践を行ってきた。こ

れらの実践の中で、友達の考えを聞いて、友達の考

え方や価値観で、物事を捉え直し、学んだことを生

活の中で生かしていこうとする生徒の姿がうかがえ

た。 
 そこで、このような生徒たちに、さらに新たな知

識や技能を身に付けさせ、それらを生かし、自分の

生活を新たな視点やこれまでとは違う角度から見つ

め直させたい。その中で、問題点を見つけ、根拠を

もって判断したり、選択したりして、自分の生活を

よりよくしていこうとする気持ちを育てたいと考え

た。さらには、自分の生活だけでなく、持続可能な

社会の構築に向け、自ら工夫し、創造する生徒を育

てたいと考え、本研究主題を設定した。 

２ 研究のねらい 

(1) 目指す生徒像 

 

 

 

 

 

(2) 研究の仮説及び手だて 

 

 

 

【手だて①】 

・自分の思いを表現し、形にする活動を中心に単元

構成をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手だて②】 

・自分の思いをもてる「もの・こと」を用意し、実

験・実物・体験による実感を伴う場を設定し、考

えを交流する場をもつ。 

 

 

 

 

【手だて③】 

・振り返りに、生徒の意見を取り挙げ、教師が生徒

に投げかけることで、問い直しの場をもつ。 

３ 研究の内容 

(1) 単元名 

「食の自立を目指そう」 
(2) 単元目標 

・栄養素の種類と働きを知り、中学生に必要な栄養

の特徴を理解した上で、簡単な調理をすることが

できる。            （知識及び技能） 

・自分の食生活を見つめ、自分の健康だけでなく、

食の安全や環境への影響を考え、食品の選択を自

分で判断することができる。 

（思考力，判断力，表現力等） 

・自分の食生活に関心をもち、健康、安全、環境に

ついて考えた食事を実践しようとする。 

（学びに向かう力，人間性等） 

よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け、 

自ら工夫し創造する生徒の育成 

―「食の自立を目指そう」の実践を通して― 

刈谷市技術・家庭科研究部 

・自分の思いをもって追究する生徒 
・自分の生活を新たな視点やこれまでと違う角度

から見つめ直し、考えを深める生徒 
・自分の生活を見直し、生活をよりよくしようと

する生徒 

仮説１ 
単元構成を工夫すれば、自分の思いをもって追

究するようになるであろう。 

仮説２ 
問題解決的な学習を進める中で、考えを交流す

る関わり合いをもつ場を工夫すれば、自分の生活

を新たな視点やこれまでと違う角度から見つめ

直し、考えを深めるであろう。 

仮説３ 
振り返りの場を工夫すれば、自分の生活を見直

し、生活をよりよくしようとするであろう。 
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(3) 単元設定の理由 

今日、私たちの生きる社会は多くのものや情報に

あふれている。中学生にとっても、流行や情報に左

右され、簡単にものが手に入る時代となっている。

食品に目を向けてみると、基準値を超える残留農薬

の検出や食品偽造表示など、食の安全をおびやかす

問題も多くなってきた。「安全・安心」で豊かな生活、

持続可能な社会の構築が求められているのである。 

生徒たちは、「ファストファッションに潜む問題に

ついて考えよう」という前単元において、ファスト

ファッションの問題点を考え、その解決方法につい

て話し合った。単元の中で、資料の読み取りや友達

との意見交流を通して得た「環境・社会」という新

たな視点から問題を捉え直し、課題解決に向けて考

えることができた。一方で、商品の値段に何の疑問

も抱かずに購入したり、与えられた情報を鵜呑みに

してしまったりする実態も見えてきた。 

そこで、「環境・社会」という新たな視点から問題

を捉え直し、課題解決に向けて考えることができる

ようになってきた生徒たちに、Ｂ「衣食住の自立」

（食生活）、Ｃ「消費生活・環境」の学習に関連を図

り、単元を設定した。 

本単元では、生徒たちは、自分の食生活を見直し、

問題点を考える。そして、その問題点を解決するた

めに、自分の手で食事を整える課題を設定する。中

学生に必要なたんぱく質や不足しがちな野菜がとれ、

手軽に調理できる牛丼を取り挙げ、扱う材料はすべ

て自分で選択することとする。 

授業では牛肉を取り挙げ、国産と外国産、それぞ

れの味や値段、安全性や環境への影響について検討

していく。その際、調理や試食、調査活動などを取

り入れ、そこで得られた考えを交流することで、こ

れまで自分にはなかった視点から、牛肉の選択につ

いて考えを深めることができるであろう。また、振

り返りの場では、「どちらの肉を選ぶか」を繰り返し

考え、なぜそうなのか、本当にそうなのかと考えて

いく場を設定することで、複数の情報を集めて検討

する必要性に気付かせたい。さらに、自分の考えた

計画に沿って実際に調理することで、自分の考えを

確かなものにさせたい。そして、情報を検討し、根

拠をもって、自ら判断して食品を選択することがで

きる生徒を育成したい。 

(4) 単元構想（１０時間完了）【資料１】 

(5) 実践内容 

① 自分の食生活に目を向ける生徒 

 生徒たちは第１時で、食事の役割について考え、

栄養素の働きについて学んだ。「栄養素は一つ一つ働

きが違うから、バランスよく食べないといけない」

と言い、「残さず食べなさい」「バランスよく食べな

さい」と言われる理由を確認した。生徒たちは、毎

日食事をとっているが、改めて、なぜ食べるのかを

考えたり、何を食べたのかを振り返ったりする機会

は少ない。そこで第２時では、自分の一日の食生活

を振り返り、問題点を考えた。バランスよく食べる

ことができているのか、成長のために中学生の時期

に必要な栄養素を満たす食事ができているのかを見

直すために、食べたものを６つの基礎食品群に分類

した。生徒たちは、「野菜がとれていない」「中学生

に必要な栄養素を考えると、もっとたんぱく質をと

らないといけない」などの問題点に気付くことがで

きていた。教師が、「その問題を解決し、自分で一日

分の食事を整えられるようになるために、まずは一

食分を自分で整えられるようになろう」と伝えた。

生徒たちは、「一品ではなく、一食分を整えるのは難

しい」「時間がかかりそう」などと不安な思いを述べ

ていた。教師が、「たんぱく質をとれる料理と言えば、

家ではどんなものを食べている？」と聞くと、「ハン

バーグ」「からあげ」「焼き魚」などが挙がった。「魚

はさばくのが難しそう」「簡単な調理だったら挑戦し

やすい」「自分でもできそう」という生徒の意見を踏

まえ、肉料理を主菜に考えていくこととした。 

第３時「肉を使った一食分の献立を考えよう」で

はまず、「肉トーク」を行った。日頃から肉料理をよ

く食べていることを確認し、今回の調理にふさわし

いものは何かと考えた。教科書を見ていた生徒が、

「牛丼なら短時間でできそう」とつぶやくと、「それ

なら玉ねぎなど他の野菜も一緒に食べやすいね」と

声が挙がり、牛丼をメインに考えていくこととした。 
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② 牛丼作りに使う牛肉を選ぶ生徒 

第３時の終わりに、牛丼作りの際、自分で買い物

をするところから始めようと伝えた。牛丼に使う牛

肉を買うとき、どのように選ぶかと問いかけると、

「分からない」「何となく」という生徒が多かった。

そこで、家の人はどんなことに気を付けて牛肉を選

んでいるかを知るために、聞き取り調査を行うこと

とした。 

第４時では、家で聞いてきたことを踏まえて、肉

を購入するときに気を付けていることを発表した。

「値段が品質と合っているかを考える」「一度照明か

ら外して、肉の色を確かめる」「生産者カードなどを

見て、産地を確認する」などの意見が出た【資料２】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａは、「産地を確認する」と聞き取りをしてき

たが、その根拠までは言えなかった。そこで、産地

によってどんな違いがあるのか、実感を伴った理解

をさせたいと考え、国産と外国産の牛肉を比べる体

験を設定した。100 グラムあたり 128 円アメリカ産

の牛肉バラ切り落とし（以下Ａ）か、100 グラムあ

たり 228 円国産の牛肉小間切れ（以下Ｂ）のどちら

を使うかを考えさせた【資料３】。 

 

 

 

 

 

 

生徒Ａは、Ａのアメリカ産の牛肉を選択した。そ

の理由は、「アメリカ産には危険があるのかもしれな

いけど、Ｂより 100 円も安いし、産地で味は変わら

ないと思うから安い方がいい」であった。そこで、

第５時では、国産と外国産の牛肉の食べ比べを行っ

た。産地を伏せた状態で２種類の肉を提示した後、

実際に茹でて調理、試食をした。試食後、生徒たち

は、「脂身が多い方がアメリカ産だと思う」「国産牛

の方がお肉の味が濃いね」と、比較した感想を伝え

合っていた。どちらがおいしいと感じたか尋ねると、

33 人中 31 人が、「国産牛の方がおいしい」と答えた

が、牛丼に使う肉を選ばせると、アメリカ産を選ん

だ生徒の方が多くいた。理由として、「普段牛丼とし

て食べ慣れているのは、柔らかくて脂身の多いアメ

リカ産の牛肉だ」という意見が多く挙がった。生徒

Ａもアメリカ産の牛肉を選んでいた。 

振り返りの場で、国産を選んだ生徒の「外国産は、

心配だし、何か問題があったときには、情報が伝わ

るのが遅そう」と外国産の安全性を心配する意見に

注目させ、「安全性」に視点を置き、牛肉の選択につ

いて考えることとした。 

③ 牛肉の安全性について調べる生徒 

 第６時では、「牛肉の安全性」について、インター

ネットで調べる場を設定した。生徒は、「牛肉 アメ

リカ産」「ＢＳＥ 現在」「牛肉 えさ」など、前時

までに疑問に思ったことを調べていた。最後に、「ア

メリカ産の牛肉を危険だと思うか、安全だと思うか」

について意見を書いた。生徒Ａは、「アメリカ産牛肉

はガンになる原因といわれるホルモン剤が、国産牛

肉より 600 倍も多く残留している」ということを理

由に、危険だと判断していた【資料４】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料３】生徒に提示したＡとＢの牛肉の資料 

【資料２】聞き取り調査の報告の板書 

【資料４】調べ学習を終えた生徒Ａの意見 
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④ 牛肉の安全性について検討する生徒 

第７時では、アメリカ産の牛肉の安全性について

話し合いを行った。話し合う前の段階では、34 人中

26 人が危険だと考えていた。理由としては、ホルモ

ン剤の残留量、動物の死骸や病気にかかった牛をえ

さに混ぜるレンダリング、ＢＳＥなどが挙げられた。

それに対して、安全だと考える生徒から「ホルモン

剤は健康に害がないと言われている」「レンダリング

があっても、食品安全検査局が検査を行っているし、

インターネットで報告書を確認できる」「アメリカで

はＢＳＥ対策がとられており、危険部位は取り除か

れている」などの反対意見が出された【資料５】。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険派と安全派、それぞれの意見が出たところで、

「食の安全と輸入」の映像を見せ、食品の安全をお

びやかす出来事や、食品の安全を守る取り組みなど

を示した。生徒Ａの振り返りには、「危険であるなど

一方的な先入観で見ると、そっちの情報はどんどん

詳しくなってますます引きつけられるが、反対の意

見を知ると、意外なことが分かったり、知らない情

報がたくさん出て、よりよい方を判断できると思う

ので、両方を調べ、よいと思った方を買えるように

したいです」と書かれていた。生徒たちは、牛のえ

さに何が入っているか、レンダリングとは何か、ど

のような環境で育てられているか、などを知り、視

野を広げることの大切さを感じていた。 

⑤ 社会や環境への影響を考える生徒 

前時の「食べ物がどのように育てられ、私たちの

元に届いているか、その影響を考えることが大切」

という振り返りを取り挙げ、第８時では、「広い視野

をもって、牛肉を選択しよう」と課題を提示した。

まず、『世界がもし 100 人の村だったら③たべもの

編』を読み、食べることがどのように世界とつなが

っているかを考えた。「先進国は大量の肉類を食べて

いる」「１キロの牛肉は 11 キロの穀物を食べている

ことと一緒なら、その穀物を人が食べれば、たくさ

んの人が飢えない」「牛丼１杯のために２トン以上の

水が必要で、かなり水質汚染をしているのかもしれ

ない」などに気付くことができていた。そして「４

人家族が１年に食べる牛肉のために 1000 リットル

の石油を使う」ことに注目させ、アメリカ産と国産

のフードマイレージを計算させた。「１年生のときの

にんじんの選択では、遠くから運ぶとフードマイレ

ージが高くなって環境によくなくて、地産地消をし

た方がよいと思っていたけど、牛肉選びも一緒だ」

「この前調べたとき、国産の牛のえさは、ほぼ 100％

外国から輸入されていた。１キロの肉に 11 キロの

穀物がえさになるとすると、えさをたくさん運んで

いる方がフードマイレージが高くなるのではないか」

などと、フードマイレージを軸にして、さまざまな

切り口から牛肉の選択について考えることできた。 
また、前単元までの中で何度か出てきたＳＤＧｓ

の視点で牛肉の選択について考え、話し合った。「自

分たちが牛肉を食べるのを減らしたら『２の飢餓を

ゼロに』の目標に近づけそう」「フードマイレージを

考えて牛肉を選べば、大きくは変わらないかもしれ

ないけれど、『13 の気候変動に具体的な対策を』に

少しは役に立つ」などと『世界がもし 100 人の村だ

ったら③たべもの編』の内容から、ＳＤＧｓの考え

を関連させることで、社会や環境への影響に気付く

ことができ、さまざまな視点の意見が挙げられた。 
生徒 A の振り返りには、「ＳＤＧｓのことを考え

たら輸送距離が短い方がよいなどいろいろな考え方

があると思いました。牛肉を買う日常的な行動でも、

どこかで貧困に苦しんでいる誰かを助けられるかも

しれないということが分かりました。前よりもそう

いうことに配慮して行動したい」と書かれていた。 

【資料５】生徒の考えを分類した板書 
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「ファイナルジャッジ」と称して、最後にもう一

度、Ａ、Ｂどちらの牛肉を選ぶかを考えさせた。生

徒Ａの記述を見ると、初めは値段だけで選んでいた

が、「安全面」「日本の自給率の問題」など、多面的・

多角的に判断し、自分にとっては何がよりよい選択

であるかを考える姿が見られた【資料５】。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑥ 自分で肉を選んで、牛丼を作る生徒 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学んだ知識や考え方を生かし、実際に自分で判断

して食品を選択することができるように、家庭実践

の場を設定した。第９時では、家庭実践に向けて教

科書のレシピを参考に計画を立てさせた。その際、

一日分の食材を６つの基礎食品群に分けて書かせ、

栄養バランスも考えられるようにした。そして、買

い物に行き、調理をして、レポートにまとめること

を課題とした。 

 生徒Ａは、「実際に買うという立場になってみると

種類が多くて授業でやったようにはいかず、だいぶ

迷いました」と、実際に買う立場となってみて初め

て分かることがあり、判断するために悩み考えた姿

がうかがえた。また、牛肉だけでなく、他の食材に

ついても「産地」「安全面」などに目を向け、食材を

選択する姿があり、牛肉の選択で学習したことを他

の食材選択にも生かすことができていた【資料６】。 

４ 研究のまとめ 

(1) 成果 

・牛丼を取り挙げ、扱う材料の選択を自分で行うこ

とによって、自分の考えをしっかりともって追究

することができた。 

・肉の試食や資料の検討、友達との意見交流を通し

て、値段や味だけでなく、産地、安全性、環境な

ど、食品の選択について、多面的・多角的に考え

られるようになった。 

・「外国産は危険、国産は安全」という先入観をもっ

ていた生徒が、情報を比較検討し、複数の情報か

ら判断することの必要性に気付いた。 

・生徒の振り返りの意見を取り挙げ、生徒に問い直

すことで、自分の生活を見直し、よりよくしよう

として考える姿があった。 

(2) 課題 

・学んだ知識や考え方を自分の生活に結び付けて

考え、継続して実践できるように工夫する必要が

ある。 

・限られた時間内で授業を行うために、年間指導計

画を見直し、より一層、他領域との関連を図り授

業を構想していく必要がある。 

 

【資料５】生徒Ａの牛肉選択の変容 

【資料６】学習を生かした家庭実践のレポート 
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【資料１】単元構想（１０時間完了） 

過程 ねらい 生徒の活動 
 
 
 
 
 
 
 
 

生 
活 
を 
み 
つ 
め 
る 

・食生活と健康と
の関わりを知
る。 

 
① 食事の役割と栄養素の働きを知ろう   

・なぜ、食べるのかな。 
→健康になるため、⼈とのつながりをつくるため、成⻑するため。 
・どの栄養素にどんな働きがあるのかな。 
→栄養素によって働きが違うんだ︕ 
 

・中学生に必要な
栄養を満たす食
事を知り、自分
の食事の問題点
を考える。 

 
 
 

 

 
② 一日の食生活を振り返ろう  

・野菜や肉が思ったほどとれていないな。 
→栄養バランスを考え、不⾜しがちな野菜や中学生に必要なたんぱく質をとりたい。 
・簡単な調理だったら自分でもできそうだ。 
→肉料理にチャレンジしよう︕ 
 

③ 肉を使った一食分の献⽴を考えよう（肉トーク） 
 ・肉を使った料理ってたくさんあるね。 
 ・牛丼なら、短時間で手軽にできそうだ。 

・牛肉とたまねぎが入っているね。 
→牛丼を作ろう︕ 

 ・どんな牛肉を選ぼうかな。 
 ・家の⼈は、何に気を付けて選んでいるのか、聞いてみたいな。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

技 
術 
を 
広 
く 
つ 
か 
む 

・用途に応じた食
品の選択につい
て理解し、適切
にできる。 

 

 
④ 牛丼に使う牛肉を選ぼう 
 ・おいしい牛丼をつくりたい。 
 ・家の⼈は、何に気を付けて選んでいるのかな。 
 ・まず産地を⾒て、値段と⾒た⽬、消費期限の 

バランスで決めるよ。 
 ・国産と外国産の牛肉を比べてみよう。 
 ・アメリカ産の方が１００ｇあたり１００円安いね。 
 ・アメリカ産の方がたくさん肉を食べられるよ。 
 ・確かに安いけど、家の⼈は、安全性が心配といっていたよ。 
 ・家の⼈の話を参考にすると、A のアメリカ産より、B の国産だな。 
 ・産地で味は変わらないと思うよ。 
 
⑤ 国産と外国産の牛肉を食べ比べてみよう 
 ・赤色が濃いほうが、おいしそうだね。 

・国産の方がおいしい。 
 ・食べ慣れているから、柔らかくて脂身の多い 

アメリカ産を選ぶよ。 
 ・でも、アメリカ産は安全性が心配…。  
         
⑥ 牛肉の安全性について調べよう 
 ・アメリカ産にはガンになる原因と言われるホルモン剤が 

国産より 600 倍も多く残留していると載っていたよ。 
 ・検査はしっかりしているから安全だ、と書かれていたよ。 
 
⑦ 牛肉の安全性について検討しよう 
 ・「外国産は危険である」という情報を知ると国産を選びたくなるな。 
 ・厚生労働省のページを⾒ると、外国産は安全だと

いっているので、外国産でも大丈夫。 
 ・食べ物は、どのように育てられ、私たちの元に 

届くのか、その過程を考えることが大切。 
 
⑧ 広い視野をもって、牛肉を選択しよう（ファイナルジャッジ） 
 ・フードマイレージの視点で考えると…国産でもえさは輸送と考えると…。 
 ・ＳＤＧｓの視点で考えると…貧困で苦しむ誰かを助けられるかもしれない。 
 

 
 

生 
活 
に 
つ 
な 
げ 
る 

・一日の食事を考
え、自分で食材
を選択し、牛丼
を作ることがで
きる。 

 
 

 
⑨ 牛丼作りの計画を⽴てよう 
 ・栄養のバランスを考え、他に汁物も作ろう。 
 ・環境や安全性などトータルで考えて、国産にしよう。 
 ・アメリカ産でも安全なことが分かったので、アメリカ産にしよう。 
 
家庭実践 
 
⑩ 発表会をしよう 
 ・いざ、買い物に出かけると種類が多く、迷ってしまった。 
 ・我が家は⼈数が多いので、実際に購入しようとすると、産地よりも値段が気になった。 
 ・いつも作っている⼈は、いろいろ考えないといけないので、大変だ。 

家の⼈からの聞き取り  

→ 値段 産地  

値段と⾒た⽬のバランス 

 

国産牛と外国産の牛を食べ比べ 

→ ⾒た⽬ 味 食感 安全性 
 

「食の安全と輸入」（映像資料） 

→ 食の流通  産地  環境 

 
 

－28－



 

１ はじめに 

数多く の課題に直面し ている現在。 こ れから 社会

の担い手と なる生徒たちには、「 より よい自分の生活」

にと どまら ず、 地域社会、 日本や世界、 地球規模へ

と 視野を 広げ、 他者と 協働し て問題を 発見し たり 、

新し い発想から 解決策を生み出し たり する力が必要

と さ れる。  

令和３ 年度よ り 全面実施さ れた学習指導要領では、

技術・ 家庭科の目標と する資質・ 能力について、『 実

践的・ 体験的な活動を 通し て、 より よい生活の実現

や持続可能な社会の構築に向け、 課題を 解決する力

や生活や技術を 工夫し 創造し よう と する態度等を育

成するこ と 』 と 示さ れている。  

こ れまで豊橋市研究部では、 愛知県での研究に則

り 「 より よい生活に向けて、 最適解を 求め続ける生

徒の育成」 を テーマに実践を 積み重ねてき ている。

多く の題材において、 生活を 見つめて情報を集め、

よ り よい生活の実現に向けて必要なこ と を 考える生

徒の姿が見ら れるよう になっ てき ている。 令和２ 年

度から は、 新学習指導要領、 そし てこ れまでの研究

の課題を 踏まえ、 新たな視点を取り 入れたり 、 異な

る 角度から 発想し たり し て、 自ら 工夫し 創造し よう

と する生徒の育成を目指し 、 さ ら に研究を 進めてい

る 。  

本研究では「 問い直す場面を 位置付ける」 こ と を

手だてと する。 生徒に問い直し 、 導き 出し た解決方

法について改めて考えさ せるこ と で、 視野を広げ思

考の深化を図り 、 より よい解決策を求めるこ と をね

ら う 。 また、 SD Gs（ 持続可能な開発目標） を 用いる

こ と で、「 自分のより よい生活」にと どまる こ と なく 、

「 持続可能な社会の構築」 に迫るこ と ができ るよう

にする。  

生徒たちが、 仲間と 考えを 問い直し 合い、 解決方

法を より よいも のにし 続け、 持続可能な社会の構築

に向けて、 自分にでき るこ と から 動き 始めよう と す

る姿が見ら れるこ と を 願う 。  

２ 研究のねらい 

( 1)目指す生徒像 

 研究対象は中学校２ 年生である。 総合的な学習の

時間では、 環境問題や SD Gs にかかわる学習に取り

組み、 持続可能な社会の実現に向けて意欲的に学ぶ

姿が見ら れる 。「 食べ物を 無駄にするこ と は、よく な

い」 と いう 意識はも っ ており 、 家庭でも さ まざまな

工夫がなさ れているこ と にも 気づき つつある。 一方

で、食品の選択については「 傷みのない新鮮なも の」

「 量の多いも の」「 賞味期限の長いも の」 を 選ぶと よ

いと 考える生徒が多く 見ら れた。 こ の実態から 、 現

在の自分にと っ てより よい視点から 食品を 選択する

こ と が、 廃棄さ れる食品を 増やすこ と 、 つまり 食べ

物を 無駄にするこ と 、 さ ら には、 世界規模の問題に

つながり う る こ と には、 理解がおよんでいないよう

に感じ ら れた。  

 そこ で本実践では、 SD Gs の視点から の問い直し

や、 仲間と の問い直し を通し て、 新たな視点を 取り

入れたり 、 異なる角度から 発想し たり し て、 現在の

自分だけでなく 、 未来の自分や地球規模でより よい

食品の選択や保存の方法を 工夫し 創造でき る生徒を

目指すこ と と し た。  

「よりよい生活の実現と持続可能な社会の構築に向け、 

自ら工夫し創造する生徒の育成」 

― 問い直しから新しい視点や発想を取り入れる学習活動を通して ― 

                           豊橋市中学校技術・家庭科研究部 

より よい生活の実現と 持続可能な社会の構 

築に向け、既存・ 既習の知識や考えを応用するだ

けではなく 、新たな視点を取り 入れたり 、それま

でと は違っ た角度から 発想し たり し て、 自ら 工

夫し 創造するこ と ができ る生徒 
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 ( 2)研究の仮説  

 

 

 

 

 

 

（ 3） 研究の手だて 

 

３ 研究の内容 

(１ )単元名 

「 食品の無駄を防ぐ  

 ～2030 年 わたし たちの未来に向かっ て 

今でき るこ と から 始めよう ～」  

(２ )単元目標 

・ 生鮮食品と 加工食品の特徴や食品の表示の意味

を 理解でき る        （ 知識・ 技能）   

・ 食品の選択や保存を 見直し 、食品ロス削減に向け

て自分たちができ るこ と を 考えるこ と ができ る 

（ 思考・ 判断・ 表現）  

・ 食品の選択や保存に関心を も っ て学習に取り 組

み、 食生活を より よく し よう と し ている 

（ 主体的に学習に取り 組む態度）  

(３ )単元について 

 豊かな食品にあふれた日本。し かし 、食料自給率、

食品ロスと 世界規模での食糧不足など、 食に関わる

問題は山積し ている。2015 年９ 月の国連総会で、加

盟国すべてが賛同し た国際目標 SD Gs。 タ ーゲッ ト

12.３ では、「 2030 年までに、 小売り ・ 消費レベルに

おける世界全体の１ 人あたり 食品廃棄を 半分にし 、

収穫後の損失などの生産・ サプラ イ チェ ーンにおけ

る食品ロスを 減ら す。」 と 示さ れている 。日本におい

ても 食品ロス削減に向けた個人や企業での取り 組み

が、 マスメ ディ アに取り 上げら れるこ と も 増え、 生

徒たちにと っ て身近な問題と なり つつある。 消費者

庁によれば、食品ロスの半分弱は家庭から 出ている。

持続可能な食生活を目指し 、現在の自分だけでなく 、

未来の自分や世界にと っ ても より よいと いう 視点か

ら 食品の選択や保存を 見つめ直し 、 仲間と 解決方法

を 発想し 、 自分にでき るこ と から 始めよう と 動き 出

す学びは、 たいへん意義深いと 考える。  

 

 

 

 

 

︻
仮
説
︼
に
対
し
て 

手
だ
て
① 

【 SD Gs の視点から 問い直す】  

こ れまでの生活経験や学びから

「 買いすぎ や捨て すぎ はよ く な

い」 と 、 漠然と 捉えている生徒た

ちに「 どう し てよ く ないのか」 と 、

改めて問い直す場を設定する。 問

い直し の場面では、わかり やすく 、

正確な多く のデータ （ SD Gs に関

わる データ を 含む） を 用意し てお

き 、 生徒が理解し ているこ と を 裏

付けるよう にする 。「 やっ ぱり そう

なんだ」「 思っ ている 以上に深刻

だ」 と 感じ た生徒たちが、2030 年

までに持続可能な開発目標を 達成

する と いう 展望を も ち、 自分の考

えた解決方法を新たな視点から 見

直そう と する姿を 引き 出す。  

手
だ
て
② 

【 解決方法を 具体的に考える】  

自分や家族が買いすぎている 、

捨てすぎている原因はどこ にある

のかを分析する。 それをも と に、

問題を解決するための仮説を 立て

るこ と で、 解決方法を より 具体的

に発想でき るよう にする。  

手
だ
て
③ 

【 仲間と 問い直し 合う 】  

 発想し た解決方法を 、 仲間と 問

い直し 合う よう にする。 解決方法

を 説明し 合い、「 なぜ」「 どのよう  

に」 と 質問を 投げかけ合う こ と で 

自分の解決方法のよさ や足り なさ

に気づいたり 、 仲間の解決方法の

よさ に気づいたり し て、 更により

よい解決方法を考えよう と する姿

を 引き 出す。  

学習過程に問い直す場を位置付け、SD Gs の

視点から 問い直し を し たり 、 自分の考えを 明

確にも ち 仲間と 問い直し 合う よ う にし たり す
れば、 生徒は、 自分の解決方法のよ さ や足り な

さ に気づいたり 、仲間の解決方法のよさ に気づい

たり し て検討を 重ね、よ り よい解決方法を 考える

こ と ができ るだろ う 。  
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（ ４ ） 単元構想（ 10 時間完了）  

 

 

 

 学習内容     主体的な活動への支援 

・ どんな所に食べ物は入っ ているのだろ う ？（ １ ）  

・ 冷蔵庫…肉、 魚、 卵、 ウイ ンナー、 ハム 

・ 冷凍庫…アイ ス、 肉、 魚、 冷凍食品、 食パン、 油揚げ 

・ 野菜室…キャ ベツ、 ニンジン、 ジュ ース、 米 

・ 戸棚……お菓子、 レト ルト 食品、 カ ッ プ麺、 米、 缶詰 

・ 防災バッ グ…乾パン、 カ ッ プ麺 

 
・ 生鮮食品と 加工食品の違いを知ろ う （ ２ ）  

  
・ 生鮮食品と 加工食品の表示を確認し よう （ ３ ）  

・ 日頃の生活を想起さ せ、 どこ に

どのよう な食べ物を保存し ている

のかを 考える体験的なグループワ

ーク から 、「 いろ んなと こ ろ に入

っ ている食品をどう し たら 無駄な

く 食べるこ と ができ るか」 と いう

共同の問題を見いだすよう にす

る。 そこ から 生活を見つめ、 情報

を収集するこ と を促すよう にす

る。  

 

・ 振り 返り は、 ワーク シート を用

意し 毎時間積み重ねるよう にす

る。 次時の授業へと つなげるため

に疑問に思っ たこ と や問題だと 感

じ るこ と を書き記す。  

 

・ 家庭での実態をつかめるよう に

するために、 普段の生活の中でど

のよう に食品を選択し ているか、

買っ てきた後の保存をどのよう に

し ているかを家庭と 連携し 、 リ サ

ーチする。  

 

・ 連休中にどのく ら い食品を廃棄

し たか、 家庭での実態調査を行

う 。  

・ どう し て買いすぎや捨てすぎは、 よく ないのだろ う （ ４ ）  

 
 
・ 買いすぎてし まう ・ 捨てすぎてし まう 原因は、 何だろ う （ ５ ）  

 
 
・ でき るこ と を 考えよう （ ６ ～９ ）  

 
 
 

 
 

・ でき るこ と を みんなに伝えていこ う （ 10）  

・ 問題解決から 導き 出し た解は、

「 買いすぎや捨てすぎはよく な

い」 と いう 生徒の漠然と し た捉え

が背景にある。 そこ で、「 どう し

てよく ないのか」 と 改めて問い直

す場を 設定する。  

・ 問い直し の場では、 わかり やす

く 、 正確な多く のデータ （ SD Gs

に関わるデータ を含む） を用意

し 、 生徒が理解し ているこ と を裏

付けるよう にし 、 より よい解決方

法を導き出そう と 自ら 動き 出すこ

と ができるよう にする。  

・ 買いすぎや捨てすぎの原因を

個々やグループで分析するこ と

で、 問題を明確にし 、 仮説を立て

るよう にする（ ※１ ） 。 そう する

こ と で、 解決方法を具体的に発想

するこ と ができるよう にする。  

・ 発想し たこ と を意図的なグルー

プ間で説明し 合う 場を設定する。

さ ら に「 なぜ」 「 どのよう に」 と

考えを 具体的に伝え合う こ と で、

発想の質を高めるよう にする。  

生徒の思考 

・思っていたよりもいろん

なところに食品が入って

いるんだね 

・家によって、入

れている場所が

違うな 

・食べ物を無駄に

しないように、工夫

しているんだね 

・どんなふうにする

と、食べ物の無駄

を防げるのかな 

【生鮮食品】 

・傷まないように冷蔵庫に入れることが多いよ 

・その日に使いきれない場合には冷凍するよ 

・日持ちしないから、新鮮なものを選んでいるよ 
 

【加工食品】 

・期限が早いものを取りやすい所に置いているよ 

・保存期間が長いから、安い時にはたくさん買う 

・「直射日光を避け、常温」と、表示されているよ 
 

【生鮮食品】 

・産地はラベルを見ればわかるんだね 

・期限表示がないものもあるから、新鮮

かどうかを自分で判断しないといけな

いね 

【加工食品】 

・何からできているかや保存の方法は表示を見ればわか 

るんだね 

・加工食品でも、思ったより期限が短いものもあるよ 

・買ってからも期限に気をつけて保存する必要があるね 

・生鮮食品も加工食品

も食べきれずに捨てて

しまっているものが結構

あるよ 

・ぼくの家は、買い

すぎているし、捨て

すぎているな 

・期限の短いもの

は早めに使い切る

ようにしたいな 

・期限を考えて、無

駄なく保存する方

法を考えていきた

いな 

・ごみの処理をするこ

とで、温室効果ガス

が発生してしまう 

・日本の食品ロスは、

１日１人茶碗１杯分で

減らせるんだ 

・捨てる分まで農作

物を作らないといけ

ないのか 

 

・思っていたよりも大

変なことになっている

んだね 

・あと９年で何とかしないといけないんだな 

・安くなっていたり、

量が多かったりして

お得感があるから 

・コロナで食品がなく

なる不安から買って

しまうこともあるよね 

・期限内に食べられるとい

う自信があったから買った

けど食べられなかったよ 

・保存の仕方に問題

があったから傷んでし

まい捨ててしまった

ぼくたちにできることが見えてきたよ 

・使いきる、食べきるため

の工夫を考えたいな 

・買う量の適量を

調べてみたいな 

・生徒集会で発表

しよう 
・ぼくたちだけじゃ足りない

から、地域に発信したい 
・ミナクルに掲示して

もらうのはどうかな 

・SNS とか使って

みたらどうだろう 

持続可能な社会の構築に向け、自ら工夫しよりよい生活の創造をする生徒 

・買った日に食材を小分けにして冷凍

保存したら食材をうまく使いきれるよ 

・持っていくお金を制限したら、買

いすぎを防ぐことにつながるよね 

・買ったものや期限をカレンダーに記入

することで無駄なく食べることができるよ 

・買い物をする前に何があるかをメモをし

ていけば、同じものを買わずに済むね 

・期限を管理してくれる

アプリがあるらしいよ 

・期限の早い順に

並べたらいいよ 

※１  仮説の例：「 〇〇く ら いの人数が△△すれば、 ９ 年後に買いすぎ（ 捨てすぎ） を抑制できるであろ う 」  
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（５）研究の実践と考察 

①どんな所に食べ物は入っているのだろう 

 日頃の生活を 想起さ せ、 家庭内のどんな所にどの

よ う な食品が入っ ているかを グループごと に考えた。

考えを交流する中で、「 冷蔵庫」 を はじ め、「 戸棚」

「 引き 出し 」「 机の上」「 段ボールの中」 など、 家庭

により さ まざまな所に、 思っ ていた以上に多く の食

品が保存さ れているこ と を 改めて実感する姿が見ら

れた。  

②生鮮食品と加工食品の違いを知ろう 

生徒の食品への関心が高まっ てき たと こ ろ で、 生

活を 見つめ、 家庭での食品の選択や保存の方法につ

いて情報を収集するよう にし た。  

集めた情報を 仲間と 共有する中で、 家庭によっ て

保存方法が異なるこ と に気づいた生徒たちは、 どう

保存するこ と がより よいのかと 考え始めた。  

③生鮮食品と加工食品の表示を確認しよう 

 どう 保存を すると よいのかを考えるにあたり 、 食

品表示の内容を 確認し た。 前時で生鮮食品、 加工食

品と も に「 期限が長いも のを 購入する」 と 答えてい

た生徒たちが、 生鮮食品には消費期限の表示のない

も のも 多いこ と がわかり 、 どのよう に選択し たら よ

いかを考える姿も 見ら れた。 そこ で、 家庭で情報収

集し てき た生鮮食品の見分け方を 共有するこ と で、

見た目や色などから 新鮮かどう かの判断を するこ と

を 知るこ と ができ た。 加工食品では、 パッ ケージに

さ まざまな表示がさ れているこ と を知り 、 自分に合

っ た食品を選択するために、 必要な情報を 見て購入

するこ と が大切であると 気づく 姿が見ら れた。  

④どうして買いすぎ・捨てすぎはよくないのだろう 

 値段や味、 内容量、 期限と いっ た自分にと っ てよ

り よいと いう 視点から 食品の選択をし ている生徒た

ち に、「 現在の状況はよいのだろ う か」「 よく ないの

であれば、 どう し てよく ないのだろ う か」 と 問い直

し を 行っ た。 漠然と ではあるが、 よく ないと 感じ て

いる生徒たちは、 こ のままの生活を続けていく と ど

のよう になるのかを調べ始めた。 調べた情報を 共有

するなかで、 まだ食べら れるのに捨ててし まう 食品

を 食品ロスと 呼ぶこ と や、 日本は食品ロス推計値が

１ 年間に 600 万ト ン（ 平成３ ０ 年度農林水産省及び

環境省） を超えている現状、 その食品ロスが余剰生

産や廃棄の際の二酸化炭素の排出など、 世界的な環

境問題につながっ ているこ と に気づいていっ た。  

 豊かな生活の裏側にある 現状を 改めて知るこ と で、

現在の食生活に危機感をも ち、 未来を 変えていこ う

と 考え始める 姿が見ら れた。  

⑤買いすぎてしまう・捨てすぎてしまう原因は、何

だろう 

 未来の食生活に危機感を も っ た生徒たちは、 自分

にでき るこ と を考え始めた。 そこ で、 買いすぎてし

まう ・ 捨てすぎてし まう 原因がどこ にあるのか分析

する場を も っ た。「 家にある も のの管理ができ ていな

いから 、同じ も のを買っ てき てし まう 」「 買い物をし

てから つく る も のを決める ため、 食材を 使いき れな

い」「 家族の誰かが食べるだろ う と いう 考えから 余分

に物を買っ てし まう 」 など、 それぞれの生活にある

原因が明ら かになっ た。  

⑥できることを考えよう 

 前時で行っ た分析を も と に、 解決方法を 具体的に

発想でき るよ う 仮説を 立てた。 さ ら に、 仮説を も と

に解決方法を 調べたり 、 家庭と 連携し 、 解決方法が

実現可能であるか検証を行っ たり し た【 資料２ 】。そ

の後、 仲間と 解決方法を説明し 合い、「 なぜ」「 どの

よう に」 と 質問を 投げかけ合う よう にするこ と で、

お互いの足り なさ やよさ に気づく こ と ができ るよう

に、 生徒間で問い直し を行っ た。 問い直し を促すた

めに、「 Q カ ード 」 を用意し た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

【 資料１ ： 生徒が原因を分析し たワーク シート 】  

－32－



 

【 資料２ ： 仮説と ３ 回行っ た検証の結果】  

グループでの問い直し 後、 考えたこ と を 学級全体

で交流し た。【 資料３ 】 の下線部①S1 は、 長く 取り

組み続けるこ と の必要性を 感じ ていえるから こ そ、

「 簡単」 さ によさ を 見いだし た姿がう かがえる。 S2

は、 さ ら に幅広く 多く の人々に取り 組んでも ら う こ

と にも 必要性を 感じ ている こ と から 、「 必要性や、や

り やすさ も 」 と 考えたこ と がう かがえる。 S7 は、 下

線部③「 アプリ を つかえば」 と 、 より 取り 組み続け

やすい方法を 考えたり 、 S8 は、「 飽き ないで」 と 多

様な方法があるこ と のよさ を 考えたり するこ と がで

き た。 問い直し を 通し て、 自分の方法のよさ や足り

なさ に気づいたり 、 仲間の多様な方法のよさ にふれ

たり し て、 より よい解決方法を考え始める生徒の姿

が見ら れた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦できることをみんなに伝えていこう 

 自分たちが考えた解決方法を自分たちだけが行う

だけでは、 変化する未来も 小さ なも のになっ てし ま

う と 考えている生徒たちは、 どう し たら 食品ロスを

減ら す取り 組みを 広げるこ と ができ るかと 考え始め

た。 SN S を 利用すると いう 声が多く 上がり 、「 既存

のアプリ を使っ てみて、そのレ ビュ ーを 行う こ と で、

利用のし やすさ への向上に貢献し ていき たい。」と い

う 意見も 出さ れた。「 はじ めは面倒で続けるのが無理

だと 思う こ と も 、家族と 協力し ながら 進めるこ と で、

それが当たり 前になり 、 続けるこ と ができ るよう に

なっ た。」「 やっ ていく う ち に効果が見ら れるよう に

なっ たこ と によっ て、 喜びが生まれ、 さ ら に効果を

上げるためにはどう し たら いいかを考えるよう にな

っ たから 、 家族が親戚に伝えて、 今やっ ても ら っ て

いる。」 と いう 感想も あっ た。 SN S などを 使わなく

ても 、 実践の結果を伝え合う こ と で次々にやっ てみ

よう と いう 気持ちが生まれ、 連鎖し 、 社会が変わっ

ていく こ と を 実感し ている 生徒も いた。  

４ 研究のまとめ（成果と課題） 

生徒同士で食品ロスを 防ぐ ための解決方法を問い

直すこ と で、 自分の発想のよさ や足り なさ に気づく

こ と ができ た。 また、 仲間の考えのよさ に共感し 、

さ ら により よ い方法について考えよう と する姿も 見

ら れた。 さ ら に、 持続可能であるか、 誰でも 行う こ

と ができ るかと いう 視点から 、 より 現実に近い方法

18

仮説

買いすぎてし まう 量を １ 週間で３ ０ ０ ｇ 減ら すこ と が

でき れば、 一世帯で年間約１ ５ ｋ ｇ 減ら すこ と ができ

る

１ 回目 一人分の量を 見ながら 作る

２ 回目 すべての量を 量っ て作る

３ 回目

時間がある と き に１ 週間のメ ニュ ーを 考えて置き 、 具

体的に○○は一本などと いっ たと こ ろ までメ ニュ ーに

書いておく

21

2

仮説
つく り すぎを 家族４ 人で１ 日６ ０ ｇ 減ら すこ と ができ

れば、 年間約８ ０ ｋ ｇ の食品ロ スが削減でき る

１ 回目
野菜を使う 料理を 作る と き 10ｇ 減ら すと 捨てる こ と が

減る

２ 回目
ミ ニト マト を ５ 個減ら すと 約100ｇ 減っ て食べき れず

捨てるこ と が減る

３ 回目
味噌汁の水の分量を 量っ て作る  米を １ 合分減ら し て

炊く

生徒 A 

生徒 B 

 

S1： 家にあるも のを把握し ておく こ と がまず大事だと い

う こ と がわかっ た。 A さ んの消費期限カ レンダーを作

るのは、①簡単で長続き し そう だと 思っ たし 、消費期限

の短いも のを買っ たり 、 食品の保管は、 期限が遠いも

のを奥に、 短いも のを手前に入れたり するのも いいと

思いまし た。  

S2： 方法は何でも よいと 思っ ていたけど、 やり たく ない

なと 思っ てし まう から 、 必要性や、 やり やすさ も 考え

ていかないと いけないと 思っ た。  

S3： ぼく が考えた「 1 か月に○円減ら す」 だと 、 それぞ

れ家族によっ て人数が違っ てし まっ て、 やり にく いこ

と がわかっ た。  

 

S4:調理し たこ と のあるも のは、残っ た分を参考にし て次

に量を考えると いい。S３ の「 1 か月に○円減ら す」 は、

私は、 一人当たり で考えたので、 そう すると どの家族

でも 使える。  

S7:買いすぎを防ぐ ためにメ モと かカ レ ンダーを 365 日

続ける のはたいへんだけど， ②アプリ を 使えば続けら

れる。  

S8:１ つのこ と をずっ と やるより 、いろんなこ と をやっ た

方が、 飽きないで続けら れると 思っ た。  

 

【 資料３ ： グループでの問い直し 後の授業記録】  
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を 考えよう と し たり 、 ラ イ フ ステージや今後の社会

に合わせた方法を 考えていこ う と し たり する姿も 見

ら れた。  

また、 今までは家族に実践の協力をし ても ら う こ

と が多かっ た生徒たちが、 未来を 変えていく には自

分たちの力が必要であるこ と を知り 、 自ら 食品ロス

削減の取り 組みに加わっ ていき たいと 考えるよう に

なっ ていっ た。  

研究の課題の一つ目と し て、 板書の方法が挙げら

れる。 グループでの問い直し 後、 学級全体で交流す

る 際、 生徒たちの考えを板書へ視点を 明確にし て示

すこ と で、 より 多く の生徒が新たな視点に気づく こ

と ができ るのではないかと 考える。 二つ目は、 授業

の終わり に生徒が、 自分の考えの変容を 捉えら れる

よ う に、 振り 返り 活動の充実を図るこ と が挙げら れ

る 。 三つ目は、 生徒間の問い直し を促すために必要

な支援を 考えると いう 点である。 見えてき た課題を

も と に、 さ ら なる研究を積み重ねていき たい。  

５教材・教具 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教具名 SD Gｓ や買いすぎ・ 捨てすぎに関わる資料 

単元名 どう し て買いすぎや捨てすぎはよく ないのだ

ろ う か（ 4/10 時間）  

(１ )教具のねら い 

 「 買いすぎや捨てすぎはよ く ない」 と いう 生

徒たちの漠然と し た捉えを 問い直すこ と で、 未

来の食糧問題が深刻であるこ と や自分たち が動

かなければなら ないと いう 危機感をも っ てほし

い。  

 

(２ )考察 

 N H K スペシャ ル 2030「 未来へ分岐点 食料

ク ラ イ シス」 を 視聴するこ と を通し て、 水源の

枯渇、 増え続ける人口に対する食糧問題を 知

り 、 今の自分たちの選択が１ ０ 年後の自分たち

の未来を 変えるこ と になる と いう 意識を も つこ

と ができ た。   

調べ学習では、 書籍や農林水産省によ る食品

ロ スの最新のデータ を 使う こ と で、 より 危機意

識を 高めるこ と ができ た。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q カ ード 【 問い直し をする際のカ ード 】      

 【 農林水産省資料】  

 

【 使用し た書籍】  

 

【 N H K スペシャ ル】  
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研究主題 

わかり，できるようになった実感を生活につなげる子どもの育成 

                          豊橋市小学校家庭科研究部 

１ 主題設定の理由 
「学校で学んだことが，子供たちの『生きる力』となって，明日に，そしてその先の人生

につながってほしい。これからの社会が，どんなに変化して予測困難になっても，自ら課題

を見付け，自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現してほし

い。そして，明るい未来を，共に創っていきたい。」（文部科学省 新しい学習指導要領リー

フレット）こうした思いが込められた今回の学習指導要領改訂。学校での学びが，子ども達

の中で「生きる力」となり，これからの生活へつながるには，何が必要なのだろうか。 

これまで豊橋市小学校家庭科研究部では，基礎的・基本的な知識や技能を身につけ，自分

や周囲の生活をよりよくしようと工夫する子どもの姿を目ざし，家庭や地域，栄養教諭と連

携を図り，三河教育研究会（以後，三教研）の研究に則り授業実践を積み重ねてきている。

本実践を行うにあたり，令和元年６月に豊橋市の５・６年生 2,978 名にアンケート調査を実

施した。一年間家庭科を学んだ６年生 1,560 名に対し「野菜や卵をゆでることができる」と

いう問いに，「よくできる」「わりとできる」と回答した子どもは，合わせて 90％に上った。

同様に「野菜を炒めることができる」89％，「ごはんを炊いたり，みそ汁を作ったりできる」

86％，「手で布を縫い合わせることができる」77％，「ミシンを使って直線縫いができる」82％

と，高い割合の子どもが，調理や裁縫に関わる学びにおいてできるようになったことを実感

する姿が見られた。こうしたできるようになった実感が「生きる力」となり，よりよい生活

を創る力となるには，学校での学びと生活をより密に結び，問題解決的に学習を展開するこ

とが必要なのではないだろうか。つまり問題解決の各段階において，子どもと生活を構成す

る人やものを結びつけ豊かに展開することで，わかり，できるようになった実感が生活とつ

ながり，必要な時に，必要な形に再構成して使うことができる生活の知恵へ変わるのではな

いだろうかと考えた。 

そこで本研究では，新学習指導要領を踏まえ，これまでの豊橋の家庭科研究部の実践，三 

教研の三段階学習に基づき，学びのシステムモデルを作成する。生活を見つめ，生活を支え

る先哲の知恵に気づき，それらを集め，共有し，自分の生活に合わせて構成し，実践し，振

り返る過程で，わかり，できるようになった実感を高める。さらに学びのシステムを軸とし，

それぞれの段階で子どもが豊かに学び，わかり，できるようになった実感を生活の知恵へ変

えるためには，何が必要なのかを考え，段階ごとに子どもと人やものを結ぶ。 

「あの時，教室でみんなとこんなふうにして，こんなものを作ったな。」「ぼくが考えて作

ったものを，家の人が喜んでくれたな。」，「あの時，あの子はあんなものを使って，こんな

ふうに作っていたな。」と，教室で仲間や教師と共に試行錯誤した色鮮やかな風景や思い出

は，これから先，子ども達が生活をよりよく創ろうとする際の力強い後押しになるのではな

いだろうか。豊橋の子ども達が，本研究を通して一層家庭や地域と関わり合い，仲間と共に

学び合い，これからのよりよい生活を創り続けていくことを願う。 
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２ 研究の仮説・手だて 

 

 

 

 

（１）学びのシステムを軸に追究を深める 

   学びの段階を明確にし，そのシステムを軸として追究を深める。生活を見つめ，先哲

の知恵に気づき，共有し，自分の生活に合わせて構成し，実践し，振り返る過程で，わ

かり，できるようになった実感を高めるようにする。 

（２）豊かに学ぶ子どもの姿を思い描き，人やものを結ぶ 

①【想像する段階】 子どもと題材に橋を架ける 

  既知で身近なことから興味がわくようにしたり，既習事項を家庭科の見方・考え

方から捉え直させたりして，子どもと題材を結ぶ。題材に出あい，体感したり，生

活と結び付け考えたりして，目ざす姿を想像し問題が自ずと見えてくるようにする。 

②【集める段階】 子どもと家庭・地域に橋を架ける  

   生活を支える根拠ある知恵は，子どもの日常生活では見えにくい。そこで，「家庭や

地域では，どうしているのか」「どうしてそうすることがよいのか」と問い，子どもと

家庭・地域を結ぶ。そうすることで，子どもが，生活を見つめ，広く，深く情報を収集

したり，「これは使えそうだ」と，材料を集めたりすることができるようにする。 

③【発想する段階】 子どもと子どもに橋を架ける 

情報を共有したり，解決するためにアイデアを出しあったりするようにして，子ども

と子どもを結ぶ。そうすることで，多くの情報を得たり，自分とは異なる考えに触れた

りして考え，豊かに発想することができるようにする。 
④【組み立てる段階】 情報と情報に橋を架ける 

 得た情報を付箋で整理し，実践計画を立てるようにして，情報と情報を結ぶ。根拠を 
もち情報を取捨選択したり，結び付けたりして，目ざす姿に近づくための方法を具体的

に組み立てることで，わかるようになった実感を高めるようにする。 
⑤【実践する段階】 子どもと子ども，家庭・地域に橋を架ける 

   見聞きし，教え教わったりして，協働して製作するようにして，子どもと子どもを結

ぶ。また，家庭・地域で実践したり，アドバイスを受けたりして，子どもと家庭・地域

を結ぶ。そうすることで，仲間や教師，家族や地域を通してさまざまな解決を経験し，

できるようになった実感を高めるようにする。 
⑥【振り返る段階】 知識と経験に橋を架ける 

  構成した方法を基に実践を振り返るようにして，知識と経験を結ぶ。「どうすると，

さらに目ざす姿に近づくのか」と考え交流し，システムを再び回したり，実践を終えた

経験を交流し，生活を自らよりよくできたことを実感したりするようにする。 

仮説 学びのシステムを構築し，豊かに学ぶ子どもの姿を思い描き，子どもや地域の実

状に合わせて，システムの段階ごとに人やものを結べば，子どもは，わかり，できるよ

うになった実感を生活とつなげ，生活の知恵へ変えることができるだろう。 
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想像する

集める 

発想する 

組み立てる 

振り返る 

【生活を見つめ，情報や材料を集める】 

・なぜそうなっているのかな 

・どうして，こうするのかな 

・これは，材料として使えそうだ 

【仲間と情報を共有し，発想する】 

・僕の家の方法とは違うな 

・そういう方法もあるんだな 

・こんなふうにすると，よいかな 

【情報を整理し，計画を立てる】 

・どういう順で作るといいのかな 

・この方法も取り入れてみよう 

・なるほど わかったぞ 

【計画を基に実践を振り返る】 

・ここが，うまくできたよ 

・ここは，もっとこうするとよくなるな 

・これは，他の時にも使えるかもしれない 

学びの 

システム 

子どもと 

題材に 
【題材と出あい，想像する】 

・こうしたらできるかな 

・私もできるようになりたい 

実践する 

子どもと 

家庭・地域に 

子どもと 

子どもに 

情報と 

情報に 

子どもと 

子どもに 

家庭・地域に 

知識と 

経験に 

【学校，家庭・地域で実践する】 

・自分でできたぞ 

・○○さんは，そういう方法でやるんだね 

・お母さんからアドバイスをもらったよ 

かに学ぶ姿を思い描き を架ける 
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３ 実践 

（１）５年「未来へつなぐ ぼく・わたしの前掛けプロジェクト 

～ミシンの直線縫い（三つ折り）を生かした前掛け作り～」 

本資料では，各段階における学習の流れと，結んだ人やものを示す。そして，３人の子どもの振り返
りを基に，「わかり，できるようになった実感が生活とつながり，必要な時に思い出し，必要な形に再構
成して使うことができるような生活の知恵へ変わる」という視点から，実践を分析する。 

想像する段階では，子どもが学んだ三つ折りの方法を生かして，教師が製作した前掛けを観察したり
着用したりするようにした。そうすることで，「学んだことを生かせば，できそうだ」と，製作に見通し
をもったり，生活のなかで目にすることの多いエプロンとの違いを考えたりして，目ざす姿を想像し問
題が自ずと見えてくることを図った。 

 
                            
 

学習の流れ 第１時 先生の前掛けを見てみよう 

□ 題材に出合う □ 丈・幅・柄が異なる簡単な構造の前掛けを見る 
□ 体感し比べる □ 前掛けを手に取り観察したり，着用したりして，比べる 
□ 想像する □ 自分は，どう作りたいのかを図や言葉で表現する 

 
Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

ポケットをつけることで大はば
に正のうをよくしポケットを⼩物
入れと，全体てきにいろんな物を入
れるやつや，大事な物に分けた。自
分でも何がいいかなやんだけど，や
っぱり⼀番せいとんできるのがい
いと思ってポケットがいいと思い
ました。僕の考えたこのエプロンは
お祭りのときやけどたいさくや花
火を入れるときにも使えると思っ
て考えたので，このエプロンは正
（性）のうがいいと思います。 

エプロンでは，三つ折りは必要
で，三つ折りをやったかいがあっ
たなあと思いました。確実に最初
の⼀回目より上手くなっているの
で，エプロンでは⼀番いい三つ折
りにしたいです。あと，先生の三
つ折りはすごく上手で，ぼくもさ
いしゅう的には，あんな三つ折り
ができたらなあと思いました。 

 今日，先生のエプロンを
見て思ったことは，三つ折
りを活用してひもをくっ
つけてあったのでぼくも
できるようになりたいと
思いました。また，エプロ
ンに前だけや⼀回転でき
るものやがらがついたエ
プロンがあったけれど，ぼ
くは，ポケットをつけてみ
たいです。 

地域の祭りを終えた休み明けの
授業で，祭りで使う前掛けを作りた
いと考えたＡ児。「やっぱり⼀番」か
らは，題材に出合い，生活経験と結
び付け，作りたいものを具体的に想
像する姿がうかがえる。 

「やったかいがあった」からは，
前時までの学びを生かす方法に出
合い，期待を膨らませる姿がうか
がえる。また，「さいしゅう的には，
あんな」からは，教師が製作した
前掛けにふれ，目指す姿を想像す
る姿もうかがえる。 

 前時までの学びを生か
して，紐をつければ，自分
でもできそうだと考えた
Ｃ児。「みたい」からは，漠
然とではあるが，作りたい
ものを想像する姿がうか
がえる。 

 

想像する 三つ折りを学習した子ども 三つ折りを生かした前掛け 
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学習の流れ 家庭での学習活動 

□ 生活を見つめる □ 前掛けやエプロンには，どのようなものがあるのかを探す 
□ 情報や材料を収集する □ 施された工夫やその根拠を聞いたり，考えたりする  
 
発想する段階では，豊橋市で古くから製造されている帆前掛けの知恵や現状に触れることで，「仕事

着」「身のまわりにある伝統文化」という，新たな視点をもち，より豊かに発想できることを図った。 
 

 
 

学習の流れ 第２時 家では，どんな前掛けやエプロンを使っているのかな 
 

□ 情報を交流する □ 学級全体で情報を出し合う 
□ 新たな情報を得る 
（情報に偏りがある場合） 

□ 生活のなかで前掛けを使う姿があまり見られなくなり，情報はほぼ，
エプロンに通ずるものであることが予想された。そこで，社会科で中
京工業地帯の繊維業を学んだ子どもに，かつて国内有数の生産地で
あった豊橋の帆前掛けに出合わせた 

□ 情報を比較し発想する □ 新たな視点や自分の考えを基に，製作したいものを発想する 
 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
前掛けは豊橋が有名だと初め

て知ってびっくりした。でも伝と
うがつげず，おわったかと思った
けど今，東京の会社と協⼒して伝
とうをつづけていることも初め
て知りました。僕は前かけ，カフ
ェエプロンみたいなやつじゃな
くて，かたまで作ろうと思ってい
ます。ちゃんとけいかくどおりに
作れると思います。それと，会社
が経営できるといいです。 

今回は，動画や先生の言っ
たことを行（生）かして，前き
かくを少しへんこうしまし
た。理由も考えることで，「こ
っちよりあっちの方が良いか
な？」などと考えれ（られ）る
ので，理由を考えてよかった
です。それと，豊橋が布の生
産地だったなんて，びっくり
しました。 

 今日，織物の動画を見てぼくは
ロゴいりのエプロンにしました。
前かけもいいと思ったけれど，ぼ
くはやっぱりエプロン（すいじよ
う）の方がいいです。二川本陣の
近くにある〇〇（店名）に北斗の
券（拳）やドラゴンズのマークが
ついた前かけがあったので，また
見に行きたいです。 

「僕は」「じゃなくて」からは，
情報を比較して，肩まであるもの
を作ろうと発想する姿がうかが
える。 

「へんこうしました」「こっ
ちよりあっちの方が」からは，
情報を得て，比較し，自分な
りの根拠をもち発想する姿が
うかがえる。 

情報を比較して「ぼくはやっぱ
り」とエプロンに決めたＣ児。「ま
た」からは，動画でロゴの意味に
ふれ，前掛け展での経験とつなが
り，ロゴへの関心を高める姿もう
かがえる。 

 

集める 

発想する 

 

前掛けに出合った子ども 家庭・地域 

情報を収集した子ども 情報を収集した子ども 
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組み立てる段階では，作り方をスケッチブックに付箋を用いて試行錯誤することで，作り方の理解
を深めるとともに，自ら組み立てた計画とその根拠を残し，対話や実践，改善に生かしたり，思考を
視覚化することで，わかるようになった実感を高めたりすることを図った。 
 
 
 

学習の流れ 第３時 未来へつなぐ ぼく・わたしの前掛けプロジェクト パートⅠ 
 

□ 情報の取捨選択 □ 自分の製作に必要な，実現可能な情報はどれなのかを選ぶ 
□ 製作計画を立てる □ よりよい製作計画を，付箋を用いて試行錯誤する 
□ アドバイスし合う □ グループで互いの製作計画を見て，アドバイスし合う 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
作るのはかんたんだと思ったけど，

ふせんで計画を立てようとすると，い
っぱいぬけている所がいっぱいあっ
て手順も間ちがえていたし，ぬけてる
所がでないように，教科書を日ごろか
らよく読むようにしたいです。僕たち
も前かけを作るときは，⼀生けん命伝
とうを守る人たちと同じような気持
ちでがんばりたいです。そして前やっ
た三つおりももっとうまくできると
もっと自分的にいいと思います。 

みんなで意見を出しあう
のは，すごく重要だと改め
て思いました。ぼくが，これ
ぐらいでいいやと思ったこ
とでも，みんなは，ぼくより
も，もっといっぱいふせん
をはっているのでおどろき
ました。みんなで意見を出
すと，見落としていたこと
がよく分かるのでいいと思
いました。 

 前かけの順じ（じょ）をふせ
んにかいてはっていったら６
こしかなかったけれどみんな
のいけんをきいたら１５こに
なった。お⺟さんが見せてくれ
たエプロン（前かけ）は，タオ
ルがかかるようになっていた。
つくるのがとても楽しみ。 

前時の振り返りで「作れると思いま
す」と書いていたが，自ら作り方を組
み立てることで，「かんたん」ではな
かったことに気づいたＡ児。伝統文化
を守る人の努⼒という情報と重ね，
「僕たちも」「もっと」と，製作へ意
欲を高める姿がうかがえる。 

 「よく分かるのでいい」か
らは，仲間と製作計画をア
ドバイスし合うことで，自
分の製作計画が，よりよい
ものになり，気づいていな
かった点がわかったことを
実感する姿がうかがえる。 

 自分の製作計画がより細か
くなったことを実感している
Ｃ児。「とても楽しみ」からは，
前時に発想した中から，「お⺟
さんが見せてくれた」タオル掛
けを作ることを決め，製作へ意
欲を高める姿がうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組み立てる 

 
情 報 情 報 

 計画を組み立てる 

振り返りを 

貼り重ねる 

【子どものスケッチブック資料】 
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 実践する段階では，見たり聞いたり，教え教わったりして協働して製作することで，さまざまな解
決を経験し，できるようになった実感を高めることを図った。また，製作途中で生活へ持ち帰ること
で，実際に使い改善方法を発想したり，家の人からアドバイスをもらったりできるようにした。 
 
 
 

学習の流れ 第４・５時 未来へつなぐ ぼく・わたしの前掛けプロジェクトパートⅠ 
 

□ 協働して製作する □ 仲間の製作を見て取り入れたり，互いに教え合ったりする 
□ 生活へ持ち帰る □ 製作途中の作品やスケッチブックを持ち帰り，実際に使ったり，家の人

に相談したりする 
 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
前かけを作るときぎんがむチェ

ックでやったとき何㎝か計ったと
き，四角部分の下になったので，
線をひくとき，何もいらなく正確
にひけました。これからもぎんが
むチャック（チェック）を使えば，
正確にかんたんにちゃんとひける
ので，これからはがらもいいし，
こうりつがいいから，ぎんがむチ
ャック（チェック）を使っていき
たいと思いました。前かけ作りう
まくいくといいと思います。 

 今日ぼくが分かったことは，無しさ
れやすいけど，さいほうには，細かい部
分がとても大事なんだなあということ
です。例えばうらに型紙の線をひけば，
表に線がのこらなくて，見栄えがとて
もよくなるとかだからです。家庭科に
とどまらず，いろいろなところでも細
かい部分は見落とさないようにしよう
と思いました。 

 今日，前掛けづくり
が始（ま）りました。本
体の布をたつのをしま
した。最初は矢（失）敗
しそうだったけれど，
うまくいったと思うの
でよかったです。これ
からどんどん完成に近
ず（づ）いていくので完
成がとても楽しみにな
りました。 

 購入したギンガムチェックの布
が，直線の柄のため「正確に」線を
引くことができたＡ児。「これから
も」「これからは」からは，この経
験を，自分の生活のなかで必要な
時に生かしていきたいと考えるＡ
児の姿がうかがえる。 

 「とても大事なんだなあ」からは，自
ら組み立てた作り方に基づき製作した
からこそ，細かな部分の大切さに気づ
き，わかるようになったことを実感す
る姿がうかがえる。「家庭科にとどまら
ず」からは，わかったことを自分の生活
に生かそうとする姿もうかがえる 

 「とても楽しみ」から
は，本時の製作がうま
くいったことから，自
信を高め，今後の製作
へ意欲を高める姿がう
かがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 

実践する 

 
製作する子ども 製作する子ども，家庭・地域 

【アドバイスし合う児童】 【協働して製作する児童】 
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学習の流れ 第６時 未来へつなぐ ぼく・わたしの前掛けプロジェクト パートⅠ 
 

□ 計画を基に実践を
振り返る 

□「うまくいった点」「次にどうすれば，より自分の製作したい前掛けにな
るのか」という視点から計画を振り返る 

□ 仲間と交流する □ 振り返りを，学級全体で交流する 
 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
自分のかわからなくなるから

Ａ・Ａをつけたりすれば，たぶん
個人情報がもれないし自分のかも
わかる同じＡ・Ａがあってもマー
クをつけてしまえばいい。ポケッ
トをつかえば，しゅうのうできる。
ポケットを何こもつけるより，大
きなポケットをつくったほうがい
いと思った。ひもにはさんでしば
れば，おちないし，うまく活用で
きる。少ない材料でどれだけうま
く上手にできるか楽しみです。前
かけじたいは，うまく作れなかっ
たけど進化させるのは，上手にで
きるといいです。 

 今日ぼくは，ポケットを付けた
くて，本体の色にしようと思って
いたけど，話し合いで「ポケット
の位置を分かりやすくした方が
いいんじゃない？」という意見
で，今，本体の色の色にしようか，
ちがう色にしようかまよってい
ます。先生は，どう思（い）ます
か。ぼくも「上につけたら」とい
う意見には，なっとくしました。
理由は，気分によって前かけにし
たりエプロンにしたりと，気分に
よってかえられるからです。 

 今日は，前掛けを進化させ
るアイディアをだしあいまし
た。ぼくは，のこりの布地が
少ないからお⺟さんがみせて
くれた台ふきをかけれるエプ
ロンをまねして材料を少なく
つかえるようにしようと思い
ました。また，昔のネームプ
レートをつくったときにフェ
ルトがまだ少しのこっている
のでそれもつかいたいです。 

第１時で「やっぱり⼀番」とポケ
ットを作ることを想像したＡ児。
「ほうがいい」からは，仲間の考
えを聞き，比較したうえで，自分
が作りたい前掛けのイメージをよ
り明確にし，改善へ動き出そうと
する姿がうかがえる。 

 仲間と考えを交流するなかで，
ポケットの色の判断に迷ってい
る。「なっとくしました」からは，
エプロンの胸当て部分の製作を
しようと，仲間の発想を取り入れ
ることに決め，目ざす姿を新たに
する姿もうかがえる。 

 購入ではなく，「材料を少な
く」と考えたＣ児。総合的な
学習の「地球温暖化」とつな
がったのかまでは読み取れな
いが，前題材での残りの材料
に目を向け，改善へ動き出そ
うとする姿がうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

振り返る 

 
自ら組み立てた製作計画 実践の経験 

 

【児童の改善のイメージ】 
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学習の流れ 家庭での学習活動 

 
□ 生活の中で製作品

を見つめる 
□ 前掛けとスケッチブックを持ち帰り，使ったり，家にあるものと比較し

たり，新たな材料を集めたりする 
□ アイデアを生む □ 改善できないかと考えたり，聞いたりして，アイデアを生む 

 
 
 
 

学習の流れ 第７時 未来へつなぐ ぼく・わたしの前掛けプロジェクト パートⅡ 
 

□ アイデアの交流 □ 学級全体でアイデアを出し合う 
□ アイデアの取捨選択 □ 改善に必要な，実現可能なアイデアはどれなのかを選ぶ 
□ 改善計画を立てる □ 改善の手順を，付箋を用いて試行錯誤する 
□ アドバイスし合う □ 同じような改善をする仲間と，アドバイスし合う 

 
Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 

ポケットは大きくないと以外（意外）
とはいらなくて，三つおりの部分を考
えて型紙をつくらないと失敗してしま
うから，考えて切ることが難しかった。
僕は，ポケットをつけたら，来年お祭り
でつかってどこに花火があったかわす
れないようにして，楽しみたいです。も
ししんかしたらマークてきなものもつ
けてみたいです。きのうせいをしんか
させてから外けんをすごくしたいで
す。 

 今日ぼくが分かったことは，
最初に習った三つ折りは，何に
でも使えるんだなあというこ
とです。なぜなら，上を作る時
も，ひもをつける前に三つ折り
をするし，ポケットも三つ折り
するし，前かけも三つ折りする
からです。三つ折りを上手にな
れば，ぬい物は，大幅に技術が
上がると思いました。 

 今日は，前掛けの進化さ
せる手順をかきました。タ
オルかけとぬいなおしと
ポッケをつくるよていで
す。ポッケをつくったら，
けっこうきつきつだった
ので，もういっかいくふう
して⻑さをきめなおした
いです。 

ポケットの型紙を作りながら，改善
計画を立てていたＡ児。「以外（意外）
と」からは，新聞紙で型紙を作り試行錯
誤するなかで，ポケットの作り方の理
解を深める姿がうかがえる。 

 「何にでも」「上を作る時も」
「ポケットも」「前かけも」から
は，改善計画を立てることで，
三つ折りの有用性を感じる姿
がうかがえる。 

 「ぬいなおし」を改善計
画に入れる姿や，新聞紙で
ポケットの型紙を作り「も
ういっかいくふうして」
と，考える姿からは，目ざ
す姿を追究し続けようと
するＣ児の姿がうかがえ
る。  

 

集める 

組み立てる 

 

製作を振り返った子ども 家庭・地域 

アイデアを生んだ子ども アイデアを生んだ子ども 
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学習の流れ 第８・９時 未来へつなぐぼく・わたしの前掛けプロジェクトパートⅡ 
 

□ 協働して製作する □ 仲間の製作を見て取り入れたり，互いに教え合ったりする 
□ 生活へ持ち帰る □ 改善途中の製作品やスケッチブックを持ち帰り，実際に使ったり，家の

人に相談したりする 
 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
ポッケは前まで布をつけて，上以外

のところを前かけとぬいつければい
いと思っていたけど，三つおりをする
なんて知りませんでした。時間がかか
ると思って放課の時間（を）けずって
つくりました。僕は不器用でアイロ
ン，つめアイロンが苦手だったけど，
前かけのときよりうまくスムーズに
アイロンできました。苦手なアイロン
をうまくできて，うれしかったです。
時間があまったときは，ししゅうした
り，他の子を手伝ってあげました。家
庭科は苦手だけど，苦手な所を得意に
できると思いました。 

 進化さし（せ）ていって，思った
ことは，何回も三つ折りをやるにつ
れて，三つ折りが上手になっていっ
たので，作品全体が上手くなりまし
た。三つ折りは，何にでも使うので
最初よりはずっとうまくなったと
思います。あと，ひものところをぼ
くは， □しかやってなかったけ
ど，Ｃ児さんのを見たら□とやって
いたのでぼくもＣ児さんみたいに
やりました。ほ強がついたのでよか
ったです。みんなのを見るのもいい
と思いました。 

 いままで進化をやっ
ていって，３進化させ
ようとしたけど，時間
がなくて２進化までし
かいけませんでした。
ぼくは，タオルかけを
作り，自分てきには，う
まくいけたと思いまし
た。 

「時間がかかると思って」からは，
計画を組み立て手順を明確にしたこ
とでポケットの作り方を理解したか
らこそ，見通しをもち，自ら取り組も
うとする姿がうかがえる。「得意にで
きる」からは，第６時で「前かけじた
いは，うまく作れなかった」と感じて
いたＡ児が，できるようになった実感
を高める姿もうかがえる。 

 第１時で，「さいしゅう的には，あ
んな」と三つ折りの技能の向上を想
像したＢ児。「上手になっていっ
た」，「ずっとうまくなった」からは，
目ざす姿に近づいたことを実感す
る姿がうかがえる。「見るのもいい」
からは，Ｃ児の製作を見て取り入れ
たことで，作品がよりよくなったこ
とを実感する姿もうかがえる。 

「自分てきには」か
らは，授業時間内での
改善は途中に終わって
いるが，こだわりをも
ち製作したタオルかけ
ができたことに，満⾜
する姿がうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 

実践する 

 

改善する子ども 改善する子ども，家庭・地域 

【協働して製作する児童】 
【完成した作品】 
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学習の流れ 第 10 時 みんなは，どんな前掛けができたのかな 
 

□ 計画を基に実践を振り返る □ 実践を終えた経験を振り返る 
□ 仲間と交流する □ 振り返りを，学級全体で交流する 
 

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 
みんなそれぞれには，考えがある。僕

はいろいろ入るから大きなポッケ。みん

なにはひもを長くして大人になっても使

える，地球にやさしいエプロンや，いろ

いろある。材料だって買わなくてもい

い。いらないズボンなどから取ればい

い。エプロンには，CO２をださなくても

作れる可能性があるかもしれない。改

造，進化させるときは，いらない物をリサ

イクルして地球にやさしいエプロンを作

ろうとする，他人がすごいと思った。 

 今日ぼくがすごいなあと思った

人は，Ｄさんです。理由は，ひも

を中に通すという発想をするのは

すごいなと思ったからです。ぼく

は，先生のやり方をみたとき，もう

それしか頭になかったので，それ

を改ぞうするなんてできなかった

と思います。あのＤさんのやつ

は，色もかえれるし，長さもかえれ

るのでよいと思いました。 

 今日，前掛け作りのふりかえ

りをしました。ぼくが工夫したと

ころは，ベルトの長さです。長

めに切ってじょうぶに作れば，

大人になったときや，自分の

子どもたちにわたせて，伝統

をうけつぎ，ゴミをへらせるか

らです。冬休みに時間があれ

ば，ポケットをつけたいです。 

第１時から「正（性）のうがいい」エプロ

ンを追究してきたＡ児。 「僕はいろいろ

入る」からは，こだわりをもち製作した自

分の前掛けに自信をもつ姿が読み取れ

る。また，父親のはかなくなったズボン

や，自分が着られなくなった吊りスカー

トの紐を活用して前掛けを製作した仲

間を見たり，Ｃ児の発言を聞いたりした

ことから新たな視点を得たＡ児。「可能

性があるかもしれない」からは，自分が

できるようになったことと生活をつなげ

て，これからへ思いを馳せる姿もうかが

える。 

 第１時で，あんな三つ折りがで

きるようになりたいと想像し，第４・

５時では，型紙の線のひき方に

ついて考え，裁縫の技術を追究

してきたＢ児。本時で胸当て部分

の三つ折りに紐を通し，首の後ろ

でしばるＤ児の製作品にふれ，

縫うだけでなく，通すという新たな

方法に気づいた。「色もかえれ

る」「長さもかえれる」からは，新た

に知った方法のよさを，これから

の生活とつなげて考える姿がうか

がえる。 

 第２時で前掛けのロゴの意

味を知り，「ロゴいりの」と発想

し，第３時で母親が見せてく

れた前掛けのタオル掛け部分

をつけることを決め，追究して

きたＣ児が，本時では，自分

が工夫した点は，ベルトの長

さであると発言した。「伝統をう

けつぎ，ごみをへらせる」から

は，新たな視点をもち，これか

らの生活に目を向けて工夫し

たことによさを感じる姿がうか

がえる。  

 
Ｂ児： あの，紐の所をほつれさせないために，三つ折りにしたんだけど，ほどくときに厚くなったので，やりやす

くなった。 

Ｃ児： えっと，自分のやつで，ベルトを予定より，ちょっとだけ長く作って。なぜかと言うと，未来とか，他の人と

か，自分の子どもとか，大人になった時にも使えるから。 

Ｓ： おお。（拍手） 

Ｔ： Ｃさん，なんで未来に使えるといいの。 

Ｃ児： そうすると，資源とか，ええっと，ＣＯ２とかの排出も，ごみにならないし。 

【授業記録】 

振り返る 自ら組み立てた改善計画 実践の経験 
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（２）５年「未来へつなぐ オンリーワン前掛けトライ」 

 
 本実践では，豊橋伝統の帆前掛けと出あった子どもたちが，前掛けの知恵に触れ，三つ折りの仕方や

ミシン縫いなど裁縫の技能を高めながら，自分だけのオンリーワン前掛けの製作に取り組んだ。各段階

ごとに「人・もの・こと」とのつながりをもたせ，子どもたちの意欲が持続するようにした。 
  
 
 

    
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
  
 
 

想像する

集める 

前掛けを見てみよう① 

・紐を腰に巻き付けて使う衣服なんだね 
・布をミシンで縫って作るんだね 
 

○前掛けについて知ろう 

・布の端は三つ折りがしてあるね 
・三つ折りなら習ったから，できそうだよ 
・ミシンを使えば簡単に作れそうだね。自分の前 

掛けを作って使ってみたいな 

○前掛けを作ってみたいな 

豊橋の伝統の帆前掛けを知ろう② 

○帆前掛け作りの職人さんに話を聞こう 

・豊橋にこんな伝統産業があるんだ 
・帆前掛けなんてはじめて見たよ 
・昭和時代に帆前掛けがたくさん生産されて使わ 

れていたんだね 

○前掛けは、どう使われていたのかな 
・米屋や八百屋で働く人が掛けてたっていうこ 

とは，動きやすいんだね 
・調理をするときのエプロンみたいに使えるね 
・自分の服に汚れがつかないようにするためや， 

作業をしやすくするために掛けるものなんだね 
 
家にあるエプロンや前掛けを調べてみよう 
            （家庭実践） 

・丈が長いから，着ているスカートが汚れなくて 
いいってお母さんが言っていたよ 

・大きなポケットにハンドタオルを入れておける 
から便利 

・エプロンや前掛けにはいろいろな工夫やよさが

あるんだね 

○自分の作りたい前掛けを図や言葉で表現しよう 

・家で料理をするときに掛けられる前掛けに 
したいな 

・三つ折りをすごくきれいにしたいな 
 

豊橋伝統の帆前掛けの実物を

提示すると，「かっこいい」 

「布が厚くて丈夫そう」という

声があがった。 

 教師の自作の前掛けから，布

の端に既習の三つ折りが使われ

ていることをつかんだ。 

 当初は帆前掛け製造工場の職 

人さんを学校に招いてお話を聞 

かせていただくことや，実際に 

工場を見学させていただくこと 

を予定していたが，新型コロナ 

ウィルス感染症の影響で断念し 

た。 

 教師が社長さんから伺ったお 

話や工場の様子を撮影した写

真，会社のパンフレット等を資

料に，昭和時代からの豊橋の伝

統産業であることを理解できる

ようにした。 

【豊橋伝統の帆前掛け】 【豊橋で製造を続ける工場         

（株）エニシング HP より】 

学びの 

システム 

【昭和時代からの製法を守る

帆前掛け工場内の様子】 

想像する 

集める 
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発想する 

実践する 

前掛けの工夫やよさを紹介しあおう③ 

オンリーワン前掛け作りにトライしよう⑤⑥⑦⑧ 

・動きやすく短めにしたいからすそをもっと切ってみよう 
・ポケットは工具が入るように細長く大きめにしよう 

・イメージ通りの形にできたよ 

・手順通りにできたよ 
・習った三つ折りがきれいにできたよ 
・前掛けが作れてうれしいな 

・丈が長いものは着ている衣服が汚れなくていい

し，短いものは動きやすくていいね 
・布が厚いと破れにくくて丈夫。薄い布は洗濯して 
も乾きやすいよ 

・布の種類，丈，幅，紐の太さや長さ，ポケットの

有無，装飾などが違いやその理由がいろいろある

のがわかったよ 

組み立てる 

自分だけのオンリーワン前掛けをデザインしよう④ 

・お菓子を作る時に掛けたいし，見た目がおしゃれなのが 
 いいから動きやすい短めのカフェエプロン風に作るよ 
・食器洗いのお手伝いの時に掛けたいから，ハンドタオル

が取り付けられる前掛けにするよ 
 

○作りたい前掛けの完成図を書こう 

○製作計画を立てよう 

・前掛けを作るときの順序はこれでいいかな 
・みんなで話し合って、ふせんを増やしたり順番を入れ替

えたりすることができたよ 
・手順がくわしくわかってきたよ 

○型紙を作ろう（本時） 

○布、紐の準備をしよう（家庭実践） 
・料理が楽しくなるような明るい色の前掛けにした 

かったから，オレンジ色の布を選んだよ 

・掛ける目的や好みに合った布と紐が選べたよ 

○布を裁つ→三つ折りをする→ミシン縫い 

【作りたい前掛けの完成図

を基に話し合う子どもたち】 

作りたい前掛けについて

具体的にイメージできるよ

うに、丈・幅・紐・ポケット・

装飾の観点を示した。 

 

【もう少し幅を

広げてみたいな】 

【型紙ができたよ】 

容易に丈や幅が変更できる

ように，新聞紙を使用して型

紙作りを行った。思い通りの

形に仕上がり満足そうであっ

た。 

型紙作りの作業の中で，紐の長さにつ

いて追究していた子は，「写真で見た帆前

掛けの紐の結び方がしてみたいから（一

度後ろへ回して前にもってきて結ぶ）新

聞紙でやってみたら，長い紐が必要なこ

とがわかった」と，型紙作りから新たな

発想を得ることができた。 

 

 前掛け作りに必要な材料 

については家庭にお願いし 

た。二川の商家に帆前掛け 

の布が売られていることを 

紹介すると，実際に見に行 

ってきた，という児童もい 

た。 

 掛ける目的や好みに合っ 

た布や紐を用意することが 

できていた。 
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振り返る 

改善計画を立てよう（家庭実践） 

・服を汚さないために掛けるなら，上部にもう一枚 
布を縫い付けてエプロン型にしたほうがいいね 

・ポケットは付けないつもりだったけど，友達の前 
掛けを見たらポケットが役立ちそうで付けたくな 
ったよ 

・加えられそうな工夫や使えそうな材料がわかったよ 

前掛けファッションショーをしよう⑨ 
〇友達と作品を発表しあい，改善点を見つけよう 

集める 

組み立てる 

・家にあった布を使って、やっぱりポケットを作ろう 
・おばあちゃんにアイデアをもらったよ 
 

実践する 

 

振り返る 

オンリーワン前掛けを完成させよう⑩ 

・掛けた時の安定感があるように，腰に巻いてから前 
で結べるくらい腰紐を長くすることにしたよ 

・前掛け作りの職人さんの丁寧な作業を思い出して， 
ミシンをもう一度かけ直すことにしたよ 

・願い通りのオンリーワン前掛けにすることができたよ 

前掛けを発信しよう⑪ 

・市民館祭りで展示して地域の方にも見てもらいたいな 
 

変容した子どもの姿 
はじめて知った豊橋伝統の帆前掛けを，自分なりの工夫によりオンリーワン前掛けとして完

成させることができた。前掛けのよさをこれから先の未来にも伝えていこうとする気もちが高
まった。 

 既習の三つ折りで前掛け本 

体の布端の始末とポケット口 

の始末ができるため，製作は 

大変スムーズに進めることが 

できた。 

 自分の手で，身に着けられる 

衣服を完成させることができ 

た，という達成感を得られた。 

新型コロナウィルス感染症の影響で市民館祭

りは開催されなかったので展示の機会は逸した

が，調理実習の際は自作の前掛けを掛けて作業し

たり，「家でも使っているよ」と話したりするな

ど，前掛けを大切にする姿が見られた。 

 作品を家庭に持ち帰り， 

家の人のアドバイスを受け 

ながら，改良を加えた。 

 着られなくなった服をリ 

メイクしてポケットを作

る，などサスティナブルな

視点を取り入れる児童もい

た。 

【ポケット位置と付け 
方を工夫した作品】 

【脇にゴムテープを

縫い付けた作品】 
【DIY の時に掛けた   

い丈が長めの作品】 
【ポケット部と紐を

同柄にした作品】 
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 （３）６年「家族のために I💛豊橋定食 ～工夫しようおいしい食事～」 

予想される学習活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 

豊
橋
の
野
菜
調
べ 

・豊橋で有名なものって何だろう。 

豊橋は何が有名なのかな 

・３年生のときに社

会で勉強したよ。 
・豊橋ではキャベツ

がたくさんとれ

るって聞いたよ。 

・菜めしと田楽が有

名だよ。 
給食にも出るね。 

・トマトもたくさん

とれるよ。 

・豊橋では何がよくとれるのかな。 

〈栄養教諭〉 

・給食では豊橋産学校

給食の日があって、

豊橋の野菜をたく

さん使っているん

だって。 

豊橋の特産物を調べよう 

〈地域で野菜作りを 

している方〉 

・一生懸命に作ったト

マトを捨てられる

と悲しいと言って

いたよ。 

②③ 

おかず（主菜、副菜）を組み合わせて二品作りに
チャレンジ 

・修学旅行で奈良や京都のお土産を調べたよ。

奈良漬や八ツ橋が有名みたいだよ。 

総合的な学習 
修学旅行 

・１食分はどうやって作るのかな。 

学びの 

システム

豊橋の野菜を使って家族のために１食分の食事を 
作ろう 

・レシピができたよ。食材を買いに行こう。 

【栄養教諭の先生に、給食は豊橋の野

菜がたくさん使われていることを

聞いたよ】 

〈近隣のスーパー・広告な

ど〉 

・ｽｰﾊﾟｰに買い物に行った

ときにどんな野菜がお

いてあるか見てみよう。 

〈資料（ＪＡなど）〉 

・豊橋は全国の中で生産量

が上位を占める野菜が

たくさんあるんだね。 

【地域の方にお話を聞いた振り返り】 

二品作りのレシピを作ろう 

・一つ一つの野菜に作り手の思いが込められているんだね。 
・その土地で作られたものを、その土地で食べるとおいし

いんだって。地産地消と言うんだって。 
・豊橋で作られたものを使って料理を作りたいな。 

・５年生のときにほうれん草をゆでたし、６年生では野菜

をいためたから両方とも作れるよ。 

・どうやって二品同時に作るのかな。 

・もっとくわしく知りたいな。 
作っている人に話を聞いてみたいな。 

【2年生の野菜作りや5年生の米作り

でお世話になった地域の方からお

話を聞いたよ】 

想像する

集める 

【二品のレシピノート作り】 

買
い
物
調
べ 

・ゆでるといためるをどん

な手順で作るといいのか

な。 

④ 

【豊橋の野菜調べをした振り返り】 

・先に材料を全部切ってか

らこんろを使うといいの

かな。 

発想する 

組み立てる 

 家庭との 
つながり 
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・レシピノートの通り

に作ることができ

たよ。 

二品のおかずを作ろう 

・沸騰を待っている間

に野菜を切ろうと

思ったら、すぐに沸

騰して切れなかっ

たよ。 

・使う食材は一度に切ってお

くと調理台が片付いて調

理しやすかったよ。 

〈値段〉 
・安い方がいいな。 

⑦⑧ 

〈量〉 
・たくさん食べたいか

ら多く入っている

のがいいな。 

〈賞味期限〉 
・長い方がいいよ。 

・加工食品はどれを選んだらいいのかな。 

・食品を選ぶときには、値段や量だけでなく安全にも気を

つけたいな。 

・加工食品は種類がた

くさんあってどれ

を買えばいいか迷

うなあ。 

・生鮮食品の見分け方

があるんだって。新

鮮な食材を選びた

いな。 

〈好み〉 
・色がきれいなもの。

いつも家で食べて

いるもの。 

・お湯を沸かす時間を使って

野菜を切ると時間短縮に

なるね。 

⑨ 

買
い
物
調
べ 

効率よく調理するための手順を考えよう 

食材はどうやって選ぶとよいのかな ⑤⑥ 

実践する 

【食材選びをした振り返り】 

【近隣のスーパーで食材選び】 

【ウインナー選びをした振り返り】 

【お家の人に買い物インタビュー】 

【三色野菜いためと 
ほうれん草のおひたし】 

【ウインナー選び】 

【二品のおかず作り】 

【二品作りの感想】 【レシピノートを見直すための話し合い】 
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どの野菜をメインに使おうかな 

・おいしく食べるためにはどうやって調理すれば

いいのかな。 

〈家の人に聞こう〉 
・家族が苦手な野菜は

小さく切って食べ
やすいようにして
いるんだって。 

〈栄養の先生に聞こ

う〉 
・使う野菜に合う食材

を教えてもらった

よ。野菜だけじゃな

くて肉を使うと味

が出ておいしくな

るんだって。 

〈野菜を作っている
人に聞こう（生産
者）〉 

・おいしく食べるため
の調理法を手紙や
電話で聞いたよ。 

⑩ 

〈インターネットや本
で調べよう〉 

・いろいろな調理法が
あるよ。たくさんの
料理ができそうだ
な。 

〈飲食店の人に聞こ

う〉 
・校区にある飲食店

で、選んだ野菜をお

いしく食べるため

の料理を教えても

らったよ。 

おいしい豊橋定食を作るためのこつを調べよう 
⑪ 

・こつがわかったよ。 
どんな手順で作るといいのかな。 

集める 

豊橋の野菜を使って家族のために豊橋定食を作ろう 

・二品同時に作る手順がわかったよ。次は家族のための料理を

考えよう。 
【二品作りを見直すための話し合い

の授業記録】 

Ｔ：二品作りをしてどうだった

かな。 
Ｃ１：湯をわかしている間に野

菜を切る予定だったけど、おひ

たしの湯がはやく沸騰してレシ

ピノート通りいかなかった。 
Ｃ２：野菜いためを先に作った

から、少し冷めた。ほうれん草

のおひたしは冷めてもいいから

先に作るとよかった。 
Ｔ：どうして冷めたらだめなの

かな。 
Ｃ３：冷たくなった野菜いため

よりあったかい方がおいしい。 

〈キャベツ〉 
・豊橋でたくさん作ら

れているキャベツ

にしよう。 

〈大葉〉 
・生産量全国１位の大

葉を使おう。 

〈冬瓜〉 
・低カロリーのダイエ

ット食だよ。 

〈ﾄﾏﾄ・ﾐﾆﾄﾏﾄ〉 
・伝統野菜のトマトを

使いたいな。 

〈スナップえんどう〉 
・ﾋﾞﾀﾐﾝＣがﾄﾏﾄの３倍

もあるんだって。 

〈ナス〉 〈玉ねぎ〉 

〈ブロッコリー〉 
・生産量全国２位のブ

ロッコリーを使っ

てみたいな。 

振り返る 

【二品作りの家庭実践】 

想像する

【二品作りを見直すための話し合い前後の

レシピノートの比較】 

【話し合い前】 【話し合い後】 

料
理
の
こ
つ
調
べ 

お
か
ず
調
べ 
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・レシピができたよ。早く作りたいな。 

豊橋の野菜を使ったおかずを作ろう ⑬⑭ 

・レシピノートを見な

がら効率よく作る

ことができたよ。 

・どの順番で作ると効率よ

く作ることができるか

な。 

・家族に喜んで

もらえてうれ

しかったよ。 

・これからも誰

かのために料

理を作りたい

な。 

〈家庭実践〉 
・家で家族の○○のために豊橋定食を作ろう 

・根菜は火の通りがいいよ

うに薄く切ろう。食べや

すい大きさはどれくら

いかな。 

・足りない栄養素は、

みそ汁の実で補う

といいんだね。 

・豊橋でよくとれる野菜を

組み合わせて作るよ。 

豊橋定食のレシピを作ろう 

・友達の作った

おかずも作っ

てみよう。 

家族のために豊橋定食の献立を立てよう ⑮ 

⑫ 

家で豊橋定食を作った報告会をしよう 

・栄養教諭の先生に献

立の立て方を教え

てもらったよ。 

⑯ 

・家で何回も練習した

から学校でも上手

に作ることができ

たよ。 

組み立てる 

【栄養教諭による献立の立て方の授業】 

・１食分の食事の計画が立てれたよ。 
家で家族のために作ろう。 

・１食分の献立にしてお家の人にも食べてもらいたいな。 

【家族のための豊橋定食のﾚｼﾋﾟﾉｰﾄ】 

家
庭
実
践 

料
理
の
練
習 

実践する 

発想する 

組み立てる 

実践する 

振り返る 

【ブロッコリーとウインナーの簡単いためとふろふき大根】 

【豊橋の野菜を使ったおかず作り】 

【家族のための１食分の献立】 

【家族のための豊橋定食の計画】 
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４ 研究の成果と課題 

 

本研究では，新学習指導要領を踏まえ，これまでの豊橋の家庭科研究部の実践，三教研の三段階学習を分

析し見えてきた一連の学習過程を各段階ごとに分け，「学びのシステム」モデルとして設定した。そして，こ

れまでも取り組んできた学習過程を「さらなる充実」という視点から捉え，子どもの環境を構成するさまざ

まな「人・こと・もの」の何があることで，子どもはよりその段階を豊かに学ぶことができるのかをイメー

ジし，段階ごとに調整を図り研究に取り組んできた。 

５年生家庭科「生活を豊かにするための布を用いた製作」における「三つ折りの技能を生かした前掛け作

り」の「組み立てる段階」では，子どもは精査した情報を，自分なりに前掛けを作る手順として再構成した。

付箋を用いてスケッチブックに手順を組み立てるようにしたことで，思考を視覚的に捉えることができ，情

報と情報がつながりやすくなった。また，組み立てた手順が仲間にも見えることで比較がしやすく，仲間が

アドバイスをしやすいようにもなった。「組み立てる段階」では，福岡小学校の６年生の実践同様，付箋やス

ケッチブックという道具や再構成した知識を同世代の仲間と共有する場を調整したことで，子どもがより豊

かに学ぶことができたと考えられる。さらに「実践する段階」では，スケッチブックや製作途中の作品を家

庭に持ち帰ることで，生活の中で使ってみたり，家族から具体的なアドバイスをもらったりして，よりよい

ものにしようとする姿も見られた。その他の実践において「想像する段階」では，各学校の地域性を生かし

て，校区にある高等専修学校の生徒や地域の農家の方に出あわせたり，社会科の学びと結び，煮干しや豊橋

野菜に出あわせたりしたことで，問題意識をもって学びに向かう子どもの姿を見ることができた。 

今回の実践を通して，各段階ごとに「人・もの・こと」へ橋を架けたことによって，より豊かに学ぶ子ど

もの姿を見ることができた。 

一方，「発想の質をより高めるには，どうするとよかったのか。」という点では，課題が残った。「発想する

段階」・「組み立てる段階」を，創造的に考えたり批判的に考えたりしてより豊かに学ぶことができるように

するために，何をどう調整するとよいのか，今後具体的に考えて構想する必要があると考える。 

この３年間で私たちを取り巻く環境は大きく変化した。新型コロナウイルス感染拡大防止の措置により，

仲間と学びあう場や，地域と関わる場を設けること

が難しくなった。しかし，そのようななかでも人数

を分散して調理実習を行ったり，学校で計画したこ

とを家庭で実践し，その成果を学校で話し合ったり

するなど各校で工夫してきた。家庭での実践が増え

たことで，家庭との新たな橋が架かった。GIGAスク

ール構想で，タブレットが子どもに支給されたこと

により，ICT を活用した授業づくりへの可能性も広

がった。予測困難な状況においても，知恵を出し合

い，新しい実践に挑戦し，これからも授業改善に取

り組んでいきたい。 

 

 

【地域の方の支援をいただいて：布の布断ち方の学習】
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-幸田1- 
 

研究主題 

 

 

幸田町教育研究会第４研究部 技術・家庭部会 

 

１ 主題設定の理由 

  近年の社会の発展に伴い，子どもたちを取り巻く環境や家庭生活は大きく変化し，多様化して

きている。それにより，家庭によって差はあるものの，子どもたちが家庭の仕事を体験する機会

は多いとは言えず，家庭生活をスムーズに営むために多様な活動があることを意識することなく

過ごしている現状が見られる。このような状況を踏まえ，新学習指導要領において，家庭科の目

標は，「生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，衣食住などに関する実践的・体験的な活動を

通して，生活をよりよくしようと工夫する資質・能力を育成する」と示された。 

 本町における家庭科の実態を調べたところ，子どもたちは概ね家庭科は好きである。特に食領

域への関心は高く，調理実習などの体験的な活動に対して意欲的に取り組んでいることが分かっ

た。そして，小学校において基礎的な技能を習得している子どもたちは，中学校でよりよい生活

を工夫していることも分かった。しかしながら，小学校において調理や裁縫（手縫い，ミシン縫

い）などの基礎的・基本的な技能の定着には時間がかかり，日常生活で活用することは難しい現

状も浮かび上がってきた。 

 子どもたちは，小学校５年生になって家庭科と出会うことで，日常生活を中心に，自分の仕事

や役割を意識するきっかけをもつ。そして，日常生活の中から課題を設定し，様々な解決方法を

考え始める。そこで，調理や裁縫，買い物などの衣食住における実践的・体験的な活動を繰り返

し行うことで，「できる喜び」や「認められる喜び」を味わい，自分や家族や身近な人のために

自分のできることをしたいという思いをもち，生活に必要な知識や技能を身に付け，将来の自立

へ向けてよりよい生活を創り出そうとすることができるのではないかと考え，本主題を設定し

た。 

 

２ めざす子どもの姿 

 

 

 

３ 研究の仮説 

 

 

 

 

４ 研究の手だて 

（１）手だて① 「できる喜び」を積み重ねて体験できる題材の構想 

ア 段階を踏んだ製作活動 

 ステップ１２３と，簡単な物から難しい物へとステップアップする製作活動を題材構想の中に

位置付けることで，無理なく技能の習得を図れるようにする。それぞれのステップごとに「でき

○知識や技能を身に付け，できる喜びを味わう子ども 

○学んだことを生かし，よりよい生活を創り出そうとする子ども 

 

問題解決に向けて，段階を踏んだ活動を構想するとともに教材・教具を効果的に活用すれ

ば，子どもたちは「できる喜び」を味わい，よりよい生活を創り出そうとするであろう。 

「できる喜びを味わい，よりよい生活を創り出す子どもの育成」 
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る喜び」を味わわせ，自信をつけさせ，更に次の製作への意欲が高まるようにする。 
 

 
 

 

 

イ 身近な人とのかかわりを意識した体験的な活動 

 他の学習と関連させ，家庭科で製作した物を生かすことで，子どもたちが身近な人（異学年や

地域の人など）に認められる喜びや身近な人の生活に役立つ喜びを味わうことができ，学んだこ

とを生かしてよりよい生活をつくり出せるようにする。 
 

（２）手だて② 「できる喜び」を味わうことができる教材・教具の活用 

・ 縫い方見本や製作手順がわかる段階見本 

   ５年：エプロンの段階見本  ６年：ナップザックの段階見本 

  ・ 裁縫道具に変わる便利グッズ 

   仮止めクリップ，水性チャコペン 

  ・ ミシン縫い，手縫いに役立つ便利グッズ 

   色つきボビン，玉どめクッション，糸通しの活用，マグネットシート 

   ミシン縫いお助けカード，縫い方カード 
       

５ 実践例 

（１）６年「ミシンを使ってみんなを笑顔に ～楽しくソーイング～」（令和元年度） 

 ア 身近な布製品に関心をもたせ，人とのかかわりを取り入れた授業構想 

   子どもたちは，毎日着ている衣服，部屋のカーテン，給食のコップ袋など身近に布製品が  

あることを意識せずに生活している。そこで，布製品があることで生活がしやすく，より豊

かになっていることに気づき，自分たちの力で布製品を製作できることを実感できるような

授業を構想しようと考えた。さらに，総合的な学習の時間「笑顔プロジェクト」と関連させ

て授業を行うことにした。具体的には，①学校の子たちを笑顔にできることを考えるうえで，

校内にあるといい布製品に目を向けさせること②総合的な学習の時間でかかわっていただ

いているナス栽培の方，たて割り班のペアの１年生に作ったものをプレゼントすること，な

どである。 

 

 イ 題材の構想＜家庭科１４時間，総合３時間完了＞（資料①） 

 

 ウ 授業の実際 

① 製作意欲を高めるステップ１のあずま袋作り 

布端の始末が不要で，手軽に手に入れられる１００円ショップの日本手ぬぐいを用いて，２本

の直線縫いだけで仕上げる「あずま袋作り」の実演を行った。普段ミシンを使うことが少ない担

任教師が，1 枚の布を３分程度で袋にしてしまった様子に，「こんなに早くできるなんてすごい。」

「私もできそう。作ってみたい。」（資料②）という声が上がった。そこで，あずま袋の作り方プ 

ステップ１…題材と出合い，製作意欲を高める 
ステップ２…作品作りを通して，基礎技能を身に付ける 
ステップ３…試し作り等，学んだことを生かして課題を解決する 
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 資料① ６年「ミシンを使ってみんなを笑顔に 〜楽しくソーイング〜」題材の構想 
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リント（資料③）を使って要点を抑えた後，誰

もがすぐに縫えるように調整したミシンに向

かわせて製作に取り組ませた。久しぶりのミ

シンに戸惑う子も見られたが，ペアで協力し

て製作することができた。全員が１時間の授

業内に完成させて，嬉しそうに作品を見せ合

う姿が見られた。製作後の振り返り（資料④）

には，「心配だったけど，やってみるとかん単

で，覚えてしまえばあっというまでした」とい

う言葉があり，ミシンを扱う抵抗感が減り，

「できる喜び」を感じていることがわかる。ま

た，続けて「おじいちゃん」「役立つようにし

たい」とも書かれており，この時点で自分が作

ったものをプレゼントし，喜んでもらいたい

という願いをもち始めていたことがわかる。 
できた「あずま袋」は，総合的な学習の時間

で行っている「笑顔プロジェクト」と関連させ

て，交流をしている１年生にプレゼントした。

袋を手にして喜ぶ１年生の様子を見た子ども

たちは，とてもうれしそうであった。（資料⑤）

また，「家でも作れるので，お母さんや弟にも

プレゼントしたい」「次はもっとむずかしいも

のに挑戦したい」などの振り返りから，製作へ

の意欲の高まりを感じた。以上のことから，

最初に簡単にできるあずま袋を製作したこ

と，１年生にプレゼントして喜ばれたことで，

「できる喜び」や「認められる喜び」を味わう

ことができ，布を使った物作りへの意欲が高

まったといえる。 
 

② ミシン縫いの基礎技能を身につける

ステップ２のマイバッグ作り 

ここでは，市販の製作キット（ナップザック）

を利用した。製作手順がわかるように段階見本

（資料⑥）を用いたり，ミシン縫いをスムーズに

行うことができるように「ミシン縫いに役立つ便

利グッズ」を用意したりした（１０頁参照）。 
説明書通りに作業を進めるのではなく，一つ一

つの作業工程の目的を考えさせながら，自分たち

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料③ あずま袋の作り方プリント 

Ｔ ：今からこの手ぬぐいを変身させるからよく

見ておいてね。 
（実演） 

Ｃ１：すごい。袋ができた。 
Ｃ２：もう終わり？早くない？２か所しか縫って

ないよ。 
Ｃ３：こんなに早くできるなんてすごいね。 
Ｃ４：今，先生どうやって縫ったの？ 
Ｃ５：先生でもできるなら私もできそう。作って

みたい。 
Ｔ ：どこを縫ったかわかる？ 
Ｃ６：見せて，見せて。 
Ｔ ：好きな手ぬぐいを１枚持って行って，自分

たちで考えてみよう。 
 

資料② 授業記録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料② ミシン縫いお助けカード 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料④ あずま袋製作後の振り返り 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
資料⑤ あずま袋をプレゼント 
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で計画を立てて製作させることで，袋物の製作手順を理解できるようにした。子どもたちは，ペ

アで確認し合いながらできる喜びを感じ，ミシン縫いに楽しく取り組むことができた。（資料⑦） 

なお，教室にミシンを設置しておき，手軽にミシンが使える環境を作った。放課には，家から

布を持ってきて，自分の作りたいものを作る姿が見られた。 
ナップザック作りと並行して，袋物についての一人調べを行った。自分の持っているコップ袋

や手提げかばん，教室にあるラジカセやピアノカバーを調べる子が多くいた。どの袋も裏返しに

縫われており，表から見える縫い目が少ないこと（資料⑧），三つ折りがしてあったり返し縫い

がされていたりする箇所があること（資料⑨）などに目を向けていた。気づきを全体で共有し，

どの袋も似た作りになっていることがわかった。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 日常生活の中から課題を見つけ解決しようとするステップ３のテレビカバー作り 

 ナップザック製作を終え，製作意欲を高めるとともに，基礎技能を身につけた子どもたち

は，総合的な学習の時間での話し合いにおいて，学びや生活経験を生かしてテレビカバーを製作

し，各学級にプレゼントすることを考えた（資料⑩）。ナップザックは，布を裁たずにミシンで縫

えば完成させられたが，「テレビカバー作り」では，テレビの厚みやゆとり，縫い代を考えて，布 

 
  
 
 
 
 
 
 

資料⑦ 振り返り１ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑧ 袋物の一人調べ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑨ 袋物の一人調べ 

資料⑥ 段階見本 

 
  
 
 
 
 
  

資料⑦ 振り返り２ 
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資料⑫ ペアで描いた見取り図 

の大きさを決めるところから子どもたち

が考えなければならないため，新たな技能

を習得させることができる。 
まず話し合いを行い，大まかな形を決め

てから，製作計画を立てた。次に，必要な

物を挙げ，作り方の順序を考えさせた。多

くのペアがナップザック製作での順序を

ふり返りながら考えていた。また，工夫す

るところには「返し縫い」や「三つ折り」

などの一人調べで気づいたことも書かれ

ており，袋物の特徴を考えたうえで計画を

立てていることがわかった（資料⑪）。計画

を立てている際に，テレビのサイズを質問

してきた児童がいたため，全員でサイズの

確認を行った。ペアで見取り図を描かせる

と，ゆとりを考えられていないことがわか

った（資料⑫）。そこで，ペアで不織布を使った試し作りを取り入れた。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

試し作りは，時間をかけずに行うことができ，簡単に

手直しができるように，不織布とステープラーを使用

した。自分たちの計画通りに進め，試し作りを完成させ

た段階で，順番にテレビに被せていった（資料⑬）。し

かし，サイズが小さく，テレビに被せることのできない

作品ばかりであった。そこで，なぜ自分たちのテレビカ

バーはテレビの大きさ通りに作ったのに，入らなかっ

たのか，話し合いを行った。話し合う中で，三つ折り分

の縫い代と，ゆとりについての意見が出てきた（資料

⑭）。そこから縫い代を何㎝とり，ゆとりを何㎝とるかの目安を決め，試し作りの手直しを行っ

た。「ゆとりが必要なことがわかりました」「三つ折りのための長さをしっかり考えました」など，

話し合いを通して自分たちの考えに足りなかったものに気づき，試し作りを直すことができた。 

 本製作に入ると，布の素材の違いに戸惑う場も見られたが，試し作りで一度行っているため，

Ｔ ：笑顔プロジェクトでどんなことをしていきたい

かな。 
Ｃ１：１年生の掃除の手伝いに行ったら，先生がテレ

ビの画面がすぐ汚れるって言って困っていた

よ。 
Ｃ２：確かに，チョークの粉すごいもんね。 
Ｃ３：じゃあ１年生掃除の人を増やす？ 
Ｃ４：１年生以外も同じだからそれだと意味ないんじ

ゃないかな。 
Ｃ５：私たちでテレビカバーが作れないかな。 
Ｃ３：どうやって作る？ 
Ｃ６：布をミシンで縫ってかぶせればいいと思う。 
Ｔ ：どんな形がいいかな。 
Ｃ７：うちにあるのは，前が長くて，後ろが短い形

で，こんな感じ。（ノートをちぎってテープで

止めたものを作る。） 
 

資料⑩ 総合的な学習の時間での話し合い 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑪ ペアでの製作計画 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑬ 不織布による試し作り 
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どのペアも自信をもって製作することがで

きた。「練習（試し作り）でやったことがと

ても役に立ったし，意外とスムーズにでき

ました」（資料⑮）「試し作りを生かしてでき

て良かったです」（資料⑯）など，試し作り

で学んだことを本製作に生きていたことが

わかる。 

その後，ペアごとに，完成したテレビカバー

を担当学級にプレゼントしに行った。その時

の振り返りとして，「どうやって作ったのかを

説明すると『すごい』という声が聞こえたの

で，作ったかいがありました」（資料⑰），「反

応が『わあー』や『すごい』などの声が聞こえ

たので，がんばってみてよかったなと思いま

した」（資料⑱）と，プレゼントした時の反応

に喜びを感じ，作ってよかったという思いを

抱いた。製作したものをプレゼントし，喜んで

くれた様子を見ることが，自分の喜びにつな

がっていたことを感じる。「これからは，もっ

とぬうところが多い物にも挑戦したい」「みん

なが笑顔になることを続けたい」とこれから

もさらに活動を続け，生活をよりよくしてい

こうとする気持ちが高まってきたことがうか

がえた。 

以上のことから，「あずま袋作り」「マイバッ

ク作り」「テレビカバー作り」と段階的に製作

活動を設定したことで，課題を見つける力が

付き，さらにそれを解決することも容易だっ

た。さらに，「できる喜び」やミシン縫いや製

作への自信も積み重ね，学んだことを生かし

てよりよい生活を創り出そうと意欲を高める

ことができた。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑯ 試し作り後の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑱ テレビカバープレゼント後の振り
返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑮ 試し作り後の振り返り 

Ｔ ：テレビの大きさ通りに作ったのにどうして入

らなかったのかな。 
Ｃ１：横幅に三つ折りする部分を入れてなかった。 
Ｔ ：縫い代だね。じゃあテレビの横幅９９㎝に三

つ折り分だけ足せばよいかな。 
Ｃ２：それだとまだ足りない時もあるから，もう３

㎝くらい余らせるとよさそう。 
Ｔ ：足りない時ってどういうこと？ 
Ｃ２：念のために。 
Ｃ３：ゆとりをもって作るってことじゃないかな。 
Ｃ４：確かにきつきつだと使いにくいもんね。 
Ｔ ：縫い代だけじゃなくて，ゆとりが必要になる

んだね。それぞれ何㎝ずつとればよさそうか

な。 
 

資料⑭ 試し作り後の話し合い 
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 なお，題材の途中や題材終了後にも何度かあずま袋を作り，修学旅行でお世話になったバスガ

イドさんと運転手さん，学校のために草刈りしてくださった同窓会の方，栽培しているナスの育

て方を教えてくださった地域の方などにもプレンゼントをし，喜ばれる経験が何度もできた。 
 
（２）５年「はじめてみよう ソーイング」（令和２年度） 

 ア 物づくりの楽しさを味わわせる段階を踏んだ授業の構想 

 令和元年度の実践を終えて，５年生の手縫いの授業でも段階を踏んだ製作活動を計画し，でき

る喜びを味わわせながら，知識や技能を身につけたいと考えて授業を構想した。 

 休校中で不安になっている子どもたち一人一人に，担任は手作りマスクをプレゼントした。マ

スクを入手することが困難であったこの時期に，思いがけず担任からのマスクのプレゼントに子

どもたちはとても喜んだ。そのときの嬉しかったという気持ちが，自分の名前を上手に縫い取り

たいという子どもたちの意欲につながった。名前を縫い取り，自分だけの大切なマスクと出合っ

たことで，改めて自分もマスクを作ってみたいという思いが膨らみ，次の段階へと意識がつなが

っていった。 

 

イ 題材の構想＜家庭科１６時間了＞（資料⑲） 

  

ウ 授業の実際 

製作意欲を高めるステップ１に「桜の花びらを作

ろう」，基礎技能を身につけるステップ２に「名前

ホルダーを作ろう」，日常生活の中から課題を見つ

け解決しようとするステップ３に「給食セット（マ

スク，巾着袋）を作ろう」を実践しようと構想して

いたが，新型コロナウイルス感染症よる臨時休校に

より，当初の計画を変更して行うことにした。 

 休校中の豊坂小学校では，品薄の状態にあったマ

スクを教員自ら作り，子どもたちに配付していた。

そのときのマスクを活用して，「はじめてみようソ

ーイング」の題材の構想を修正することにした。 

ステップ１では，担任よりプレゼントさ

れたマスクに名前の縫い取りを行った。ス

テップ２では，半分に裁った手ぬぐいから

自分の手でマスク（資料⑳）を製作した。マスクの製作では縫い方の基礎を習得するため，なみ

縫い２本でできるものとした。そのため，子どもたちは比較的簡単に作ることができ，「かんた

んで楽しかった」（資料㉑）のようにできたことへの喜びを感じることができた。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料⑳ マスク完成 

ステップ１「マスクに名前をぬいとろう」 
 ○玉結び，玉どめ，縫い取り 
ステップ２「マスクを作ろう」 
 ○なみ縫い 
ステップ３「きんちゃく袋を作ろう」 
 ○本返し縫い，半返し縫い 
 ○袋調べから紙を使っての試し作り 

 
 
 
 
 
 
  

資料㉑ マスク作りの振り返り 
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資料⑲ ５年「はじめよう ソーイング」題材の構想 
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ステップ３では，巾着袋（資料㉒）を作った。巾

着袋の製作前には，自分のコップ袋を調べる学習を

行うことで，「布の裏側から縫われている」「紐をと

おす部分がある」「返し縫いがされている部分があ

る」という共通点もあれば，「縫われている部分が

違うものがある」「紐の数が違うものがある」など，

同じコップ袋でも，作り方や形は様々であることに

気づくことができた。それを踏まえたうえで，手ぬ

ぐい半分の大きさで，どのように布を折ればコップ

を入れるのにちょうどよい袋の大きさになるかを

全体で考えてから製作させた。なお，見栄え良く作

るために玉結びと玉どめは表に出ないようにする

こと，丈夫にするために縫い始めと縫い終わり，開

き止まりは返し縫いを用いることを条件として行

わせた。「丈夫に作るために，すべて本返しぬいで

ぬった。ひもを２本つかって見ばえを良くした」（資

料㉓）とあり，条件以外は自分なりに考えて縫い方

などを選択していたことがわかる。また，マスクと

巾着袋のどちらにおいても，紙による試し作りを行

い，本製作で自信をもって行えるようにした。仮止めクリップは手縫いの製作にも役立った。 

 

６ 「できる喜び」を味わうことができる教材・教具（手だて②）の活用 

 幸田町教育研究会技術・家庭部会では，子どもたちの製作を支え，子どもたちの「できる喜び」

を味わうことができる教材・教具について，町内６小学校での活用を試みた。取り上げた教材・

教具は，「色つきボビン」，「水性チャコペン」，「ミシン縫いお助けカード」，「仮止めクリップ」，

「玉どめクッション」，「糸通しの活用」の６点である。 

 

（１）色つきボビン（５実践（１）でも使用）（資料㉔） 

 ミシン使用時にボビンの向きを間違えている子どもがいる。以

前，ミシンがうまく動かずに困っていると，周りの子から「ボビン

が反対だよ」と指摘され，ボビンの向きを直すという場面が見受け

られた。そこで，最初から色つきボビンを使用し，ミシンの実習を

行うことにした。ミシンの使い方の説明をする際に，ボビンの色が

ついている側を上にするよう全体での指示を徹底したところ，そ

の後の製作活動においてボビンの向きを間違える子どもは一人も

おらず，作業を進めることができた。５実践（１）でも使用したが，

ボビンの向きを間違えないようにするために有効であった。 

 今どきのミシンには，本体にボビンと糸の向きがわかるような絵が描かれているため，多くの

子どもはボビンの向きを間違えることは多くはない。しかし，色つきボビンのように色による視

覚的な違いが明確なものであれば，子どもたちの製作活動の些細なつまずきを取り除くことがで

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

資料㉓ 巾着袋製作後の振り返り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料㉒ 巾着袋製作 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

資料㉔  
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きると感じた。 

 

（２）水性チャコペン（資料㉕） 

 最近のエプロン製作においては，布の裏側に縫い線や折り線

が書いてあるものが多いため，子どもたちがチャコペンシルを

使って作業することは少ない。エプロンを完成させたあと，ポ

ケットやワンポイントをつけるという活動のなかで，初めて自

分で縫い代などを考え，布を裁断する活動があった。それまで

は，説明書の指示通りに作業をしていた子どもたちにとって，

自力での採寸，裁断はかなり難しかったようで，縫い代をとることを忘れてしまったり，線が曲

がってしまったりして失敗する子が見られた。チャコパーを使用することは，このような失敗を

恐れずに挑戦できるとともに，試行錯誤しながら製作に取り組むことができるよさがある。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）ミシン縫いお助けカード（５実践（１）でも使用）（資料㉖） 

 子どもたちには，「家にミシンがない」「触

ったことも見たこともない」という子ども

が全体の３分の１ほどいた。そのため，ミシ

ンが身近ではない子どもたちにとっては，

絵や写真を提示しての説明だけでは理解す

ることが難しかったようである。しかし，ミ

シン縫いお助けカードを常に見えるところ

に置いておくことで，こまめに指導しなく

ても，子ども自身で作業を進めることがで

きた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）仮止めクリップ（５実践（１）でも使用）（資料㉗） 

５年生のナップザック製作において，キルティング生地は厚みがあるため仮止めクリップで動か 

【子どもの感想】 

 ◯教科書を開いておかなくてもいいから，机の上が広く使える。 

 ◯毎回先生を呼ばなくても分かることが多くて助かった。 

 ◯使っているミシンとカードが少し違って迷ってしまった。 

 ◯先生の話を聞き逃してしまっても，後から見直せてよかった。 

 

【子どもの感想】 

◯間違えてもやり直せるから気が楽，布が汚れなくていい。 

◯普通のチャコペンシルは鉛筆みたいで，紙だといいけれど，布だと書きづらい。チャ

コパーはペンみたいだから，布でもすらすらと書きやすい 

◯チャコペンシルは芯がなくなったら削らないといけないけれど，それがなくていい。 

 

資料㉖ ミシン縫いお助けカード 

 
  
 
 
 
 

資料㉕ 水性チャコペン 
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ないように留めるのに有効であったようである。子供たちか

らは，まち針と比べて「やりやすい。簡単だった。すぐにで

きた」，「すぐに留められた」という声が聞かれた。また，「リ

ボンの真ん中はまち針にした」という声もあり，固定する位

置によって仮止めクリップとまち針を使い分けている子ど

もの姿があった。また薄い生地の場合，大きな仮止めクリッ

プでは固定しづらいことがあり，小さい仮止めクリップを使

う生地によってもかまち針を使うなど，場合によって使い分

けの必要がある。また，リボンやアップリケなどの取り付け

においても，取り付け位置によっては仮止めクリップでは固

定できず，まち針が有効なこともある。やはり使い分けが大

切であると感じた。 

５実践（１）においては，あずま袋作りで一番苦戦していたのがまち針の扱いであっため，ま

ち針をうまく扱えないもどかしさや，それによる製作意欲の低下を防ぐためにも仮止めクリップ

を有効に活用することができた。 

 

（５）玉どめクッション（というネーミングのマグネットや消しゴム）（資料㉘） 

 児童Ａは，これまでに裁縫セットを使った経験はなく，玉ど

めを含む裁縫のやり方を理解してできるようになるまでに時

間のかかる子である。常に横について声をかけるという状態

で，声をかけていてもうまくできないこともたくさん見られ

た。玉どめは，糸を２，３回巻くことはできるが，巻いたとこ

ろを押さえて針を引き抜くときにどうしてもずれてしまうと

いうことが多かった。児童Ａに玉どめクッションを利用させた

ところ，針を押さえやすかったと感じたようである。その後の

製作においても玉どめクッションを利用しており，「こっちのほうがやりやすいから」と話して

いた。 

 児童Ｂは，布を持ちながら玉どめすることができなかった。また，針が縫い終わりからずれて

しまうため，玉どめの玉が布から大きく離れてしまっていた。玉どめクッションを利用すること

で，布の下に手をいれることができるようになったため，やりやすくなったようであった。夏休

みに玉どめクッションを使って家庭で練習をしたようで，２学期には更に玉どめが上達していた。 

 児童Ｃは，玉どめができない子にとっては，下にすき間ができるとやりやすくなると感じた。

しかし，もっと不器用な子の様子を見るとあまり効果は見られなかった。（具体的には，縫い終

わりの位置と消しゴムの位置を合わせられない子，消しゴムがずれてしまう子，そもそも玉どめ

の仕方が分かっていない子などがいた） 

 

 

 

 

 

【子どもの感想】 

 ○消しゴムを使って玉留めをして，前よりすごくやりやすかったです。 

 ○玉留めが前よりすき間なくできるようになった。浮かせてやるとやりやすい。 

 ○家庭科で消しゴムを使って，ちょっとやりにくかったです。手で持って糸を通した方が，

自分的にはよかったです。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料㉗ 仮止めクリップ 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

資料㉘ 玉留めクッション 
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（６）糸通しの活用 

 普通の糸通し（ニードルスレイダー）（資料㉙）は使った経験のある子どもが多

く（裁縫道具の中に入っているものが多い），その便利さを知っていた。しかし，

力加減に気をつけないと，糸通しの針金の部分は簡単に破損してしまうため，便

利ではあるが力を入れすぎて壊れてしまった児童もいる。使用時の反応として

は，「めちゃくちゃ簡単」「楽ちん」「最高」のような言葉が聞かれた一方で，「無

理やりやると壊れる」と話し，経験から気をつける必要性に気づいている児

童もいた。 

 マジック針（資料㉚）は初めて使う児童がほとんどで，使い方の説明をす

ると早速使いたいと申し出る児童がたくさんいた。児童の反応は，「穴に通す

必要がなくてすごい」「これなら（糸が穴に通らなくて）いらいらしなくてい

い」のように便利さを肯定的に受け止める児童が多かった。その一方で，小

柄な児童からは「（糸を通すのに）力がいる」「ちょっと硬い（きつい）」のよ

うな言葉も聞かれ，ある程度の力が必要な道具であることがうかがえた。 

 簡単糸通し（資料㉛）も使った経験のある児童はほとんどいなかった。他

の道具に比べてやや大掛かりな作りもあり，使ってみたいと興味をもつ児童

はたくさんいた。児童の反応は「簡単に通った」「すごい」など，あっとい

う間に針に糸が通ってしまうことに驚嘆の声が上がった。中には，「初めて

使うから難しいのかと思ったけど，簡単だった」と見た目の印象と実際に使

った印象の違いを話す児童もいた。 

 児童は，これらの糸通しを個人の好みに合わせて選択し，活用すること

で，糸通しが製作作業の一助となったようである。 

 

７ 研究の成果と課題 

（１） 成果 

【手だて１】 段階を踏んだ活動の工夫 

 あずま袋，ナップザック，テレビカバーと段階を踏んで製作を進めたことにより，できる喜び

を多くの場面で味わわせることができた。特にあずま袋は，非常に簡単にできて失敗もないこと，

子どもたちの関心・意欲を高めることができたので，導入で扱ううえでとても効果的であった。

また，それぞれの段階で必要な知識や技能を身に付けることができ，それを次の段階で生かすこ

ともできた。徐々に難しくなっていく製作に積極的に取り組み，自分たちの力で完成させること

で，より大きなできる喜びを感じることができていた。また，総合的な学習の時間と関連させて，

あずま袋やテレビカバーをプレゼントしたことで，自分たちの作ったものが身近な人の役に立っ

ていることを感じ，認められる喜びを味わい，さらに生活をよりよくしようとする意識を高める

ことができた。 

 

【手だて２】 教材・教具の活用 

段階見本は，ナップザック製作で，先を見据えて活動することができた。また，段階見本を掲

示しておくことで，テレビカバーの製作計画に役立てることができた。 

各種便利グッズについては，町内６小学校においても活用し，検証した結果，それぞれに子ど

資料㉙ 糸通し 

資料㉚ マジック針 

資料㉛ 簡単糸通し 
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もたちの製作の一助となり，そのことが子どもたちの「できる喜び」へとつながり，その思いが

次の製作へ意欲の高まりになっていた。子どもたちが様々な便利グッズの効果を理解し，いろい

ろな製作の場面に応じて自ら選択し，有効活用できたことも子どもたちの「できる喜び」となり，

さらに生活をよりよくしようとする意識を高めることができた。 

 

（２） 課題 

 ナップザック作りと同時進行で行っていた袋物の縫い方調べを行った際に，気づいたことを話

し合わせて掲示として残しておいたが，その後のテレビカバー製作において，うまく取り上げる

ことができなかった。一人調べにもう少し時間を取ったり，家にある色々な袋物を調べさせたり

する必要があったように思う。 

 テレビカバー製作で，試し作りのカバーがどうしてテレビに入らなかったのかを話し合わせた

際に，縫い代やゆとりについての考えが出てきたことはよかったが，その後に大まかな大きさを

決めたことが，やや強引になってしまった。それまでは，それぞれのペアが決めた大きさで製作

を進めていたが，共通の目安を作ったことで，それに合わないペアが困惑している様子であった。

統一させることと，自由に考えることを，教師が事前に把握しておく必要があったと感じる。 

 単元全体を振り返り，児童は自分や学校の生活をよりよくする実感をもつことができたと思う。

しかし，家庭での生活については触れることができなかった。ミシンを持っている家庭に協力を

得て，保護者と連携しながら授業を進めていくことで，よりよい家庭生活を創り出そうとできれ

ば，よりよい実践になったと思う。 

 また令和２年度においては，新型コロナ感染症の影響を受け，計画した題材を十分に実践し，

検証を行うことができなかった。これからもできる喜びを味わい，よりよい生活を創り出す子ど

もたちの育成をめざして，実践の継続及び，検証を重ねていきたい。 
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「豊かな心と実践力を育み、未来をひらく家庭科教育」 

～コロナ禍における生活からの授業づくり～ 

 

                       安城市教育研究会 技術・家庭部会 

１ はじめに 

2020 年、コロナ禍で休校が続き、学校再開となったものの新しい生活様式を余儀なくさ

れ、日常生活が激変した。その後、コロナウイルスの収束は見通せず、子どもたちの生活

は変化し続けることが予想される。今まで何気なく過ごしてきた生活とそれを支える家庭、

さらに家庭とつながる社会と向き合わざるを得なくなった。 

そこで本研究では、生活の中から問題を見付け解決する学びの過程において、具体的な

体験や対話を繰り返しながら、自らの考えを広げ深める授業を展開していく。コロナ禍に

おける生活の変化は、様々な社会的課題に対して、どうしていくとよいのかを考えていく

大きな動機付けになるのではないだろうか。自分の生活を捉え、周りの人たちと共に考え、

学び、新しい発見や豊かな発想が生まれることで、子どもたちは主体的に家庭や社会に関

わろうとする。それが、変化の激しい社会を生きていく子どもたちに必要であると考える。

そのために、周りの人たちと交流しながら実践的・体験的な活動を行う。そこから得た知

識や技能を生かして、異なる見方や考え方を出し合い、対話をしていく。他者との対話を

繰り返すことで、子どもたちは家庭や社会を見つめ、それらの背景に目を向けるようにな

る。多様なあり方に気付くことで、自分にとって、社会にとってどのようなものがあると

よいのかを考えることができる。そして、「どのようなものが必要なのか」「どうすれば必

要なものが提供されるのか」と提案し、実践しようとする学びにつなげていく。将来にわ

たって変化し続ける社会においても、子どもたちが家庭や社会のことを考え続け、未来を

切りひらいていけるようにしたい。 

 

２ 児童の実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最 初 は 休 校 に な っ て う れ し

かったけれど、友達に会えない

し 、 だ ん だ ん 退屈 に な っ て き

た。早く学校に行きたかった。 

マスクをつけていると肌荒れ

が心配。それに、ずっとつけてい

ると息苦しい。 

親 が テ レ ワ ー ク で ず っ と

家にいて、けんかになること

が多かった。兄弟げんかも増

えておもしろくなかった。 

どこにも出かけられなくて嫌だ。

ニュースを見ると、外出している人

もいて、おかしいなと思った。 

マ ス ク を し な い で 歩 い て

いる人がいた。コロナがはや

っているのに、なんでマスク

を つ け な い で 歩 い て い る ん

だろうと思った。 

コロナ禍の中で、 

「健康な食生活にするには…」   「快適な住生活、衣生活にするには…」 

「家族や地域の人々と協力し、明るく、楽しく、健康で安全な生活を送るには…」 

家にいる時間が増えて、手芸やお

菓子作りができたのは楽しかった。
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３ 研究の仮説と手だて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭や社会を 

よりよくしようと提案し、 

実践しようとする子 

①子どもの生活現実を教材化 

生活の中から問題を見つけ教材と

して取り上げる。「なぜ」「どうして」

と子どもの認識や考えが揺さぶられ

る問い かけや 資 料 の 提示 を 行い、

様々な見方や考え方が生まれる教師

の出場を工夫する。 

 

③社会的課題解決へとつながる単元構想 

生活の変化から見付けた課題の背景に

子どもたちが目を向けると、社会的課題

にぶつかる。それを解決するために何が

できるのか、そして、どのような家庭や

社会をつくりたいと願っているのかと子

どもが思い描けるよう、社会全体のこと

を視野に考える単元構想をたてる。 

 

④異なる見方や考え方を語り合う

対話の重視 

対話を通して、子どもたちは多様

な考え方をすり合わせ、新しい社会

のあり方を共同で考える。子どもの

思考が家庭から社会へとつながり、

社会をよりよくしようと提案できる

ように、対話を重視する。 

 

②実践的・体験的活動の重視 

子どもが自分の考えをもっ

て意見が言えるように、調べ

る・実験する・作ってみるとい

った実践的・体験的活動を重

視する。 

仮説 

 子どもの生活現実を教材化し、実践的・

体験的活動を根拠にした異なる見方や考

え方を語り合う対話を繰り返し行えば、

家庭や社会をよりよくしようと提案し、

実践しようとすることができるだろう。 
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豊川地区 技術・家庭部会 活動報告 

 
１ 部会紹介 

  部会長 白井博成（平尾小学校）  技術：１３名  家庭：１４名  計２７名 
 
２ 本年度の活動について 

時期 会の名称 活動内容の報告 
技術分野 家庭分野 

 ４月  第１回主任会 ・活動内容、年間計画、研究組織の提案 
 ５月  第２回主任会 ・本年度中止 

 ６月  第３回主任会 ・研究組織の確認 ・夏期研修について 
・令和３年度作品展について ・情報交換  

 ８月  夏期研修（自主研修） 

・技術分野 久富電機産業 様 
 「オーロラクロックを使った指導について」 
・家庭分野  
 「豊川市防災センターの見学」 

１０月  第４回主任会 ・夏期研修の反省 ・作品展について 
・情報交換 

 １月  第５回主任会 ・本年度の反省、来年度への課題 
・情報交換 

１月  授業研究会 ・金屋中学校 長澤教諭 「住生活」 

 
  夏期研修について 
   ８月１７日（火）に開催を予定している。技術分野では、「情報の技術」で教材として取り扱う学校が

多い「オーロラクロック２N」について理解を深めるため、久富電機産業より講師を招き、オーロラク

ロック２N の機能や授業での取り扱い方を学ぶ。オーロラクロック２N は愛知教育大学准教授磯部征尊

先生が監修しており、双方向コンテンツを学習する機能が充実している。市内全校で本年度当初より校

内のWi-Fiが整備され、２学期からWindowsタブレットを生徒一人一台活用しての授業が始まる。タブ

レット端末を使った双方向コンテンツの指導について理解を深め、２学期に各校で実践していきたい。

家庭分野では、令和２年４月から供用が開始された豊川市防災センターへの訪問を予定している。１F

には名古屋大学との共同研究のもと、プロジェクションや VR を活用した防災啓発や教育のための展示

がある。２F には災害発生時に対策本部などが配置され、災害活動の拠点となる。地域の防災について

最新の情報を知り、指導に生かしたい。 

   本年度は作品展を開催する年になるが、例年とは異なり、各校での開催という形になった。２学期の

懇談会の時期を利用して各校内で作品を展示する予定である。 

 

３ 実践紹介 

 小坂井中学校の山崎教諭による授業研究会を行った。「情報の技術」（技術分野）に関する単元で「セ

ンサライト」と「小型コンピュータ」を用いたプログラミング

学習の実践であった。コンピュータ教室を使わないプログラミ

ング学習ができる授業と、ドローンを３次元で制御するという

ことで目新しさが話題となった。協議会では、シミュレーショ

ンと実際の動きの違いを把握し、ドローンを制御しようとプロ

グラムを試行錯誤する生徒の姿について議論された。また、技

術科教員、家庭科教員がそれぞれの立場で意見を述べる会は、

非常に有効であった。今後は、学習指導要領に合わせた教育課

程を踏まえた内容を検討していきたい。 
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新城地区 技術・家庭部会 活動報告 

１ 部会紹介 

部会長 川合 厚博（作手小学校） 技術分野 ７名  家庭分野 １０名  計１７名 
 

２ 本年度の活動について 

令和２年度は、新型コロナウイルスの影響により市内における全ての部会活動が中止になった。

それを踏まえ、令和３年度は、感染症対策を講じて以下の活動を行う予定である。 
 
○講演会  「技術・家庭科の授業力向上を目指して」 愛知教育大学教准教授 磯部征尊先生 
○研究授業 作手小 田尻恵子 教諭 9 月 14 日(火) 6 年生家庭科  
○研修会  zoom 会議による実践事例紹介、共有  
 

３ 実践紹介 

《技術分野》 実践者：新城市立千郷中学校 後藤靖智 
新型コロナウイルスの影響は、学校生活に大きな変化をもたらした。生徒もコロナウイルスと

いう問題に対して生活を見直したり、考えたりする必要性に迫られた。そこで、技術科の問題解

決学習として、コロナウイルス対策や GIGA スクール構想をきっかけにした実践を行った。 
 

題材名：「感染予防のための消毒スタンドを製作しよう」 材料と加工の技術 

３年生の卒業製作として、１×４材や２×４材、バネといったホームセンター

でも入手可能な材料を用い、消毒液用の足踏み式スタンドを製作した。電動ドラ

イバーなどの電動工具を使い、効率よく製作を進めた。班で１台の消毒液スタン

ドを製作するため、各自が材料の加工を分担したり、協力して大きな材を支えな

がら組立をしたりしながら製作を進める姿があった。卒業間近の３年生の製作で

はあったが、在校生のため、また卒業式に来る自分たちの保護者が使うことを想

定しながら製作に取り組むことで意欲的に製作を進めることができた。完成した

スタンドは、現在、各教室や特別教室に配置され、登校した後や給食前の手指消

毒に実際に活用されている。 
 
題材名：「教室の机せまい問題を解決しよう ～Ｄｅｓｋん製作～」 材料と加工の技術 

令和３年度から、新城市では GIGA スクール構想によって、４月から生徒１人につき１台の端

末が整備された。その影響で、教科書やノート、筆記用具や資料集、そして配備された端末と、

生徒の机上に置かれるものがとても多くなった。そこで、１年生のものづくりの導入として、机

の横に取り付けるサイドテーブルの

製作を行っている。机の高さ調節用の

ボルト穴を活用し、折り畳み式の棚受

けと合わせて固定するようにした。こ

の実践では、生徒が生活の中にある困

りごとや問題を自ら見つけて解決し

ていくという、技術科における問題解

決学習の導入としてもイメージをも

ちやすいものとなった。よりよい生活

の実現のため、身のまわりにある問題

を教材として授業に取り入れていけ

るように今後も研究していきたい。 
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北設地区 技術・家庭部会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

  部会長 原田 勝宏（豊根小学校）  技術分野：６名  家庭科分野：３名 合計９名  

 

２ 本年度の活動について 

  今年度、北設地区の夏季研修を設楽町にオープンした「道の駅したら」と隣接する「奥三河

郷土館」での実施を予定しています。奥三河郷土館には、奥三河の自然や歴史、人々の暮らし

に関する多くの資料が展示されているほか、屋外には、豊橋鉄道田口線の木製車両が展示され

ています。研修では、北設地区で校長を務められた渡邉館長を講師にお招きして、昔の加工道

具や生活道具など技術・家庭科分野と関連のある内容について説明をしていただくほかに、「道

の駅したら」の施設見学も行います。技術・家庭科の教材として活用できるよう、研修をとお

して北設地区の暮らしと食文化について学び、理解を深めていきたいと思います。 

 

３ 実践紹介 

（１）２年生 技術科「エネ

ルギー変換の技術」（東栄町

立東栄中学校） 

  エネルギー資源の利用

に関する学習において、

東三河地区で利用されて

いる再生可能エネルギー

について調べて、マップ

を作成しました。調べて

いく中で、他の市町村と

比べて、東栄町における再生可能エネルギーの利用が少ないということがわかりました。 

生徒たちは、「東栄町で再生可能エネルギーを生み出すにはどうしたらよいのか」というテー

マのもとで、エネルギーの特徴や東栄町の地理的条件などを考慮しながら、最適な再生可能エ

ネルギーについて考えました。「使っていない畑を活用して太陽光発電ができないか」、「森林が

たくさんあるから間伐材などを利用してバイオマス燃料として利用できないか」、「川がたくさ

んあるから小さな発電所ができないか」など、各自の考えをまとめるとともに、課題について

も整理をして全員で意見交換をしました。お互いの考えを共有し、疑問を投げかけることで、

自分の考えを客観的に評価するだけでなく、考えを深めることができました。 

 

（２）２年生 家庭科「中学生に必要な栄養を満たす食事」（東栄町立東栄中学校） 

献立の立て方の手順や条件を知り、夕食の献立を作成する学習では、栄養教諭とＴＴを組ん

で授業を行いました。生徒は、栄養教諭から献立を考える時に気をつけることを学びました。ま

た、一日に必要な栄養バランスはもちろんのこと、彩りを考えたり旬の食材を使ったりして、食

を楽しむ大切さについても知ることができました。 

生徒たちは、この日の朝食と給食を分析した後、栄養教諭からのアドバイスを参考にしなが

ら夕食の献立を考えました。「足りない栄養素を補うためにこのメニューがいいな」、「この食材

も追加すると栄養バランスがよくなる」などと栄養バランスを考える生徒や「今の季節は鮎が

旬だよね」、「茶色のメニ

ューが多いからもっと

彩りが欲しいね」と旬や

彩りの視点から献立を

考える生徒もいました。

生徒達は、和食あり、洋

食ありの独創性に富ん

だ夕食の献立を完成さ

せることができました。 
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岡崎地区 技術・家庭部会 活動報告 

１ 部員紹介 

  部長  小田喜代美（三島小学校） 近藤善紀（常磐東小学校） 近藤浩之（河合中学校） 
  部員  技術分野２８名  家庭分野２５名  計５３名 
 
２ 本年度の活動について 

  昨年度は新型コロナ感染症による影響

により、毎年会場で開催している「岡崎市

小中学校技術・家庭科作品展」をＷｅｂ上

で開催した。これまでとは違い、多くの作

品を鑑賞できるなど、Ｗｅｂならではのよ

さがあった。今年度は、会場を岡崎市総合

学習センターに移し、１０月１６日（土）

に第４８回作品展を開催する予定である。 
さらに、市技術・家庭部会のＷｅｂペー

ジも充実させ、以下のように自主研修を技術分野と家庭分野でそれぞれ開催し、市内技術・家

庭科教師の力量向上を目ざしている。 
 

期日 技術分野 家庭分野 

７月２８日（水） 授業力アップセミナー基礎編 授業力アップセミナー基礎編 

９月 ４日（金） 指導員訪問に向けての授業研究 指導員訪問に向けての授業研究 

１０月２０日（水）  翔南中学校研究会・協議会参加 

１１月中旬 授業研究・教材の扱いや指導方法 SDGs に関する学習会 

３学期予定 来年度に向けての意見交流 来年度に向けての意見交流 

 ※ 新型コロナウイルスの感染拡大防止により、中止または延期、電子会議室での研修に切り替

わることもあります。 
 
３ 実践紹介 

 ア 技術分野 
  教師の力量を高めるために、部員の求めに応じた研修内容を検討し、市内の研究発表や指導

員訪問などに向けた授業検討・研究を中心に活動をしている。また、技術の見方・かかわり方

と SDGs を関連させた授業展開や学習を深める教師の問い返し、１時間の授業の学びの振り返

り、「D 情報の技術」の指導項目にある「ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツの

プログラミング」についても実践や研究を進めている。 
 
 イ 家庭分野 
  家庭分野では、消費生活の内容から、特に「キャッシュレス決済」に焦点をあてて研修会を

行った。クレジット協会の方を講師としてお招きし、好評を得た。今年度は、SDGs に関する

研修会を１１月に計画している。また、１０月に行われる翔南中学校の研究発表会において、

授業参観や協議会への参加を積極的に促し、部員一人一人の授業力向上を図る予定である。 

 
 
 
 
 
    

昨年度 作品展 Web 開催の様子 
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} 
色の組み合わせを考える。  

碧南地区 技術・家庭部会 活動報告 

 
１ 部会紹介 

  部会長 立花 明徳（西端小学校） 技術分野４名、家庭分野４名 計８名 

 

２ 本年度の活動について 

研究日程 

回 月  日 曜 時 刻 会 場 内        容 

１ ５月１０日 月 14:30 西端小学校 研究テーマと内容の立案・検討 

２ ８月 ６日 金 13:00 幸田町民会館 夏季研修会 

３ １１月１１日 木 14:00 鷲塚小学校 授業研究と研究推進 

４ １２月 ７日 火  16:00 西端小学校 研究のまとめ 

 

３ 実践紹介 

 今年度の家庭科の実践 

（１）単 元 中学１年生 「自分らしくコーディネート」 

（２）使用した教具 タブレット（iPad）＜SKYMENU＞ 

（３）授業内容 

学習活動 
１ 前時の学習を振り返り、学習課題をつかむ。 

・色のもつイメージについて ・コーディネート  
・パーソナルカラー （似合う色は、目の色、肌の色、髪の色で決まる） 

２ 本時の学習課題を知る。 

自分のパーソナルカラーをみつけよう 

（1）SKYMENU を起動 → 発表シートを配付 

  ※「SKYMENU」はタブレットの中に入っている授業支援ソフト 

（2）自分の上半身の写真を撮り、発表シートに自分の写真を貼り、その写真の首か

ら下に、色を当てはめることができるテキストボックスを合わせ、テキストボ

ックスの背景の色を変え、自分に「似合う」と思う色をみつける。 

（3）イメージに合った２色のコーディネートをする。 

     ①元気 

     ②やさしい 

     ③力強い  

     ④落ちついている 

     ⑤さわやか 

（4）あなたが着てみたい色は何番？ 

３ ペアで意見の発表をする。 

  ◯（３）での考えを基に、着てみたいと判断した色について発表し合う。 

  ◯友達の意見を参考にし、色を考え直す。 

４ 本時の学習をまとめる。 

○ 振り返りをプリントに記入する。 
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豊田地区 技術・家庭部会 活動報告 

１ 部会紹介 

 部会長 鈴木俊彦（広川台小学校） 技術分野 ３７名、家庭分野 ４３名 計８０名 

 

２ 本年度の活動について 

  

３ 実践紹介（技術分野） 

 研究主題を『ＰＤＣＡサイクルのもと主体的・対話的に最適解を

求める生徒の育成―２年 生物育成の技術「ラディッシュ栽培」の

実践を通して―』として授業実践を行った。 

まず、作物の管理技術だけでなく、土の配分に着目し、思考を広

げて活発な話し合いができるように、土の性質として生物性、通気

性、保水性、保肥性、速効性、遅効性の６観点【資料１】を提示し

た。そして、これらの性質を土に加えられるように、７種類の堆肥

や改良調整用土、無機質肥料の窒素、リン、カリウムを用意して土

づくりができるようにした。そして、水やりの量や容器の大きさの

条件を整えられる栽培容器「空宙プランペット」を活用して栽培し

たことで生徒の思考を焦点化し、土の配分だけを比較して考えるこ

とができた。さらに、空宙プランペットは、３つの容器で比較栽培

できる【資料２】ので、２パターンの違った配分の土と住友林業か

ら発売されている良質な栽培用土「土太郎」を入れた。生徒は、「土太郎」で栽培した作物が模範

となる比較対象になり、自分たちで考えた土の配分がラディッシュの成長にどのような影響を及

ぼしたのかを考察した。また、話し合いの中でレーダーチャートを活用し、ＫＪ法で付箋に書い

た意見を分類しながら貼っていくことで、その根拠や理由を生徒同士で共有しながら土づくりを

進めることができた。１回目の栽培を終えた後に、２回目の栽培活動を設定したことで土のコン

セプトがより具体的になり、前回の改善点や他グループのよい点を反映させた土の配分を考える

ことができた。また、関わり合いの中で互いの意見を尊重し、協働して土づくりをする姿が見ら

れた。 

本研究を通して、ＰＤＣＡサイクルのもと、個人追究や話し合い活動を工夫し、よりよい品質

の収穫物をめざして協働的に学びを深めることができた。また、令和３年度から全面実施された

学習指導要領で示されている技術分野の見方・考え方として、品質・収穫量の効率について目を

向け、最適解を求めていくという素養を養うことができた。今後も技術分野の学習において、主

体的・対話的な学習活動を展開し、子どもたちが試行錯誤しながら協働して課題解決に向かって

学習できるように研究を続けていきたい。 

月 行  事 活動内容 

６ 第１回技・家主任者会【紙面】 組織の提案、年間事業計画、研究テーマ等 

７ 

教科領域等指導訪問（技術分野） 内容 A「材料と加工の技術」における授業実践 

夏季実技研修会（技術分野） 
内容：新指導要領をふまえた技術科の授業 

講師：愛知教育大学准教授 磯部征尊先生 

８ 
夏季実技研修会（家庭分野） 

内容：「衣（きぬ）の里とよた」で学ぶ持続可能な社会 

講師：シルクコーディネーター 大林優子先生 

豊田市教育研究協議会【紙面・動画】 内容 B「生物育成の技術」における授業実践 

９ 教科領域等指導訪問（家庭分野） 内容 B「衣食住の生活」における授業実践 

２ 第２回技・家主任者会 本年度の反省と来年度に向けて 

【資料２】空宙プランペット 

 

 

 

【資料１】土の６観点の図 
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安城地区 技術・家庭部会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

  部会長 向井義則（安城東部小学校） 

技術分野１３名、家庭分野３３名（うち小学校２１名） 計４６名 

２ 本年度の活動について 

本年度は、６月に安城市教育研究会主催の一斉研修会を行った。安城市立三河安城小学校を

会場通して、小学５年家庭科「新生活調査隊～手作りマスクでＧＯＯＤ ＬＩＦＥ！～」の授業

研究を行い、新型コロナウイルスの影響もあり、講師１名と部員５名、三河安城小学校職員８

名の少人数で参観し、研究協議を行った。また、７・８月に実施予定の夏季研修会では、技術

は木材加工実習、家庭はこの一斉研の授業の映像を見て、改めて研究協議を行う予定である。 

３ 実践紹介 

（１）単元名 「新生活調査隊～手作りマスクでＧＯＯＤ ＬＩＦＥ！～」 

（２）授業者 三河安城小学校教諭 浅田 梨花 先生 

（３）実践内容 

４月に行った単元「家族の生活再発見」では、自分と家族の１

日の生活を見直して、自分の生活は家族に支えられていることに

気づくことができた。しかし、「今の生活をもっとよくするため

には、どうしたらいいのかな」と問いかけると、自分自身で考え

を見つけ出すことができない児童の姿があった。このような児童

に、自分の生活の中から課題を見つけ、いろいろな工夫すること

でよりよい生活ができることを実感してほしいと考えた。そこ

で、本単元では、新型コロナウイルスを題材に取り上げ、様々なことが大きく変化した現在の

新生活を快適に過ごすためにはどうすればよいかを考える活動に取り組んだ。児童にとって、

新型コロナウイルスは身近で切実感のある問題である。そして、マスクは生活する上で欠かせ

ないものとなっている。マスクを使用した生活は、肌荒れや息辛さなどさまざまな問題がある

が、素材の選択や加工方法によって問題の解決を図ることができる。児童が、自分の生活から

課題を見つけ、その問題について追究していくことで、実生活につながる題材であると考えた。 

一斉研修会の授業では、「実験結果を発表して、いいねマスクについて考えよう」という課題

を提示し、前時までに行った『素材』、『形・サイズ』、『デザイン』、『ひも』について、いろい

ろな調査を行った結果を発表し合った。その中で、マスクをつける人や場所に注目して、どの

ようなマスクがよいか考えた。 

（４）指導助言  愛知教育大学教授 青木 香保里 先生 

・授業が終わった後に「おもしろい」という子がいたり、振り返りをすごいスピードで書い

ている子もいたりした。児童の興味関心をひきつける掲示などの工夫が見られた。 

・これまでのようなマスクを作るだけの実践ではなく、マスクをつけるときのＴＰＯについ

て考えている。自分自身でマスクの種類を使い分けていると、マスクをつけていない人に対

しても理由を考えるようになり、そういった考える力がこれからの時代に求められる。 

（５）成果と課題 

今回の実践を通して、児童たちが自らそれぞれの調査方法を考え、その結果について真剣に

話し合っていた姿を見て、児童の興味を引き出す教材の準備が大切であると改めて実感した。

しかし、児童一人一人にどんな時に使用するマスクなのかをイメージさせる必要があると感じ

た。そうすることで、授業中にマスクを使用する状況を考えた意見が出て、さらに考えを深め

ることにつながったと考える。 
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西尾地区 技術・家庭科会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

部会長 上田富喜子（花ノ木小学校） 技術分野 ９名、家庭分野 ３５名   計４４名 

 

２ 本年度の活動について     
４月 １４（水）三教研委員会議（附属岡崎中学校） 

１６（金）市教研第１回部会 代表部長校 

２０（火）市教研総会 文化会館小ホール 

５月 １８（火）第１回三教研技術・家庭科部会  

１９（水）三教研総会 蒲郡市民会館  

８月 ２（月）午後：技術夏季実技講習会 

５（木）午前：第２回部会   

６（金）三教研夏季研修会 幸田町民会館  

２４（火）午前：家庭科夏季実技講習会 

１０月 ７（木）第７１回西尾市教育研究大会 一斉授業研究会 

１９（火）令和３年度愛知県中学校技術・家庭科研究大会  名古屋市教育センター 

３０（土）愛知県中学生創造ものづくり教育フェア 安祥中学校  

未定  第７１次教育研究愛知県集会 

１１月 １（水）愛知県家庭科教育研究大会 長久手大会 ※兼東海北陸大会 長久手市文化の家 

２月 ２（水）常任委員会 

    ※毎月１回程度の教科別自主研修会を設定する。 

 

３ 実践紹介 

 西尾地区では、令和２年度テック未来自動車モデルをすべての中

学校で購入した。「エネルギー変換の関わる技術」と「情報に関わ

る技術」の２つの領域を扱うことのできる複合教材となっており、

部品を組み合わせながら、歯車の役割やプログラミングの基礎を学

ぶことができる。 

 自動車モデルを使用した製作では、平坦な道や上り坂など、様々

な条件にあった歯車の組み合わせを考え、組み立てることで自動車

の原理を学ぶことができる。特に、上り坂を想定したコースでは、

坂道を上るための回転力と、より速く走らせるための回転数のバラ

ンスを考えながら組み立てる必要がある。導入段階で実験した、ペットボトルの巻き上げ実験から、歯車

の組み合わせを思い出し、回転数の高いものから回転力のあるものに組み直しながら、最適な組み合わせ

を考えだした。 

 マイクロビットを搭載したプログラミングの授業では、自分の思い通りに自動車モデルを動かせるよ

うにした。導入段階では、直進や停止などスクラッチを使用した基本的な入力方法を学んだ。発展段階と

では、クランクや障害物のあるコースを設定して、回避プログラムなどを製作した。入力したプログラム

と実際の自動車モデルのズレを確認しながらプログラムの修正を行い、自動停止やブレーキの踏み間違

えを起こさないためのプログラムのつくりを学ぶことができた。 
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知立地区 技術・家庭部会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

部会長 伊藤雅彦（知立小学校） 技術分野 ５名、家庭分野１０名 計１５名 

 

２ 本年度の活動について 

７月：教科等指導員訪問（技術）の実施 

８月：技術・家庭部会夏季研修会への参加 

市一斉授業研究に向けての指導案検討会の実施 

９月：知教研一斉授業研究を行う。 

11月：令和３年度愛知県中学校技術・家庭科研究大会へ参加 

 

３ 実践報告 

本年度の生物育成分野では、「苦手な人でも食べられるミニトマ

トを栽培しよう」という課題を設定して授業を行った。生徒はグル

ープごとに、「こんなトマトなら苦手な人でも食べられるかも」と

いう予想を立て、目ざすトマトを収穫するためにはどのような栽培

方法を行えばよいのかを調べながら栽培に取り組んだ。 

生徒は、実際にトマトが嫌いな子にインタビューをしたり、イン

ターネットで嫌いな理由を調べたりする中で、「甘いトマトなら食

べることができるかもしれない」、「皮が薄いトマトなら食べられる

かもしれない」、「実が小さいトマトなら食べられるかもしれない」、

「中のゼリー部分が少なければ食べられるかもしれない」などとさ

まざまな仮説を立てた。その仮説の中から、実際に栽培方法を工夫

することで実現ができそうなものを選び、栽培方法の工夫を考え栽

培計画を立案した。この時、ロイロノートを活用することで、それ

ぞれが調べて分かったことをお互いに伝え合う協働学習で学びを

深めることができた。 

栽培計画が完成したグループから、どのような栽培計画を作成し

たのか発表した。その中で、農薬を使う際に環境への配慮ができて

いないグループには、どのように環境に配慮をするのかを問うこと

で再考を促した。水ストレスを利用して甘いトマトを目ざすグルー

プには、水ストレスでなぜトマトは甘くなるのかを科学的に理解す

るように伝えるなど、対話の中で問い直しをしていった。何度も発

表を行うことで、それぞれのグループの栽培計画が見違えるように

具体的になり、栽培への理解が深まるとともに、活動に取り組む姿

にもよい変化が見られた。 

夏季休暇中には、これまでの栽培の記録を振り返りながら、自分

たちで考えた栽培計画が、目標とするトマトの栽培に効果的だった

のかどうかをレポートでまとめる予定である。 

ロイロノートを使用してまと

められた栽培計画表 

アルミホイルで害虫対策をす

るなど、それぞれ工夫を考え

栽培を行った 
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高浜地区 技術・家庭部会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

部会長 加藤 良三 (高取小学校) 技術分野３名 家庭分野２１名 計 ２４名 

 

２ 本年度の活用について 

 高浜地区では、小中学校合同で研修会や授業実践を行っている。一昨年度は研究主題を「未来

を創り出す豊かな心と確かな実践力を育む技術・家庭科学習－できる喜びを味わい、生活に活か

すことのできる子の育成－」とし、実践を進めた。昨年度は、コロナウイルスの影響を受け研修

会等が中止になった。本年度は、プログラミング教育をテーマに夏期研修を実施予定である。 

 R2．４月 高浜市教育研究会総会・教科部会 

       各役員選出、本年度の研究主題について 

 R2．８月 技術・家庭部会 夏季研究会 

       コロナウイルスの影響で中止 

３ 実践紹介 

〈昨年度の実践〉 

家庭科 １年生 衣生活と自立  

「地球のために、未来のために～衣服の手入れを通して～」(10 時間完了) 

主題に基づき目ざす生徒像を「未来に生きる自分を自覚

し、主体的に計画を立てて実践できる生徒の育成」と設定し

た。衣服の補修に対して学習する中で生まれる「めんどくさ

い」「捨てればいい」という感想や考えをもっていた。そこで、

大量生産・大量消費から生まれた現代の衣生活を取り巻く問

題をビデオで提示した。そこから「人の生活と環境どちらも

大切にしたい」という生徒の感想から SDGs や資源回収につ

いて各自で調べ学習を行った。そして、一人一台配付されて

いるタブレットで、アプリケーション(ロイロノート)を活用

しクラス内で発表する場を設けた(資料１)。衣服を大切にしたいとい

う気持ちを高めたところで、自分自身の生活や未来の生活を考えるた

めのてだてとして、本校の紫色のジャージの色をシンプルな黒色に変

更した画像を用意した。そして「あなたは来年度、色が見直しされた

本校のジャージが発売されたら買いますか？」と投げかけた。その結

果、今までは理想論で話していた生徒を揺さぶることで、自分事とし

て考えを深めることができた。また、根拠をもって考

えるための手だてとして、シンキングツール（ダイヤ

モンドランキング）を活用して、それぞれ購入するの

か、しないのか、考えの決め手となった理由の順位付

けを行うことで(資料 2)、思考が可視化され、自分の

家族関係など生徒の実生活に基づいて根拠をもって

考えることができた。さらに SDGs の「つくる責任・つかう責任」に着目し、「自分たちにも取り

組めることは、衣服の補修だ」と気づくことができた。「来年度の１年生にも衣服の補修技術はで

きるようにするべきだと伝えたい」という意見から、補修の様子を動画撮影し来年度へ残す活動

を行った。生徒は、自主的にタブレットを活用して動画に文字を入れて編集を行った(資料３)。

「まつり縫いやスナップボタンは必要だからちゃんとやろうね！」という記述があり、補修技術

の必要感が高まっている様子が見られた。 

資料１  ICT を 利用し た 調べ学習の共有 

資料 2 シ ン キン グツ ールを 利用

し た 利用し た 思考の可視化 

資料 3  生徒が作成し た 動画の一場面よ り  
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みよし地区 技術・家庭部会 活動報告 

１ 部会紹介 

  部会長 西條かすみ（南部小学校校長）  技術分野４名、家庭分野１２名 

 

２ 本年度の活動について 

  ４月２２日（木）主任者会にて年間計画を検討 

  ８月 ４日（水）夏季実技研修会 三好中学校にて実施 

          技術：消毒スタンド（アルミ製・木製）の製作 

          家庭：トートバッグの製作 

 

３ 実践紹介 

（１）技術分野 「机に込められた工夫を見つけよう」（材料と加工の技術） 

基礎学習１  

教室の自分の机が快適に使用できる秘密について、製品の工夫について次の視点から見つ

け、プリントに整理して発表した。 

 

 

 

 

 

 

 

基礎学習２  

基礎学習１で調べた机の各箇所について、材料と加工の視点か

ら教科書やインターネットからその技術の理論を見つけ、タブレ

ット（ミライシード・オクリンク［ベネッセ］）を用いてまとめ、

画面共有で発表した。 

 

（２）家庭分野 

食 生 活 ①「ターゲットに合ったレシピを考えよう」 

各学級担任の先生のデータ（好き嫌いや生活習慣、家族構成など）をもとに、レシ

ピを考え、３月にレシピ集にして贈った。 

     ②「地元の特産物や郷土料理を伝えよう」 

      知られていない地元の特産物が多いことを踏まえ、それらを継承していくためには、

どうしたらよいか（外部に発信する方法や自分たちが継いでいく方法など）を考えた。 

住 生 活 「ＭＦＨ（マイフューチャーハウス）を考えよう」 

     最初に、自分が思う理想の住まいを自由な発想で描かせた。次に、持続可能な社会

と関連付けながら、環境共生住宅など、住む人のことも周囲の人のことも将来のこと

も考えた家づくりについて思考を深めた。 

家庭生活 ①『バーチャルふれあい体験』 

      保育実習に行けない代わりに、身近な先生の子どもの様子を撮った動画を流し、幼

児の身体的特徴やふれあい方を考えた。 

②『ベビーシッターの会社を設立しよう』 

      グループで一つの会社を設立し、自分たちでコンセプトを考え、家庭を支える外部

機関のあり方について考えた。 

Ａ ： 材料 Ｂ ： 構造

➀社会面 ②経済面 ③環境面
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幸田地区 技術・家庭部会 活動報告 

 

１ 部会紹介 

  部会長 藤井健一（深溝小学校） 
  部 員 技術分野３名、家庭分野９名（うち小学校６名） 計１２名 
 
２ 本年度の活動について 

 ア 小学校家庭科地区発表につなぐ活動 

 本年度は三教研夏季研修会の小学校家庭科地区発表に向け、令和元年度に行った小学校６年「ミシ

ンを使ってみんなを笑顔に ～楽しくソーイング～」の授業実践や令和２年度に行った小学校５年「は

じめてみよう ソーイング」の授業実践、町内６小学校で活用した便利グッズについての成果と課題

をまとめた。そして、すべての子どもができる喜びを感じられる授業を、どの先生でもできるように

することの大切さに気づくことができた。 
 
 イ 幸田町児童・生徒作品展 

 令和４年２月９日（水）～１６日（水）の間、幸田町

立図書館のギャラリーにおいて、町内の児童生徒が技

術・家庭科で作った作品を展示している。右の写真は、

昨年度の作品展の様子である。造形（図工・美術）部会

と合同で毎年開催し、本年度で１５回目を迎える。手作

りのよさや楽しさを伝えることができ、保護者や地域の

方々に生徒が工夫を凝らした作品を紹介する場になっ

ている。来場者のアンケートを集計し、次年度の運営に

生かしていく。 
 
３ 実践紹介 

 ア 技術分野の教材紹介（中学２年） 

技術分野「エネルギー変換の技術」の領域では、電気機器の安全な利用について学習し、家庭生活

における電気機器の使い方について見直す活動を行った。生徒は、たこ足配線やコンセントにさした

プラグ上の埃などに注目し、家庭生

活において電気機器を安全に利用す

るためには、日々の点検作業が大切

であることに気づくことができた。 

 

 イ 家庭分野の教材紹介（中学１年） 

家庭分野「日常着の手入れ」の学習では、タブレットで教科書のＱＲコ

ードを読み取り、まつり縫いやスナップ付けの方法を動画で確認しながら

製作を進めた。タブレットを活用することで、一人一人が必要だと感じて

いる製作動画を繰り返し見ることができ、教師の説明や師範では対応が難

しい部分を補うことができた。 

＜Ｈ31 年度作品展＞ 

授業を終えた生徒の感想 

タブレットで学習する様子 

昨年度の作品展の様子 
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田原地区技術･家庭部会活動報告

1 部会紹介

部会長古越俊光(赤羽根中学校） 技術分野8名、家庭分野10名計18名

2本年度の活動について

内容月 日

･研究の計画

研究主題、授業研究単元、進め方などの協議

5月6日

|'0月7日 ・一斉授業研究会

3実践紹介

（1）~技術分野

~ 『構造をじょうぶにする技術～ペーパーブリッジコンテスト～」の授業研究を行った。紙や牛

乳パックを使って模型を製作し、その結果をタブレットと大型ディスプレイを使い、他グルー

プと共有した。

①てだて ~

主体的な学びを実現するために、安価で多量の材料を用意し、繰り返し試行錯誤できるよう

にする。対話的な学びを実現するために、 ICT機器を使い、互いに関わり合いながら思考を深

める。

②研究の成果と課題

安価で多量の材料を用いたことで、繰り返し試行錯誤しながら製作することができた。 タブ

レットを使いながら、意見交流の場を設定することで、多くの仲間の意見を共有することがで

き、対話的な学びが生まれた。今後タブレットでの意見交流を繰り返し行うことで、対話的な学

びを深めることができると考える。

（2）家庭分野

「手作りマスクを製作しようjの授業研究を行った。マスクのデザインや縫い方を工夫し、自

分にとって必要なマスクを製作した。

①手だて

マスクの製作を2回行う。 2回製作することで、 1回目の経験を生かすことができ、技能を

高めていくことができる。2回目の製作では、習得した技能をもとに生徒自身が説明書や動画

を参考にして自分で調べて製作する6動画はいつでも見ることができるように、タブレヅト端

末を準備しておく。

②研究の成果と課題

生徒は、マスク製作の師範動画によって、作業の流れを確認したり、よくわからない部分を

繰り返し見たり、生徒自身の理解度に合わせて動画を活用する姿が見られた。 ミシンの糸のか

け方など、文章や写真では説明が難しい作業も動画で見られるため、準備をスムーズにするこ

とができた。しかし、今回の授業では、マスクのデザインを2種類に限定したため、生徒の主体

性を育むのには不十分であると感じた。そこで、今後は、デザインや製法を生徒が調べ、主体的

に製作活動に取り組むことができるようにしたい。
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